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会  期 
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月  日 曜 日 時刻 本会議 委員会 摘   要 

  ８月２８日 月 １０ 第１日  

会期の決定 

諸般の報告 

議案等上程 

２９日 火 ９  委員会 付託案件の審査 

３０日 水    予     備 

３１日 木    予     備 

９月１日 金    予     備 

  ２日 土    休     会 
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開会 午前１０時１０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） おはようございます。 

これより、令和５年第３回大崎町議会定例会を開会いたします。 

これより、本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（富重幸博君） 日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、１１番、中倉広文君、及

び１番、藤田香澄君を指名いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 会期の決定 

○議長（富重幸博君） 日程第２「会期の決定」を議題といたします。 

 今期定例会の会期は、お手元に配付してある日程案のとおり、本日から９月１３

日まで１７日間といたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、会期は本日から９月１３日までの１７日間と決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第３ 諸般の報告 

○議長（富重幸博君） 日程第３「諸般の報告」を行います。 

閉会中の各常任委員会における町内事務調査の報告を求めます。 

まず、総務厚生常任委員長に報告を求めます。 

○総務厚生常任委員長（神﨑文男君） 令和５年第２回定例本会議において、総務厚生

常任委員会に付託されました閉会中の町内事務調査の経過と結果について、報告い

たします。 

 当委員会は、去る７月３日、全委員出席のもと、町内事務調査を行いました。調

査項目として、総務課所管の小型動力ポンプ付積載車、エコル立小野災害応急工事、

エコル立小野災害復旧工事、企画政策課所管の定住促進宅地造成工事、定住促進宅

地造成配管新設工事について、現地において関係職員から説明を受け、実施いたし

ました。 

はじめに、小型動力ポンプ付積載車について報告いたします。 

この設備は大丸分団へ貸与されたもので、整備の総額は１,１３３万円、納入日

は令和５年２月２８日です。財源の内訳は、石油貯蔵施設立地対策等交付金の４８
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０万円と過疎対策事業債の６５０万円、一般財源からの３万円となっております。 

初年度登録年月日及び車両総重量はとの問いに対し、初年度登録年月は令和５年

２月であり、車両総重量は３,２００キログラムとのこと。さらに、石油貯蔵施設

立地対策等交付金は、町内すべての分団の消防車導入に活用できるのかとの問いに

対し、最近導入した消防車には、この交付金が使われており、町内すべての分団の

消防車導入に活用できるとのことでありました。 

次に、エコル立小野災害応急工事及びエコル立小野災害復旧工事についてですが、

同一の施設であるため、併せて報告いたします。この工事は、令和４年９月に発生

した台風１４号の影響によるもので、災害応急工事の内容は、旧立小野小学校の体

育館屋根防水シート撤去・養生、体育館床吸音材撤去・養生、体育館舞台天井撤去、

特別教室付属棟屋根養生となっており、工事の総額は３４８万７,０００円であり、

財源内訳は、公有建物共済金１６１万８,２７８円と一般財源１８６万８,７２７円

となっており、完成は令和４年１０月３１日です。 

引き続き、災害復旧工事の内容は、体育館の屋根防水工事、特別教室付属棟屋根

修繕工事で、工事費の総額は２,０９０万円であり、財源内訳は、公有建物共済金

９６９万９,４５７円と過疎対策事業債１,０３０万円、一般財源９０万５４３円と

なっており、完成は令和５年２月２２日です。防水工事の保証期間は１０年となっ

ており、雨漏り等の異常が発生した場合は、工事請負業者が対処するとのことであ

りました。 

次の、定住促進宅地造成工事、定住促進宅地造成配管新設工事についても同一の

敷地であるため、合わせて報告いたします。この工事は、本町の人口増加及び人口

流出を防止するため、野方地区に住宅用分譲地８区画の整備と、分譲地内の水道管

を新設したもので、宅地造成工事の総額は２,７２８万円であり、財源内訳は過疎

地域持続的発展支援交付金６５０万円と過疎対策事業債６５０万円、ふるさと応援

基金１,４２８万円となっており、完成は令和５年１月２６日です。 

引き続き、配管新設工事の総額は１６７万２,０００円であり、財源内訳はふる

さと応援基金１６２万円と一般財源５万２,０００円となっており、完成は令和４

年１１月２８日です。 

１区画当たりの面積と金額及び販売状況はとの問いに対し、面積は約４８０平方

メートル、金額は約１７３万円、販売状況は８区画のうち４区画が売却済みとのこ

とでありました。今後、ほかの地区において宅地分譲地を建設する場合は、計画の

段階で若い世代の意見を取り入れることと、敷地内の道路については、カラー舗装

またはれんが敷きにすることを検討するよう要望いたしました。 

また、分譲地購入者が大崎町環境配慮型定住住宅取得補助金の交付を受けるとき
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には周辺の自治公民館への加入が条件となっているが、最低でも５年間は自治公民

館を脱退できないことなどを、対象の自治公民館長へ通達するよう要望する。 

以上で、総務厚生常任委員会における町内事務調査の報告を終わります。 

○議長（富重幸博君） 次に、文教経済常任委員長に報告を求めます。 

○文教経済常任委員長（平田慎一君） それでは、令和５年第２回定例本会議において、

文教経済常任委員会に付託されました閉会中の町内事務調査の経過と結果について

御報告申し上げます。 

当委員会では、去る６月２２日、町内事務調査として、全委員出席のもと、関係

所管の農林振興課、建設課、商工観光課、教育委員会管理課に関係する、野方地区

活性化センター玄関ポーチ改修工事、隣地崩壊防止工事、２災８３６号飯隈橋橋梁

災害復旧工事（上部工）、ふれあいの里公園多目的公園公衆トイレ建設工事、あす

ぱる温泉ポンプ取替修繕、菱田小学校遊具設置工事、くにの松原キャンプ場バンガ

ロー３号棟建設工事について、現地において、担当課長及び関係職員の説明を受け

調査を行いました。 

はじめに、野方地区活性化センター玄関ポーチ改修工事について御報告申し上げ

ます。 

工事請負額は９７９万円で、財源内訳はすべて一般財源となっており、玄関ポー

チ木製床撤去、平板ブロック布設、擁壁及び手すりの整備等が行われ、令和５年３

月３日に完成しております。本事業で整備した手すりについて、幼児等の転落防止

のための柵を新たに設置できないか検討するとともに、施設内の樹木伐採等、利用

者の安全確保のための管理を徹底するよう要望しました。 

次に、林地崩壊防止工事について御報告申し上げます。 

工事請負額は３,５９８万４,０００円で、財源内訳は地方債３,４００万円、一

般財源１９８万４,０００円となっており、令和２年７月豪雨によって被害を受け

た持留地区農業構造改善センターに隣接する町有林の崩壊防止工事が行われ、令和

５年３月２０日に完成しております。当該工事で整備した側溝のグレーチングにつ

いては、盗難防止のための措置を講じるよう要望しました。 

次に、２災８３６号飯隈橋橋梁災害復旧工事（上部工）について御報告申し上げ

ます。 

工事請負額は１億２,５５４万円で、財源内訳は国庫負担金１億４８２万５,００

０円、地方債２,０７１万５,０００円となっており、復旧延長が３７.９メートル、

幅員が４メートルです。取付道路工事等が行われ、令和５年３月３１日に完成して

おります。 

橋梁が崩壊した原因はとの問いに対し、豪雨によって流された倒木等が橋脚に滞
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留したことで河川が増水し、橋脚が流れたためであるとの答弁でありました。 

調査時において、河川に流木が発見されたため、護岸のメンテナンスの上でも早

急に撤去するよう要望しました。 

次に、ふれあいの里公園多目的公園公衆トイレ建設工事について御報告いたしま

す。 

工事請負額は２,２８３万９,０００円で、財源内訳はふるさと応援基金２,２８

０万円、一般財源が３万９,０００円となっており、木造平屋建てで２９.７８平方

メートルの公衆トイレ１棟の建設、外灯等の設置が行われ、令和５年１月３１日に

完成しております。施設利用者の利便性向上のため、本事業で整備した公衆トイレ

に暖房便座を設置できないか検討するよう要望しました。 

次に、あすぱる温泉ポンプ取替修繕について御報告いたします。 

工事請負額は５２４万７,０００円で、財源内訳はすべて一般財源となっており、

温泉ポンプ改修工事として、既存の温泉ポンプの引き上げ、水中ポンプ１台の設置

を行っており、令和４年９月３０日に完成しております。 

あすぱる温泉の源泉が枯渇した場合、町における対応等を検討されるよう要望し

ました。 

次に、菱田小学校遊具新設工事について報告いたします。 

工事請負額は１２４万８００円で、財源内訳はふるさと応援基金１２０万円、一

般財源４万８００円となっており、マウントラダー１基の新設、ロープのぼり１基

を既設撤去し、令和４年９月２日に完成しております。 

学校遊具の全般的な点検を行い、児童・生徒に危険が及ぶことのないよう、点検

体制の在り方について十分配慮されるよう要望しました。 

最後に、くにの松原キャンプ場バンガロー３号棟建設工事について御報告いたし

ます。 

この調査は、総務厚生常任委員会と合同にて調査を行いました。工事請負額は１,

６５１万７,６００円で、財源内訳は地域振興推進事業補助金８１５万６,０００円、

ふるさと応援基金８００万円、一般財源３６万１,６００円となっており、木造平

屋建て４５平方メートルのバンガロー１棟を建設したもので、令和５年２月１０日

に完成しております。 

既設の建築年数が古いバンガローについては、料金体制を見直し、利用率を上げ

ることを模索するよう要望するとともに、キャンプ場における猫の飼養等、衛生管

理を改善し、担当課においても運営全般について指導を徹底されるよう要望しまし

た。 

以上で、文教経済常任委員会における町内事務調査の報告を終わります。 
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○議長（富重幸博君） これで、「諸般の報告」を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第４ 行政報告 

○議長（富重幸博君） 日程第４「行政報告」を行います。これを許可します。 

○町長（東 靖弘君） 令和５年第３回議会定例会に当たり諸般の行政報告をいたしま

す。 

 はじめに、総務課関係でございます。 

庁舎等１３施設の電力供給契約の債務不履行による損害賠償請求訴訟につきまし

て御報告いたします。 

令和４年１２月２０日に、令和４年の電力供給契約の相手方であるウエスト電力

に対しまして、債務不履行による損害賠償請求を鹿児島地方裁判所鹿屋支部に訴状

を提出いたしました。その後、書面による準備手続や口頭弁論を経て、令和５年７

月５日に、原告である本町の請求どおり損害賠償として１,０６０万９,６８３円を

支払うようウエスト電力に命じる判決が言い渡されたところでございます。このこ

とを受け、ウエスト電力側は損害賠償の全額支払いを命じた鹿児島地方裁判所鹿屋

支部の判決を不服として、７月２０日、福岡高等裁判所宮崎支部に控訴しておりま

す。本町では、第１審に引き続き、損害賠償の全額回収を目指し、弁護士と相談し

ながら対応を協議してまいります。 

次に、企画政策課関係でございます。 

大崎第一中学校跡地に関連するカラル株式会社の状況について御報告いたします。 

カラル株式会社とは令和２年１０月に、普通財産貸付契約の締結以降、事業着手

への推移を注視してまいりました。直近の経緯を申し上げますと、去る７月２０日、

鹿児島県からカラル株式会社に対して産業廃棄物処分業に関する最終的な許可が出

されました。ただいま、９月の操業開始に向けて準備が進められており、敷地の草

が刈られている状況でございます。今後、稼働に当たっては、現地で野積みになっ

ているビニールを処理する予定と当社から伺っております。 

最後に、町民課関係でございますが、マイナンバーカードの交付状況について御

報告いたします。 

令和５年８月６日現在で、本町におけるマイナンバーカードの交付者数は１万４

９１人で、交付率は８４.６２％となっており、全国及び県の平均を上回り、県内

でも上位に位置づけております。また、マイナンバーカードを巡っては、他人の交

付金受取口座が登録されたり、コンビニ交付で住民票等が誤交付されるなどのトラ

ブルもございますが、本町におきましては、現段階でいずれの事案も確認していな

いところでございます。これらのトラブルを受けまして、国はマイナンバーの総点
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検を秋までに終了することとしており、その中間報告を８月８日に公表いたしまし

た。ひも付けの方法が不適切な自治体などが報告されたものでございますが、本町

はこれには該当しておりませんでした。カードのトラブルにつきましては、国が定

めましたガイドラインにより再発防止に努めますとともに、引き続き、カードの便

利さを身近に感じられるよう、利活用方法を周知・広報を行い、カードの普及に努

めてまいります。 

以上で報告を終わります。 

○議長（富重幸博君） これで、行政報告は終わりました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第５ 議案第２９号 令和５年度大崎町一般会計補正予算（第４号） 

○議長（富重幸博君） 日程第５、議案第２９号「令和５年度大崎町一般会計補正予算

（第４号）」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ２億３,７０２万９,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を１２４億４,

４４５万３,０００円にするものでございます。歳出の主なものは、エネルギーや

食料品等の物価高騰の影響を受けた事業者等を支援する大崎町事業者支援交付金、

農業公社が購入する農業用機械に係る農業公社運営負担金、梅雨前線豪雨や台風６

号に伴う災害復旧経費などでございます。歳入は、国庫支出金、県支出金及び繰越

金の増が主なものでございます。 

 よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

 なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） それでは、御説明いたします。 

はじめに、歳出の主なものにつきまして御説明いたしますので、補正予算書の１

１ページをお願いいたします。 

なお、人件費につきましては、人事異動等に伴う増減でございますので説明を省

略させていただきます。 

款２総務費、項１総務管理費、目６財産管理費、節１０需用費１５０万円は、保

健センターのトイレを洋式化するための修繕料でございます。目１０企画費、節１

８負担金，補助及び交付金６００万円は、ワーケーションを活用した移住体験プロ

グラムを垂水市と連携して実施するためのワーケーション推進実行委員会補助金で

ございます。 

１４ページをお願いいたします。款３民生費、項２児童福祉費、目３新型コロナ

ウイルス感染症対策事業費は、合計で４３８万６,０００円の増でございます。こ
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れは、物価高騰により影響を受けている子育て世帯の経済的負担軽減を図るととも

に、適正な給食の実施が確保されるよう、保育所等に対して必要な経費の一部を支

援する保育所等給食支援事業に係る事務費等補助金でございます。 

１６ページをお願いいたします。款５農林水産業費、項１農業費、目５農業振興

費、節１８負担金，補助及び交付金４,３８７万４,０００円は、水田活用直接支払

交付金制度の見直しに伴い、交付金の対象外になると見込まれる圃場の利活用を検

討し、農業生産活動を地域活性化につなげる、元気な地域創出モデル支援事業に取

り組むための準備を行う委員会への補助金９０万円と、農業公社で使用するトラク

ターやコンバインなどの農業用機械を整備するための農業公社運営負担金４,２９

７万４,０００円でございます。目１１土地改良事業費、節１３使用料及び賃借料

９３０万円は、農道等の維持管理に係る機械借上料でございます。節１４工事請負

費２,３１４万円は、加治木堀地区の農道舗装補修など農業用施設に係る整備工事

でございます。 

１７ページをお願いいたします。款６商工費、項１商工費、目２商工業振興費、

節１８負担金，補助及び交付金２２２万３,０００円は、空き店舗対策事業補助金

でございますが、今後の執行見込みにより補正するものでございます。目４新型コ

ロナウイルス感染症対策事業費、節１８負担金，補助及び交付金３,６８６万４,０

００円は、エネルギーや食料品等の物価高騰の影響を受けた事業者等を支援する大

崎町事業者支援交付金でございます。 

款７土木費、項２道路橋りょう費、目１道路維持費、節１３使用料及び賃借料６

００万２,０００円は、町道の維持管理に係る機械借上料でございます。 

１８ページをお願いいたします。節１４工事請負費５３０万円は、町道の舗装、

側溝改修及びメンテナンス等に係る道路維持工事でございます。節１５原材料費２

５１万５,０００円は、町道の維持管理に要する舗装補修材等の資材でございます。

目２道路改良費、節１４工事請負費３５０万円は、工事区間の延長に伴い、町道西

迫岡別府線に係る改良舗装工事を増額するものでございます。項３河川費、目１河

川維持費、節１３使用料及び賃借料４９０万９,０００円は、塩入川の護岸補修等

に係る機械借上料でございます。節１４工事請負費９６０万円は、準用河川持留川

の管理道路及びのり面のコンクリート舗装を行う河川維持工事でございます。 

款８消防費、項１消防費、目２非常備消防費、節１７備品購入費６４２万２,０

００円は、消防用ホースを購入するための消防用備品とデジタル簡易無線機の購入

費でございますが、いずれも経年劣化により買い換えるものでございます。 

１９ページをお願いいたします。款９教育費、項１教育総務費、目４学校給食セ

ンター管理費、節１０需用費１１０万円は、学校給食センターに係る修繕料でござ
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います。項２小学校費、目１学校管理費、節１０需用費２７１万８,０００円は、

各小学校の営繕修繕料２５０万円が主なものでございます。 

２０ページをお願いいたします。項３中学校費、目１学校管理費、節１０需用費

１５８万８,０００円は、大崎中学校の修繕料１５０万円が主なものでございます。 

２１ページをお願いいたします。款１０災害復旧費でございますが、こちらは主

に、梅雨前線豪雨及び台風６号による災害復旧に係る経費を計上しております。項

１農林水産施設災害復旧費、目１農林水産施設災害復旧費、節１２委託料１６２万

８,０００円は、四季の森内にあるトーチカ付近の法面補修工事に係る測量設計業

務委託料でございます。節１３使用料及び賃借料１,７７１万５,０００円は、農道

や水路の災害復旧作業に係る機械借上料でございます。節１４工事請負費２,９８

０万円は、永吉地区の農道及びクヌギ段地区の水路に係る災害復旧工事２,１００

万円と林道池谷立山線の災害復旧工事８８０万円でございます。項２公共土木施設

災害復旧費、目１公共土木施設災害復旧費、節１３使用料及び賃借料１,００６万

４,０００円は、町道の災害復旧作業に係る機械借上料でございます。 

以上で歳出の説明を終わりまして、次に歳入について説明いたしますので、８ペ

ージをお願いいたします。款１１地方交付税、目１地方交付税１,６００万円の増

は、財源の調整でございます。款１５国庫支出金、目１総務費国庫補助金３,６２

８万５,０００円の増は、エネルギーや食料品等の物価高騰の影響を受けた生活者

や事業者等に対し支援を行うための新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交

付金３,３２８万５,０００円と、大崎町と垂水市で連携して行うワーケーション促

進事業に係る観光振興広域連携促進事業費補助金３００万円でございます。款１６

県支出金、項２県補助金、目２民生費補助金２２９万２,０００円の増は、物価高

騰対策として保育所等へ支援する給食支援事業費補助金でございます。目４農林水

産業費補助金２３０万２,０００円の増は、神領池尻地区の排水路整備工事に係る

農地耕作条件改善事業補助金でございます。目８災害復旧費補助金１,９３７万円

は、農地や農業施設及び林道における災害復旧費補助金でございます。 

９ページをお願いいたします。款１９繰入金、目４ふるさと応援基金繰入金６４

０万円の増は、空き店舗対策事業補助金などの財源として予定しているものでござ

います。 

款２０繰越金、目１繰越金１億５,２２４万９,０００円の増は、財源の調整によ

るものでございます。 

款２１諸収入、目１雑入は１５２万１,０００円の増でございますが、ワーケー

ション推進実行委員会に対する垂水市分の負担金１５０万円が主なものでございま

す。 
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次に、債務負担行為補正について説明いたしますので、５ページをお願いいたし

ます。（１）追加でございますが、大崎町担い手育成農業研修事業委託料でござい

ます。これは、本町において就農を希望する方を募集し農業研修を行うもので、期

間を３年間とし、限度額を６８４万７,０００円とするものでございます。 

以上で説明を終わりますが、２３ページ以降に給与費明細書を添付してございま

すので、御参照ください。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（富重幸博君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

○９番（吉原信雄君） 歳出の企画費、ワーケーション、このワーケーションの意味を

もうちょっと説明をお願いしたいのと、推進実行委員は何名でやるのか。タブレッ

トで調べたんですけど、このワーケーションの意味がちょっとわかりにくかったも

んですから、そこの意味をちょっとお願いいたします。 

○町長（東 靖弘君） ただいま、ワーケーションについてもっと具体的にという御質

問でございましたので、担当課長のほうで答弁させていただきます。 

○企画政策課長（渡邊正一君） ワーケーションの意味でございますけれども、ワーク、

仕事とバケーション、休暇という意味の造語でございます。 

ここでの事業の意味といたしましては、非日常の土地柄で、企業の方々に大崎町

に来ていただいて業務の生産効率を上げていただくというような形で考えておりま

す。 

それから、もう１つ、人数につきましての御質問でございますが、今のところ、

具体的な人数を何人という形ではまだ決めていないところです。今から、垂水市と

の協議を進めたいという予定でございます。 

以上でございます。 

○９番（吉原信雄君） 人数を決めていないの、この予算の６００万というのは、どう

いう形であらわれたんですか。 

○企画政策課長（渡邊正一君） こちらの６００万円につきましては、垂水市との連携

して行う事業でございますが、３００万円を本町分、それから残り３００万円を垂

水市分の配分として考えているところでございます。 

以上でございます。 

○議長（富重幸博君） ほかにございませんか。 

○１０番（中山美幸君） ２点ほどお伺いいたします。まず、先ほど同僚議員が質問し

たワーケーション、人数がわからないというような、今答弁をいただいたんですが。

国の補助事業の中で１人当たりの金額というのは決まっていたんじゃないでしょう

か。そうすることによって大方の人数というのは理解できるんじゃないのかなとい
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うふうに私は理解しているんですが。その点がまず１点。 

それから、歳入の部分、９ページなんですが、マルおおさき利用料金１,０００

円の頭出しがございますね。それと、１１ページの歳出の部分でも１３万２,００

０円、使用料の建物借上料が計上がございます。この２点について、まず借上料に

ついては、まだ本町との賃貸契約はなされてないんじゃなかったのかなというふう

に思いますが、いつから、どのような形で賃貸契約されるのか。そして、歳入の部

分の頭出しの１,０００円について、この利用料金をどのように設定するのか、こ

の部分について詳細に説明をお願いしたいと思います。この使用料については、地

方自治法の２２８条が適用されるのではないかと私は理解しているんですが、その

点についても詳しく説明を求めます。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの御質問で、マルおおさきの利用料金１,０００円に

関すること、それから使用料１３万２,０００円に関すること、また賃借料につい

て、本町との賃貸契約に関すること、法律的なことも出ましたので、担当課長のほ

うで答弁させてもらいます。 

○企画政策課長（渡邊正一君） 私のほうからはワーケーション推進事業についてでご

ざいます。 

ワーケーション推進事業の中で、今、予算として計上させていただいた分なんで

すけど、こちらは、今想定しておりますのは事業費に係る予算でございます。先ほ

ど、大崎町の分として３００万円を予定していますということだったんですが、こ

ちらの中身につきましては、企業で働く方々を対象にお声かけさせていただいて、

関東圏それから関西圏から来る旅費の部分とか、大崎町に来ていただいて過ごして

いただくわけですけれども、滞在費であるとか、車を使う場合は車のリースであっ

たり、そういった部分を考えてございます。 

垂水市との実行委員体制ということにつきましては、具体的な人数といった部分

につきましては、これから垂水市と協議をさせていただく予定でございます。 

以上でございます。 

○総務課長（上橋孝幸君） マルおおさきの維持管理、それから歳入の件についてお答

えさせていただきます。 

まず、マルおおさきの管理の関係なんですが、現在、マルおおさきにつきまして

は、令和元年４月から、大崎町衛生自治会が鹿児島相互信用金庫様から借り受け、

管理運営をいたしておりますけれども、本年１０月から、衛生自治会に代わって大

崎町がにぎわい創出の拠点として活用する予定で準備を進めているところでござい

ます。 

施設の使用目的につきましては、町内外の幅広い方々に学習の場や交流の場とし
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て利用していただき、地域の活性化に資するということを考えているところでござ

いますが、施設の使用につきましては、先ほど申し上げましたように１０月１日を

予定しておりまして、関連予算、本補正予算でお願いしております維持管理経費等

が可決された場合には、９月中に町民の方々に周知を図って施設の利用申請を受け

付ける準備をしたいと考えているところでございます。 

それから、使用料は幾らかという御質問もあったかと思います。現段階では空調

設備の利用の有無にかかわらず３０分３００円とする予定で考えているところでご

ざいます。 

それから、歳入の頭出しの１,０００円についてということでございました。現

在、マルおおさきの利用状況をお伺いしてみますと、幾つかの団体様が御利用いた

だいているということがございますけれども、１０月以降、個人・団体を含めてど

の程度利活用があるのか予測がつきませんので、頭出しという形で１,０００円を

予算計上させていただいたところでございます。 

それから、地方自治法の関係の御質問もあったかと思います。条文の中身は私も

詳しく存じないところですけれども、恐らく行政財産の場合に、使用料の条例を制

定しなければならないというような条項かなと思うわけですが、今回、マルおおさ

きにつきましては、あくまでも鹿児島相互信用金庫様の財産でございます、行政財

産であるならば、ちゃんと管理、使用料の関係も条例でちゃんと定めるべきかなと

思うわけですが、今回は条例制定ではなく、今現在、野方にございますものづくり

会館と同様のスタイルで行うということを想定しているところでございます。 

以上です。 

○１０番（中山美幸君） 企画のほうで、今答弁がありました。ワーケーションについ

ては、企業関係の方だけを対象に、現在しているということで、ワーケーションに

ついては観光ということもあったんじゃないですか、観光も含まれていると私は理

解しているんですが。じゃあ、本町と垂水市が行う場合は、この企業の部分だけを

今回やっていくという企画なのか。やはりですね国・県が進めているワーケーショ

ン事業については、観光ということも入っていたと私は理解しているんですが。そ

うした場合に、先ほど同僚議員も質問しておりましたが、人数についても、上限の

金額、もろもろと決まっていたのではないかと私は理解しているんですが。交通費

等々についても上限額は決まっていましたよね。そうしますと、上限額を算定しま

すとある程度の企画の段階で人数等の計画ということも出てくるのではないのかな。

例えば３００万であれば何人分ぐらいに相当するのかということで計算できるのか

なというふうに理解しています。 

   それから、先ほどの使用料の件ですが、行政財産とは若干異なるということでご
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ざいますが、しかし、使用料はある程度公平にといいましょうか、現在の原価率、

空調関係の原価率、それから人件費、もろもろを算定した状態で３０分３００円と

いうことをなされているのかなというふうに理解したんですが。これの使用料につ

いては、やはりある程度の公共施設としての条例制定、収入もあるわけですから、

条例制定というのが必要なんじゃないですか。若干２２８条に触れる可能性もある

んじゃないですか。私はそんなふうに理解しているんですが。条例を制定すること

は適当ではないというような話を、今、若干されたんですけども、もうちょっと真

剣に考える必要がある、現在までの会計状況も以前問題となりました、そういった

ところを考えるんであれば、しっかりとした考えを持って運営し、また使用料金を

徴収するべきではないかと考えるんですが、いかがですか。 

○企画政策課長（渡邊正一君） ワーケーション事業についてでございます。 

まず、事業の対象の部分でございますけれども、こちらは企業の方々及び御家族

の方々まで対象にしてございます。 

それから、人数等の形なんですが、今から御可決をいただいた場合には、目標値

を企業の方々３組と設定をしております。具体的にその３組が何人になるかという

のは、企業の方々との協議ということも含めてとなっております。 

私のほうからは、以上でございます。 

○総務課長（上橋孝幸君） マルおおさきの使用料の関係でございます。 

まず、今回、３０分３００円という金額を選定した根拠でございます。本来なら

ば、議員がおっしゃるとおり、減価償却であったりいろいろな経費を、人件費とか

そういったものを網羅した上で使用料を算定すべきものと私も認識はしているとこ

ろでございます。しかしながら、先ほど申し上げたように、今回、マルおおさきに

つきましては、町内外の幅広い方々に学習の場、憩いの場として多くの方に利用し

ていただくということを目的と掲げておりますので、使用料につきましては中央公

民館、あるいは町が保有しております農業改善センターといったものの使用料と大

体歩調を合わせる形で算定したところでございます。 

以上です。 

○１０番（中山美幸君） 今、課長が答弁されたことは了解できますが、やはりですね

もう少し透明性のあるそういったことを考えるべきだと私は申し上げているんです

ね。しっかりとした算定基準があって、こういうふうになりますということの説明

が私はほしいなというふうに思います。現在までのことがなければですねそういっ

たことも申しませんが、じゃあ、現在までのことはどうなのかということなんです。

今後、新たに考えるときに、もう少しそこを住民の方々に疑義を持っていただけな

いような運営の仕方、徴収の仕方、そしてどのようになっているかということはで
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すねしっかりとやるべきだと私は思いますよ。そういったところを町長、今後どの

ようにされるんですか、しっかりとお答えをいただきたいと思います。 

以上です。 

○町長（東 靖弘君） 今までのことにつきましては、議員の皆さん、質問者の中山議

員さんも十分御理解しておられまして、いろいろ協議を重ねていきながら、最終的

に行政で管理するという形に持ってきたところであります。そのほうが透明性が図

られるであろうという私の考え方でありました。したがいまして、よく多文化共生

という話になりますけれども、より多くの町民の方々にあそこを利用していただき

ながら、交流の場として持っていきながら福祉の増進を図っていくという目的を持

っております。使用料のことにつきましても、他の類似する公共施設等の使用料と

比較しながらということでありましたが、利用しやすい料金設定ということは考え

た方がいいんじゃないのかということで、私のほうでそういう話をいたしました。 

質問の中で、透明性に欠けているということでありましたので、質問があって答

弁したわけでありますから、また、ここにつきましては、ちゃんとこういう形で設

定していきますという説明はしてまいりたいと思います。やはり、今まで非常に長

時間かかっております。そしてまた、いろんな方々があそこを今でも利用しておら

れますけれども、利用しやすい施設として透明性を図りながら進めていきたい。そ

のために、不備な点につきましては整備していきたいと考えております。 

以上でございます。 

○議長（富重幸博君） ほかに質疑はありませんか。 

○１番（藤田香澄君） 農業振興費のところで、元気な地域創出モデル支援事業準備委

員会補助金なんですけれども、こちらはもう一度、どういった事業を目的として行

われる準備委員会なのか教えていただきたいのが１点と、もう１点が商工業振興費

のところで大崎町事業者支援交付金のほうなんですけれども、具体的にどういった

事業者を対象として、補助金の設定等どういった形になっていくか御教示お願いい

たします。 

○町長（東 靖弘君） 元気な地域創出モデル支援事業につきましては、水田活用の直

接支払交付金見直しに伴って交付対象水田になると見込まれる地区の圃場の利活用

を再考する元気な地域創出モデル支援事業としてやっていきたいと思っております

が、議員も御存知であると思いますけれども、水田で作付けしていない、水張りを

していないところについては、５年間で補助事業を廃止するという方向で来ており

ましたので、それらを受けながら、元気な地域創出モデル支援事業として新たにそ

の事業の選定などそういったものに取り組んでいきたいという考え方でやってきて

いるところでございます。詳しい内容等につきまして担当課長のほうで答弁いたし
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ます。 

また、企画に関する部分につきましても、担当課長のほうで答弁させていただき

たいと思います。 

○農林振興課長（上野明仁君） 大方、町長が説明をされたんですけれども、繰り返し

になりますけれども、水田活用直接支払交付金制度が見直しをされることになりま

したので、それに伴いまして交付対象外水田となる可能性の高い地区の圃場が耕作

放棄となることを防ぐために、当該地区の圃場に適した作物の選定、それから栽培

実証を行うとともに、販路開拓につながる仕組みづくりを支援するために、令和６

年度に国のほうで元気な地域創出モデル支援事業の補助採択に向けて準備委員会を

設立、並びに申請に必要な条件整備を進めるものでございます。 

以上です。 

○商工観光課長（竹本忠行君） 大崎町事業者支援交付金の内容についてという御質問

でございました。 

中身としましては、物価高騰対策支援ということで、対象者につきましては大崎

町に事業を有する法人または個人で、業種としましては第２次産業、第３次産業を

想定しているところでございます。 

支援の中身としましては、昨年度、その事業を営む上での主たる原材料ですけれ

ども、たくさんあると思いますけれども、その中の１品目で、昨年と本年と比較し

て１０％以上調達費が高くなっている場合についての支援でございまして、支援金

額につきましては、それぞれ１０万円と１５万円ということで設定しておるところ

でございます。 

以上です。 

○１番（藤田香澄君） ありがとうございます。 

元気な地域創出モデル支援事業のほうは準備委員会ということで具体的にメンバ

ーを集めて行われるということでしょうか。あと、私の調べたあれが間違っていな

ければ、デジタル技術の導入とか定着に関連する補助金を取りに行くための準備委

員会ということであっておりますでしょうか。 

大崎町事業者支援交付金に関しては、いつ頃までに支援がなされる予定でしょう

か。 

○農林振興課長（上野明仁君） まず、事業の準備委員会のイメージとしましては、ま

ず行政、大崎町です、それと地域の住民の方々、それから福祉団体の方々、それか

ら製造加工に関われる事業者の団体等をイメージしております。それと、専門家の

方に助言をいただくために、そういった準備委員会を設立したいと考えております。 

それと、藤田議員が今言われたデジタルの関係ではございませんので、よろしく
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お願いします。 

○商工観光課長（竹本忠行君） いつまでの申請かという御質問でございました。 

まず、昨年の４月から９月、それから今年の４月から９月を基本的に考えており

ますので、その中での比較ということを考えております。申請につきましては９月

までの仕入れた原材料になっておりますので、本年中に申請につきましては完了さ

せたいと考えております。 

○１番（藤田香澄君） 農業振興費の元気な地域創出モデル支援事業は、年度内に補助

金の申請に向けた議論を、今おっしゃった方々の中で進めていくという認識でよろ

しいでしょうか。大崎町事業支援交付金に関しては、実際に支援が行われるのも年

度内ということで。はい、ありがとうございます。 

○議長（富重幸博君） ほかに質疑はありませんか。 

○４番（平田慎一君） ３点ほど御質問させていただきます。ちょっとかぶる部分もご

ざいますが。 

まず、最初に、ワーケーションの部分なんですが、根本的な部分で垂水市との共

同で行われるということで御説明がございました。予算措置の６００万円に関して、

半分、半分で払うということなんですが、何で大崎町の予算に一括で垂水市の予算

まで入っているのかという意味合いですよね。なぜ垂水市なのか、その費用対効果

も含めた、垂水市との連携をなぜ選んだのかという流れですよね。そこの部分の意

味合いが全く御説明がなかったものですから、そこの部分を教えていただきたいの

がまず１点。 

２点目がですね１４ページのコロナウイルス対策の保育所給食費の支援補助事業

ですね、これに対しましては子ども１人分の単価に対して単純計算でこれを上げて

いるのか。それとも、保育園、幼稚園等の規模によって単価計算で上げているのか。

援助対象内容というのは縛りがないのかというか、現金をただ寄附するだけではな

くて、こういう商品を配布しなさいとか、そういう規定とかあるのかどうかですね。

例えば国内の農産品を使いなさいとかですよ、地元の食材品を使いなさいとか、そ

ういう部分の内容も含まれているのか。最近、食糧安全保障という部分がございま

すので、それも国が押しておりますよね、そういう部分も入っているのかどうか、

ちょっとそこも併せて、町長の考えがあれば若干言っていただければありがたいん

ですが。 

最後に、これもさっき同僚議員が言ったんですけど、１７ページの大崎町事業者

支援交付金ですね、これは初めての事業ではなくて、前もあった事業だと思うんで

すが、パーセンテージが前と一緒なのか。前行われた事業の実績的にはどうだった

のか、上回っていたのか、だから、また今回パーセンテージを上げたのか、その辺
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の流れ的なものも含めた御説明をお願いいたします。 

○町長（東 靖弘君） ただいま３点ほど御質問がありました。ワーケーションに関す

ることについて、なぜ垂水市なのか、どうして大崎町が受け入れるのかという質問

と、それからコロナウイルス対策に関する保育所等の給食支援に関すること、そし

てまた大崎町事業者支援交付金に関すること、３点ほどの御質問がありましたので、

それぞれ担当課長から内容等については説明させていただきます。 

○企画政策課長（渡邊正一君） ワーケーション推進事業の件でございます。 

まず、はじめに、なぜ大崎町と垂水市なのかということでございます。これは、

県のほうから募集がございまして、大隅半島から手を上げた自治体が本町と垂水市

であったというところでございます。県への提案に際しまして、大崎町と垂水市で

共同の計画書を作成いたしまして、県に提出して事業採択がかなったという経緯が

ございます。 

それから、事業費につきまして、歳入につきましては３００万円の国庫補助、そ

れから歳出につきましては６００万円、これは議員がおっしゃるとおりに大崎町分

と垂水市分の事業費が合わさった形で予算編成をさせていただいておりますけれど

も、こちらは複数の自治体が連携して取り組んだ場合に、この国庫補助につきまし

ては採択がなされるということで、要件となってございます。そして、こちらは国

土交通省からの国庫補助決定でございましたけれども、補助の決定通知相手方が大

崎町ということで、大崎町の名前で決定を受けておりますのでこのような形で補正

予算の形で計上させていただいたところでございます。 

以上でございます。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） 保育所等給食支援事業補助金でございますが、これは

実際は県の保育所等物価高騰対策支援事業になりますが、これの２分の１を県、２

分の１を町が負担する事業でございまして、令和４年の２号補正でも同じ内容で上

げさせていただいております。 

補助金の内訳、計算方法としましては、給食費の基準単価に物価上昇率、これは

県は１０％と算定しておりますが、これに対象園児数を掛けた形で各保育所に補助

する形になっております。これは児童世帯ではなくて保育所に補助することによっ

て、保育所側の支援もですが、保護者がその分負担することがないようにという事

業でございます。 

以上です。 

○商工観光課長（竹本忠行君） 昨年度の物価上昇対策支援金ということで、昨年は原

油価格・物価上昇対策支援金ということで実施させていただいたという経緯がござ

います。 
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昨年の申請につきましては、今期、前期の月別の売上の経費を算定するというこ

とで、非常に申告状況が煩雑であったということを反省させていただきまして、今

回につきましては、先ほど申し上げましたとおり、４月から９月の仕入れた原材料

と、それを前年、本年と比較しまして、その中の１品目が１０％以上上昇している

ものを対象とするということでございます。 

以上でございます。 

○４番（平田慎一君） ワーケーションの予算については、要は企画段階で頭を取るの

は大崎町だから予算措置が大崎町で、垂水市の予算も大崎町にまた入ってくるとい

うことで、決算はそういうふうに行われるという認識でさせていただきました。 

次の保育園の補助事業に対しましては、結局は物価高騰対策の１０％の予算が上

限が充てられるということなんですけども、あとは何を購入するかは保育所、幼稚

園等に任すという認識でいいのかなということでよろしいですかね。ある程度、地

元産の食材を使ったりとかですねそういう意味合いを含めた部分を入れるのもいい

のかなというふうに思いました。そこの部分だけ、もう一回お願いします。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） 食事の内容については、主食品、副食品の金額に対す

る補助ということになりますけれども、県のほうも特別この内容については指定は

ございませんので、今のところ、本町としても特に食材の指定等はしていないとこ

ろです。 

以上です。 

○議長（富重幸博君） ほかに質疑はありませんか。 

○２番（草原正和君） ワーケーション推進実行委員会についてお伺いしたいんですけ

れども。仕事とバケーションとの造語ということだったんですけれども、６００万

円を使って３組を目標にしていると、旅費や宿泊費、そのへんを負担するようなこ

とで説明があったと思うんですけれども、その３組を呼んで、どういったことが大

崎に効果があって、今後、これがどういうふうな働きを目的としているのか。これ

は単年度で終わるのか、そのまま続くのかという説明をお願いします。 

○企画政策課長（渡邊正一君） 事業費は６００万円でございますけれども、大崎町の

配分をまず３００万円と考えてございます。その中で、働きかけは企業の方々、も

しくはその御家族の方々を対象に、大崎に来てくださいませんかという形でお声か

けをいただいて、一言で言いますと、大崎への移住体験という形で考えております。

そして、大崎の良さを知っていただいて、そこで大崎町に対する移住定住へのきっ

かけづくりと我々は考えてございます。 

それからもう１つ、大崎町で余暇を過ごしていただく、それから働いていただく

ということで、それと同時に、ひいては企業版ふるさと納税へのお声かけとかそう
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いったことができればと、そこまで行ければいいのかなと考えてございます。 

それから、事業の年度でございますが、今年度とりあえず国庫補助事業が採択決

定になりましたので、こういった形で予算として計上させていただきましたが、来

年度以降の予定につきましては、今回の事業効果をもって確認したいと思っていま

すので、今のところは未定でございます。 

以上でございます。 

○２番（草原正和君） 企業の方たちを呼んで大崎町に定住を、そのときに大崎町に住

みたいなと思うような事業を進めることでしたけども、そのときに来られた方たち

に、大崎町っていいな、住みたいな、ここがよかったなというようなことをいろい

ろ企画していくという考えでよろしいでしょうか。 

○企画政策課長（渡邊正一君） おっしゃるとおりでございます。我々もお声かけをさ

せていただく中で、大崎町の良さをＰＲしていきたいと思っております。 

以上です。 

○議長（富重幸博君） ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第２９号は、会議規則第３９条第１項の規定

により、総務厚生常任委員会に付託いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第６ 議案第３０号 令和５年度大崎町後期高齢者医療特別会計補正予算 

（第１号） 

○議長（富重幸博君） 日程第６、議案第３０号「令和５年度大崎町後期高齢者医療特

別会計補正予算（第１号）」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 

本案は、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１８万円を追加し、歳入歳出

予算の総額を２億３６５万５,０００円とするものでございます。 

補正内容は、保険料還付金を増額するものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） それでは、後期高齢者医療特別会計について御説明い

たします。 

まず、歳出から御説明いたしますので７ページをお開きください。款２諸支出金、
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目１後期高齢者保険料還付金、節２２償還金，利子及び割引料１８万円の増額は、

過誤納に係る保険料の還付金で、県後期高齢者医療広域連合から受け入れた分を、

被保険者に還付するものでございますが、当初予算に対し、既に不足が生じること

から増額するものでございます。被保険者の死亡による還付金が主なものでござい

ますが、そのため必要額を予測することが困難となっている上、今回は亡くなられ

た方の数や１人当たりの還付金額が大きかったことなどから、当初見込額を上回る

結果となった次第でございます。 

以上で歳出を終わりまして、次に歳入を御説明いたします。６ページでございま

す。款５諸収入、目１還付金、節１還付金１８万円の増額でございます。歳出で御

説明いたしました被保険者への還付金として、県の広域連合から受け入れるもので

ございます。 

以上で説明を終わります。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（富重幸博君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております議案第３０号は、会議規則第３９

条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第３０号「令和５年度大崎町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第１号）」は原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第３０号「令和５年度大崎町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号）」は原案のとおり可決されました。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第７ 議案第３１号 令和５年度大崎町水道事業会計補正予算（第１号） 

○議長（富重幸博君） 日程第７、議案第３１号「令和５年度大崎町水道事業会計補正

予算（第１号）」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、収益的収入の予定額を２億１,１

８３万３,０００円に、支出の予定額を１億９,５３４万２,０００円とし、資本的

収入の予定額を３１１万円に、支出の予定額を１億６９４万７,０００円とするも

のでございます。 

補正内容としましては、定期異動に伴う収入及び支出の増額となっております。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○水道課長（本松健一郎君） それでは、私のほうから補正予算の説明をさせていただ

きます。 

今回の補正につきましては、先ほど町長からもありましたとおり、４月の定期異

動に伴います給与等の補正でございます。 

補正予算１ページをお願いいたします。第２条の収益的収入及び支出の補正でご

ざいます。収入の款１水道事業収益を２４万円減額いたしまして２億１,１８３万

３,０００円とするものでございます。 

次に、支出の款１水道事業費用を５４万７,０００円増額いたしまして、１億９,

５３４万２,０００円とするもので、歳入歳出、庶務係職員の児童手当等に係る調

整でございます。 

２ページをお願いいたします。第３条は資本的収入及び支出の補正でございます。

収入の第１款資本的収入を６万円増額いたしまして３１１万円とするものでござい

ます。 

次に、支出の款１資本的支出を１４万８,０００円増額いたしまして１億６９４

万７,０００円とするものでございますが、歳入歳出、工務係職員の児童手当等に

係る調整でございます。今回の補正予算は、参考資料１１ページと１２ページにお

いても詳細に説明がございますので、後ほど御参照くださいますようお願いいたし

ます。 

また、４ページ以降にキャッシュフロー計算書、給与費明細書及び予定貸借対照

表等が添付してございますので、併せて御参照くださいますようよろしくお願いい

たします。 

これで説明を終わります。よろしくお願いいたします。 
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○議長（富重幸博君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております議案第３１号は、会議規則第３９

条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第３１号「令和５年度大崎町水道事業会計補正予算（第１

号）」は原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第３１号「令和５年度大崎町水道事業会計補正予算（第１号）」は

原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第８ 議案第３２号 令和５年度大崎町公共下水道事業特別会計補正予算 

（第１号） 

○議長（富重幸博君） 日程第８、議案第３２号「令和５年度大崎町公共下水道事業特

別会計補正予算（第１号）」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ５１３万１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を２億４,３２９万８,

０００円にするものでございます。 

歳出は、維持管理費の大崎クリーンセンター及びマンホールポンプ場設備の修繕

料と、下水道整備費のポンプ更新費が主なものでございます。 

歳入は、公共下水道事業補助金の内示額に伴う減と、令和４年度繰越金確定金に

よる繰越金の増額でございます。 
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よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○水道課長（本松健一郎君） それでは、大崎町公共下水道事業特別会計補正予算（第

１号）について、補足説明をいたします。 

予算書の事項別明細書でございます歳出の７ページをお開きいただきたいと思い

ます。款１公共下水道事業費、項１公共下水道事業費、目１下水道総務費、節１報

償費１３７万３,０００円から節１８負担金，補助及び交付金の６１万４,０００円

までは、人事異動に伴います職員及び会計年度任用職員の人件費の調整と、併せて

下水道事業技術管理者の資格取得者の配置に伴いまして、研修旅費及び研修先への

負担金などを減額するものでございます。また、そのほかに、負担金，補助及び交

付金の１１万円につきましては、インボイス制度に伴います町村会下水道事業シス

テム改修にあたる負担金でございます。公課費につきましては、消費税及び地方消

費税の令和５年度中間申告に伴います増額でございます。目２維持管理費の５００

万円につきましては、西三文字地区のマンホールポンプ場マンホール内の底盤破損

によります吐出し渠管の緊急工事ということで修繕費を増額しているところでござ

います。目３下水道整備費の２３９万４,０００円につきましては、同じく西三文

字のマンホールポンプ場のポンプに係る更新の工事請負費に係る増額でございます。 

続きまして、歳入を説明いたしますので、６ページをお願いいたします。款３国

庫支出金、項１国庫補助金、目１公共下水道事業費補助金２００万円の減額は、国

からの交付内示によります減額でございます。款５繰越金、項１繰越金、目１繰越

金７１３万１,０００円の増は、前年度決算の繰越し確定によります増額でござい

ます。 

以上で説明を終わります。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（富重幸博君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第３２号は、会議規則第３９条第１項の規定

により、文教経済常任委員会に付託いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第９ 議案第３３号 こども家庭庁設置法の施行に伴う関係条例の整備に関する

条例の制定について 

○議長（富重幸博君） 日程第９、議案第３３号「こども家庭庁設置法の施行に伴う関
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係条例の整備に関する条例の制定について」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 

本案は、こども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備に関する法律の制定に

伴い、大崎町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定

める条例のほか、合計４つの条例の一部を改正するため、整備に関する条例を制定

するものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） それでは説明いたします。 

本案は、こども家庭庁が設置されたことに伴いまして、関係する法令を一括して

改正するために制定されましたこども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備に

関する法律に従いまして、本町の関係条例を整備するものでございます。 

主な改正理由は、国の所管省庁が厚生労働省から内閣府の内閣総理大臣直属機関

に移管されたことに伴うものなどでございます。 

改正の内容につきましては、新旧対照表により御説明いたしますので、議案書の

７ページの次にございます新旧対照表をお開きください。 

改正箇所につきましては、アンダーラインを引いてお示ししてございますが、改

正箇所が多岐に及ぶものになっておりますので、要点を絞って御説明させていただ

きますことを御理解いただきたいと思います。 

それでは、新旧対照表の１ページでございます。まず、第１条は、大崎町特定教

育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正

でございます。この条例改正は、上位法となります子ども・子育て支援法の改正に

よるもの、及び学校教育法の改正に伴う項ずれを改めるものでございます。新旧対

照表の右側、現行の第４条第２項の上から３行目を御覧いただきますと、法第１９

条第１項第３号とあるうちの第１項を削除する改正となっておりますが、これは上

位法の改正において法第１９条のうち、第２項が削除されたことによるもので、国

の所管が厚生労働省から内閣府に移管されたことによるものでございます。このよ

うに、上位法から引用する条項番号の改めによる整備を行っておりますので、同様

の理由による改正部分の説明は省略させていただきます。 

５ページをお願いいたします。第１５条第１項第３号は、括弧内にあります学校

教育法の第２５条に新たに項が追加されたことから、改正案にありますとおり、第

２５条の次に第１項を加えるものでございます。次の第４号は、省庁の事務移管に

伴い、厚生労働大臣を内閣総理大臣に改めるものでございます。 
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６ページをお願いいたします。第２６条は、幼保連携型認定子ども園及び保育所

の管理者が、利用児童に対する必要な措置として懲戒権を行使する場合の規定を削

除するものでございます。これは、児童虐待が正当化されないようにと、民法の改

正に合わせたものでございます。 

次に、１４ページをお願いいたします。中ほどからは、第２条大崎町家庭的保育

事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正でございます。この条

例改正は、上位法となります児童福祉法及び国が定める基準の改正によるものでご

ざいます。まず、第６条でございますが、居宅訪問型保育事業者を除く家庭的保育

事業者等が関係する条項に、後ほど御説明いたします第７条の３第２項を加えたも

のでございます。 

１５ページをお願いいたします。１５ページから１６ページにかけましては、第

７条の次に、次の２条を加えるものでございます。第７条の２安全計画の策定等は、

家庭的保育事業所等において安全に関する事項についての計画を策定し、必要な措

置等を講じることを義務づけるものでございます。 

１６ページをお願いいたします。次の第７条の３自動車を運転する場合の所在の

確認は、家庭的保育事業所等において利用乳幼児の移動のために自動車を運行する

場合、乗降時に利用乳幼児の所在を確実に把握できる方法で確認すること、及び利

用乳幼児の送迎のため日常的に自動車を運行する際、見落としを防止する装置を備

え、所在を確認することを義務づけるものでございます。 

次の１０条でございますが、家庭的保育事業等をほかの社会福祉施設と兼ねて設

置している場合で、次の１７ページの１行目でございますが、保育に支障がない場

合に限り、保育室等の設備や保育に直接従事する職員が他の施設職員と兼ねること

ができるよう基準を緩和するものでございます。第１３条は、先ほど同様に、懲戒

権を行使する場合の規定を削除するものでございます。第１４条の第２項でござい

ますが、これは家庭的保育事業所等の職員に対しまして、感染症等の予防や蔓延防

止のための研修や訓練を定期的に実施していただくよう改めるものでございます。 

１８ページをお願いいたします。次に、附則でございますが、附則に次の１条を

加えるものでございます。これは、本条例の第７条の３第２項に規定しております

利用乳幼児の見落とし防止用のブザー等の設置について、経過措置を設けるもので

ございます。 

次に、第３条大崎町子ども・子育て会議条例の一部改正でございます。この条例

改正は、上位法となります子ども・子育て支援法の一部改正によるものでございま

す。この法改正におきましては、国の所管が厚生労働省から内閣府に移管されたこ

とに伴いまして一部の条項が削除及び繰り上げとなったことから、本条例に要する
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条項を改めるものでございます。 

１９ページをお願いいたします。最後に、第４条大崎町放課後児童健全育成事業

の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正でございます。この条例改正

は、上位法であります児童福祉法の改正によるものでございます。 

まずは、１９ページから２０ページにかけましては、第６条の次に、次の２条を

加えるものでございますが、先ほどの説明にもありました、安全性の計画と及び自

動車を運行する場合の所在の確認等としまして、放課後児童健全育成事業において

も同様に規定するものでございます。 

２０ページの中ほどでございますが、第１２条の次に、次の１条を加えるもので

ございます。これは、感染症や非常災害の発生時における業務継続計画を策定し、

必要な措置を講じるよう努めることを規定したものでございます。第１３条でござ

いますが、先ほどと同様、衛生管理等としまして、職員に対する研修や訓練を定期

的に実施していただくよう改めるものでございます。 

２１ページでございます。附則の第２条でございますが、施設における児童１人

当たりの専用区画について、その面積の基準や経過措置の期間について緩和するも

のでございます。 

最後になりますが、第５条は、条例第６条の２において義務づけしている規定に

ついて、時限的に緩和することの経過措置でございます。 

議案書の７ページ、最後のページにお戻りください。附則としまして、この条例

は公布の日１日から施行するものとしております。 

以上で説明を終わります。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（富重幸博君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

○１０番（中山美幸君） ４本の本町の条例が上位法により改正という形を取られてい

るようですが、その中で１点だけ、あとについてはまた後の機会にお伺いしたいと

思うんですが、１点だけ答えをいただいておきたいと思います。 

いろんな条例を４本の中で、特に大崎町家庭的保育事業の設置、設備及び運営に

関する基準を定める、それから後の部分、前の部分にもありますが、非常にたくさ

んあります。何々を行わなければならない、しなければならない、努めなければな

らないという条項、新設された部分には非常にそれが多いんですね。そういったと

きに何々しなければならない、行ってください、変更を行うものとする、そういっ

たものの条項の中で、誰が行ったか、行わなかったのかを調査するのか、もしくは

支援するのか、指導するのか、その点について、この条項からは見えない部分なん

ですね。そこをどういうふうな対応の仕方を、本町とすればするのか。これは本町
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の条例の変更なんです。上位法は変わったけれども本町の条例なんですね。そこを

どういうふうな指導、支援をしていくのかお答えいただきたい。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） 家庭的保育事業等についてなんですが、この事業自体

が認可外といいますか、町が確認する事業所、小規模の事業所ということで、財政

的支援を受けるためには本町への確認が必要な事業所になるため、国のほうで基準

は設けられているんですが、それを市町村の条例にも載せなさいということですの

で、今後こういった事業所が出てきた場合には、本町のほうで確認、指導すること

になると思っているところです。 

以上です。 

○１０番（中山美幸君） 今、本町のほうで確認、指導するということでございますが、

了解です。そういった場合に著しく、今、本町で定めようとしている改正しようと

する条例に違反が見られた場合にどういった措置をとるのか、その点についてはこ

の中では明白にされてないですよね。そういったところはどのように考えておられ

るのか。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） これは町が確認することによって、この事業所が補助

金等の支援を受けられるということですので、場合によってはですが、こちらの確

認で不足があるということであれば財政的な支援ができないということになるかと

思っております。 

以上です。 

○議長（富重幸博君） ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第３３号は、会議規則第３９条第１項の規定

により、総務厚生常任委員会付託に付託いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１０ 議案第３４号 町道の廃止及び一部廃止について 

○議長（富重幸博君） 日程第１０、議案第３４号「町道の廃止及び一部廃止につい

て」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 

本案は、道路法第１０条の規定により、町道の全線及び一部を廃止したいので、

議会の議決をお願いするものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 
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なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○建設課長（時見和久君） 詳細につきまして御説明いたします。 

本案は、町道益丸志賀島線の全線廃止及び神領益丸線と益丸線の一部廃止をお願

いするものでございます。別紙、町道廃止路線一覧により御説明いたします。 

この３路線は、農地中間管理機構関連農地整備事業益丸地区の圃場整備により、

今後一体的に整備する必要が生じたため、町道を廃止するものでございます。 

それでは、まず、はじめに、①の町道路線番号３２３号、益丸志賀島線です。図

面の中央部になりますが、国道２２０号線を起点に、国道４４８号線までの路線で、

総延長１,０８０.４メートルの全線を廃止するものでございます。 

次に、②の町道路線番号３２４号、神領益丸線です。天子橋から町道益丸中沖線

まで、国道２２０号と平行に通る道路で、総延長８８２.４メートルのうち４８５

メートルを廃止するものでございます。 

最後に、③の町道路線番号４４８号、益丸線です。益丸地区を起点に、町道益丸

志賀島線へ向かう町道で、総延長６６３メートルのうち１４０メートルを廃止する

ものでございます。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（富重幸博君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております議案第３４号は、会議規則第３９

条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第３４号「町道の廃止及び一部廃止について」は原案のとお

り可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第３４号「町道の廃止及び一部廃止について」は原案のとおり可決

されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１１ 議案第３５号 鹿児島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の

名称の変更及び同組合規約の変更について 

○議長（富重幸博君） 日程第１１、議案第３５号「鹿児島県市町村総合事務組合を組

織する地方公共団体の名称の変更及び同組合規約の変更について」を議題といたし

ます。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 

本案は、鹿児島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の伊佐北姶良環境

管理組合が、令和５年４月１日付で伊佐湧水環境管理組合に名称変更したことに伴

い、同組合規約を変更することについて協議したいので、地方自治法第２８６条第

１項及び第２９０条の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（富重幸博君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております議案第３５号は、会議規則第３９

条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第３５号「鹿児島県市町村総合事務組合を組織する地方公共

団体の名称の変更及び同組合規約の変更について」は原案のとおり可決することに

御異議ありませんか。 
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［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第３５号「鹿児島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の

名称の変更及び同組合規約の変更について」は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） 以上をもって、本日の日程の全部を終了いたしましたので、本

日はこれをもって散会いたします。お疲れ様でした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午前１１時４８分 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ２ 号 

 

９月６日（水） 

 



－ 37 － 

令和５年第３回大崎町議会定例会会議録（第２号） 

 

令 和 ５ 年 ９ 月 ６ 日 

午前１０時００分開会 

於 会 議 議 場 

１．議事日程 

日程第１ 会議録署名議員の指名（２番，３番） 

日程第２ 一般質問 

 

２．出席議員は次のとおりである。（１２名） 

   １番 藤 田 香 澄            ７番 神 﨑 文 男 

   ２番 草 原 正 和            ８番 宮 本 昭 一 

   ３番 岡 元 修 一            ９番 吉 原 信 雄 

   ４番 平 田 慎 一           １０番 中 山 美 幸 

   ５番 児 玉 孝 德           １１番 中 倉 広 文 

   ６番 稲 留 光 晴           １２番 富 重 幸 博 

 

３．欠席議員は次のとおりである。（０名） 

 

４．地方自治法第１２１条の規定により、会議事件説明のため出席した者の職・氏名 

町 長 東   靖 弘 農林振興課長 上 野 明 仁 

副 町 長 千 歳 史 郎 建 設 課 長 時 見 和 久 

教 育 長 穗 園 正 幸 農委事務局長 相 星 永 悟 

会 計管理者 西 髙 和 義 水 道 課 長 本 松 健一郎 

総 務 課 長  上 橋 孝 幸   教委管理課長 岡 留 和 幸 

企画政策課長  渡 邊 正 一   社会教育課長 鎌 田 洋 一 

商工観光課長 竹 本 忠 行 税 務 課 長 川 越 龍 一 

町 民 課 長 谷 迫 利 弘    

環境政策課長  松 元 昭 二 

保健福祉課長  岩 元 貴 幸   

 

５．職務のため出席した事務局職員の職・氏名 

事 務 局 長 宮 本 修 一 

調 査 係 長 松 元 幸 紀 



－ 38 － 

議 事 係 長 上 床 就 路 

庶 務 係 主 査 隈 本 紀代美 

 



 

－ 39 － 

開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） これより、本日の会を開き、直ちに会議いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（富重幸博君） 日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、２番、草原正和君及び３

番、岡元修一君を指名いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 一般質問 

○議長（富重幸博君） 日程第２「一般質問」を行います。 

一般質問は、通告順により許可いたします。 

まず、９番、吉原信雄君の質問を許可いたします。 

○９番（吉原信雄君） 皆さん、おはようございます。 

本町における学校給食の無償化については今現在なされていないわけですが、平

成２９年に児童・生徒１人当たり月額１,０００円の補助を実施し、平成３０年か

ら令和３年度まで月額２,０００円の定額補助を実施しておりました。令和４年４

月１日から、中学生は給食費２,０００円をもらって、残りを町が補助し、小学校

からは給食費１,５００円をもらって、残りを補助すると変わってきたようであり

ます。現在の給食費補助額は、中学生が３,２００円、小学生が２,８００円の補助

額になっているようであります。補助率にして、中学生が６１.５４％の補助、小

学生が６５.１１％の補助となっているようであります。 

令和４年度の学校給食費に係る給食費補助決算額は２,８７５万７,０００円とな

っており、令和５年度の学校給食費に係る給食補助予算額は２,８９３万７,０００

円となっております。もし仮に、現在の給食費単価で学校給食費を全額補助し無償

化した場合、町の予算はどれぐらい必要かをお尋ねし、１回目の質問といたします。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

学校給食費を無償化した場合の予算額についての御質問でございます。学校給食

費は、児童・生徒の保護者負担分と町からの給食費補助、それから教職員等の負担

分によって賄われております。 

御質問の学校給食費の無償化でございますが、児童・生徒の保護者負担分が対象

になると考えます。そこで、令和５年５月１日現在の学校基本調査の人数をもとに、

年間の保護者負担額で説明させていただきます。 

まず、小学校の児童の保護者負担額についてですが、児童１人当たり１,５００
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円の負担額で１１か月分、児童数が５８９人でございますので、年間９７１万８,

５００円が必要となります。 

次に、中学校の生徒の保護者負担分では、生徒１人当たり２,０００円の負担で

１１か月分、生徒数が２８８人でありますので６３３万６,０００円が必要となる

ことから、児童・生徒の保護者負担額の合計は１,６０５万４,５００円となり、本

年度の給食費無償化分を想定したときの必要な予算となります。したがいまして、

本年度の当初予算の学校給食費補助金の２,８９３万７,０００円と合わせますと、

４,４９９万１,５００円が学校給食費の町からの全体補助額に係る予算と考えます。 

以上でございます。 

○９番（吉原信雄君） 次に、令和５年５月５日の南日本新聞の一面の「子育て支援自

治体で差、県内４３市町村のアンケートの結果」が掲載されました。中身を見てみ

ますと、学校給食費を無償化、全額補助しているのは、５月５日現在の時点で１３

市町村であります。中種子町は７月から、垂水市は９月から無償化を実施するよう

であります。新聞にも掲載しておりましたが、曽於市と大崎町は約６割、鹿屋市と

志布志市は約５割となっており、このような状況を町長はどのように捉えているか

をお尋ねいたします。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

県内の無償化の現況についての御質問でございます。学校給食の無償化の状況に

ついては、県内で現在１５市町村で取り組まれている状況です。また、令和４年度

以降の県内の実施状況を確認したところ、令和４年度で５つの町村が実施され、令

和５年度については、令和５年度当初からの実施が２市あり、年度途中から実施す

る２市２町を含めますと、令和４年度と令和５年度の２か年で無償化を実施する市

町村が９市町村になるようでありますことから、学校給食の無償化を実施する市町

村が急増したと実感しております。 

このように急増した状況の背景にあるものとしては、コロナ禍における物価高騰

等に対して、子育て世帯への経済的負担軽減を目的に子育て世帯の支援を図ること

で子育てしやすい環境づくりの取組がなされてきていることと考えます。 

また、少子高齢化による人口減少問題は喫緊の課題となっていますので、子育て

世帯を定住させるための定住化対策の側面もあるのではないかとも考えているとこ

ろでございます。 

以上でございます。 

○９番（吉原信雄君） 先ほど無償化について、町長の意見をお伺いいたしましたわけ

ですが、次も新聞記事でございます。令和５年７月１３日の南日本新聞の「広場」

の投稿欄で、団体職員の方が「市民の声で動いた給食費無償化」という題で投稿さ
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れておりました。内容は、昨年１２月、垂水市議会で女性団体が提示した給食費の

無償化を求める請願が全会一致で採択されたことが、市民有志による小中学校給食

費の無償化を求める垂水市民の会を２月に発足し、署名運動で取り組んだことなど

が書いてありました。最後に、垂水市の給食無償化が署名活動などの一連の取組を

通して市民が声を上げて具体的に行動すれば、市政を動かすことができると学んだ

ことで締めくくってありました。 

申し上げたいことはいろいろありますが、先ほど無償化したときの予算額もお聞

きしました。県内無償化にする流れができていると思います。政府も一連の少子化

対策を掲げている中、本町も少子高齢化の一環として給食無償化を進めてほしいが、

いかがでしょうか。町長の考えをお聞かせください。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

給食費の無償化はできないかとの御質問でございますが、先ほど、県内の学校給

食無償化の現状についての質問に対する答弁の中で、無償化を実施する市町村が増

加していると答弁させていただきました。子どもたちの安心した学校給食環境の充

実のために経済的負担軽減を図っていくことは、子育てしやすい環境づくりや定住

化対策へつながることと考えます。そのようなことから、学校給食の無償化は有効

な施策の１つになるものと思います。 

政府においても、子ども未来戦略会議で小中学校の給食無償化の制度づくりに向

け自治体の無償化実施状況などを把握する、初の全国調査を始めることを明らかに

いたしました。調査結果を１年以内に公表し、制度の課題などを据えることとして

おります。 

先般、町村会の首長と知事との意見交換会がございました。その意見交換会の席

で、この政府の方針を踏まえて、知事に国に対して学校給食費の無償化、そしてま

た１８歳までの医療費の補助制度、３歳未満の保育所の保育料の問題、それぞれ自

治体間に差が出てきている。やはり、今の時期に必要性を認められていることであ

るから、是非、国に提言してほしいということを知事に対して発言をいたしました。

知事もそのように受け止めて、やっていきたいというお話でありました。 

先ほどもありましたように、本町の学校給食費は、保護者負担割合として、小学

校、児童１人当たり月１,５００円であります。中学校、生徒１人当たり２,０００

円を負担していただいております。これにつきましては、令和４年度からの措置で

あること等を踏まえ、本町における無償化についての諸課題を整理しながら前向き

に検討していきたいと考えているところでございます。 

以上でございます。 

○９番（吉原信雄君） ただいま、前向きに検討したいという答弁でございます。町長
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も言われたとおり、子育てしやすい環境は定住促進にもつながります。少しでも人

口減に歯止めをかけるために給食費の無償化をしていただきたいと思います。給食

関係については、以上でございます。 

次に、２番目でございます。大崎第一中学校は平成２６年３月に閉校となり、４

月に町立３中学校を統合し、新制大崎中学校が開校しております。旧大崎第一中学

校跡地利用については、松本商会を誘致し、廃プラの処理と加工を始めたわけです

が、現在の状況となっております。現在、カラル株式会社による事業が再開されよ

うとして一安心しているところであります。 

これから質問いたしますのは、校舎とグラウンドの活用についてであります。現

在、校舎は築５３年経過しております。耐震といろいろありますが、校舎とグラウ

ンドをどのように活用していくつもりかをお尋ねいたします。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

御質問の、旧大崎第一中学校跡地につきましては、行政報告においてカラル株式

会社の状況を御報告させていただきました。ただいま、９月の操業開始に向けて準

備が進められている状況でございます。 

また、跡地利用につきましては、これまでも御質問いただいておりますが、野方

インターチェンジに近く、交通拠点になり得るとの考えから、企業誘致活動を中心

に行うことで野方地区の活性化につなげていく旨をお答えしており、この方針に変

わりはないところでございます。 

また、誘致に当たりましては、雇用機会の創出、産業の振興といった地域の活性

化を一定の条件とする公募型プロポーザルを行うなど、民間事業者からの企画提案

を募集したいとの考えを持っております。 

以上でございます。 

○９番（吉原信雄君） 今、町長がいろいろな考えているところを、私も２０年、町長

も町の社長として２０年を過ぎると。もうちょっと急いでですよやっていかないと、

もう学校が統合して１０年なるんですよ。そのまま置いたまま、耐震もしていない

し、解体して誘致を進めるような平地にして、いい条件も出さんないかんとじゃな

かですか、その点について。 

○町長（東 靖弘君） 何回か、これまでも報告しておりますけれども、今まで事業進

出の打診等がありまして、いろいろ協議したけれども、なかなか実現に至っていな

かったところが１点に遅れた理由もございます。 

ただいま御指摘がありましたように、学校跡地という地域の中でのシンボルであ

りますので、企業誘致につきましては一生懸命取り組んでいかなければならないと

考えております。 
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いろいろ提案もいただいておりますが、やはりやるべきは公募型であるだろうと

思いますので、今回は担当課とも十分協議をしながら、どういう方法でやるかとい

うことも踏まえながら、早い段階で準備に入っていきたいと考えます。 

以上でございます。 

○９番（吉原信雄君） 町長が言われたように、町長はもう営業マンでいいんですよ、

副町長は立派に庁舎を守りますので、そういう考えで動いてください、もうちょっ

と早めに。その点について、もうちょっと。 

○町長（東 靖弘君） 結構事業提案はいただいてきたんです。しかしながら、まだ公

表もできませんでしたけれども、いろいろなところに打診しながら事業提案はいた

だいてきているんですけど、実現性について、なかなかこちらも迷うといいましょ

うか、そういったところもあったりして、これというところに行き当たっていない

というのが現実であります。 

御指摘いただいていることは、表面に見えないので何もやっていないように見え

ますけど、やっていることは事実でございますので、今回はそれを見える化の形で

プロポーザルをやっていくという考えでやっております。 

以上でございます。 

○９番（吉原信雄君） 今、町長がやっていないように見えるとかいろいろ言われます

けど、やっぱりそういうのをやっているという行政報告を議会にも報告は必要じゃ

ないんですか。何も見えないんですよね、やっていることが。先ほどいいましたよ

うに、城は守る副町長がいますので、町長はなるべく外に出てやってください。も

う１０年を過ぎたんですよ。ということで、この件については終わります。 

次の質問の３番目でございます。８月１日の南日本新聞から、全国学力・学習状

況調査、全国学力テストの記事が掲載されておりました。全国学力テストの結果は、

鹿児島県は全国公立小中学校の平均と比較し、小学校は国語、算数とも下回り、中

学校は数学、英語が平均を下回っておりました。８月１２日の南日本新聞に「学力

アップ、学生協力」ということで大崎町学力アップセミナーが開催され、非常によ

いことの取組だと思います。 

そこで質問ですが、全国学力テストにおける本町の結果と県の平均と本町の比較

につきましてをお聞きいたします。 

○教育長（穗園正幸君） ただいま、県と本町の結果を示せとの御質問でございます。 

小学校６年生と中学校３年生を対象に、本年４月に行われました全国学力・学習

状況調査の県平均と本町の平均点の結果と状況についてお答えいたします。 

まず、小学校６年生でございますが、国語は県平均が６７点に対し、本町は６２

点で、県平均を若干下回っております。算数は、県平均が６１点に対し、本町が６
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０点で、県平均並みでございました。国語に関しましては、記述式の問題で県平均

を上回っており、現在、授業で進めている表現力の指導に一定の成果が見られるも

のの、長文の読解や資料の読み取りなどに課題が見られるところでございます。算

数に関しましても、考え方を説明する問題は県平均を上回っておりますが、計算問

題や図形の問題に課題が見られるところでございます。 

次に、中学校３年生についてでございます。国語は県平均が７０点に対し、本町

は６９点で、数学は県平均が４８点に対し、本町は４６点と、県平均並みでござい

ました。国語と算数に関しましては、県平均にあと１問ずつ解ければ追いつくとこ

ろまできているところでございます。英語は、県平均が４２点に対し、本町は３６

点と下回っているところであります。英語では課題が見られまして、ヒアリングを

１回で聞き取る力や自分の考えを簡単な英文で伝える力を身につけることが必要だ

と考えております。 

また、小学校６年生、中学校３年生共に学力の二極化が見られまして、高得点の

児童・生徒は県平均と同等の割合で見られますが、低い得点の児童・生徒は県平均

を下回っているところでございます。低得点の児童・生徒への指導が今後の課題だ

と考えております。 

以上でございます。 

○９番（吉原信雄君） ただいま、教育長から県平均と町の比較を聞いたわけですが、

小中学校ともマイナス１点から、英語のマイナス５点、平均で下回っているようで

ございます。 

学力を上げる方法はいろいろあると思います。次の全国学力テストにおいて、少

しでも本町の平均が上がるよう教育長に期待し、私の全質問を終わります。 

○議長（富重幸博君） ここで、暫時休憩いたします。次は、１０時３０分から再開い

たします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時２３分 

再開 午前１０時３０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

次に、３番、岡元修一君の質問を許可いたします。 

○３番（岡元修一君） 今回、私は自主防災組織の技術向上についてと、募金や寄附の

社会貢献について質問いたします。 

自分たちの命と安全にとって最も警戒すべき災害として、南海トラフ地震が上げ

られます。２０２２年１月、政府の地震調査委員会は、南海トラフで今後４０年以



 

－ 45 － 

内にマグニチュード８から９の巨大地震が起こる確率を９０％程度に引き上げまし

た。同様に、３０年以内では７０から８０％と予測しました。この確率は、日頃自

分たちが目にする降水確率から考えたら、必ず覚悟をしておかねばならない数字で

す。日一日と危険性は高まっていきます。 

大崎町も沿岸地域の避難訓練など積極的に進めています。さらに、近年は地球温

暖化が要因と考えられる、従来の常識を超越した災害誘発の自然現象も地球規模で

見られます。日本国内でも例外ではありません。７月にも、北部九州及び秋田岩手

両県で大規模な水害がありました。８月には、台風６号の迷走により沖縄県や奄美

地方の暮らしに混乱を起こしました。また、大崎町では、令和２年７月６日に持留

地区を中心に局地的豪雨が降り、河川が氾濫し、崖崩れによる土砂流入があらゆる

場所で見られました。住民の中には、避難路を絶たれ防災ヘリコプターで救助され

る事態までありました。 

また、ショックだったのは、災害時の避難所だと思っていた、通称持留改善セン

ターの裏山が崩れて、避難していた方々が再度別の場所に避難するという出来事で

した。そのときの当事者の方々の恐怖は計り知れませんし、あのときの現場周辺の

光景は今も忘れません。このような大災害に遭いながらも人的被害がなかったのは、

まさに奇跡というほかにはありませんでした。このときの被災地の修復作業は現在

も続いています。この出来事は風化させるのではなく、今後に継承されるべき事柄

だと思います。 

大崎町は、南北に１８キロと細長く、野方、持留、岡別府、永吉、仮宿、井俣、

横瀬、菱田にかけては崖などの急傾斜地や土石流が心配される丘陵地帯が連なって

います。町長にお尋ねします。災害が懸念される急傾斜地の数をお示しください。

これを最初の質問とします。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域につきましては、鹿児島県が土砂災

害防止法に基づく基礎調査を実施した上で急傾斜地等を指定しておりますが、町内

にある急傾斜地は、現在１１１箇所が指定されている状況でございます。 

以上でございます。 

○３番（岡元修一君） それでは、災害警戒と災害特別警戒の定義について教えてくだ

さい。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの御質問につきましては、担当課長の答弁とさせてい

ただきます。 

○総務課長（上橋孝幸君） 土砂災害警戒区域と土砂災害特別警戒区域の定義について

の御質問でございます。 



 

－ 46 － 

まず、土砂災害警戒区域でございますけれども、土砂災害が発生した場合、住民

の生命または身体に危害が生じる恐れがある区域であり、高低差５メートル以上か

つ傾斜度３０度以上の傾斜地が指定要件となっております。 

一方、土砂災害特別警戒区域は、土砂災害警戒区域の中でも災害が発生した場合、

建築物に損壊が生じ、住民の生命または身体に著しい危害が生じる恐れがある区域

のことでございます。 

以上です。 

○３番（岡元修一君） ただいまの回答を受けまして、特別警戒区域は、建造物におけ

る規制があるということ、災害を起こしやすい危険地帯であるということがわかり

ました。特別警戒地域も町内に点在していると思いますが、主要幹線道路が通行不

能になると孤立する地域がありますか。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

令和２年７月豪雨災害により佐土原地区では土砂崩れにより道路が寸断され、住

民の方が孤立する事態が発生しました。このとき、上水道のライフラインも同時に

崩れ落ちましたので持留への大久保集落への上水道が届かなくなってまいりまして、

直ちにインフラ整備ということで給水の応急措置をしたことがございました。 

このように孤立する地域の有無についての質問でございますが、土砂災害特別警

戒区域に居住している方々は、避難経路が通行止めで孤立するリスクは高いことが

予想されます。災害が起こる前に、改めて自分の家がどこにあるのか、大崎町総合

防災マップ等により確認をしていただき、自宅の災害リスクと避難行動を再確認す

ることが重要だと考えております。また、行政といたしましても、災害発生に備え、

迅速な救助、避難及び物資供給など的確に対応できるよう努めてまいりたいと考え

ております。 

以上でございます。 

○３番（岡元修一君） 建てた数年後に、新たに特別警戒区域に指定される場所もある

と思いますが、何十年も住んでいると感覚が麻痺することも考えられます。そうい

う方に対しては、本人の確認だけに任せるのではなく、行政のほうからも住んでい

る場所の危険性を知らせていただきたいと思いますが、町長はどのようにお考えで

しょうか。 

○町長（東 靖弘君） そういった危険箇所等について住民に知らせるべきことだとい

う御指摘でありました。おっしゃるとおりでございます。近くに住んでいても、こ

こが危険区域であることを認識しがたい場合もありますので、そういったことにつ

きましては折に触れ皆さん方には周知していきたいと思いますことと、また、自主

防災組織を立ち上げておりますので、そういった中でこういった話を出していただ
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くような周知の仕方は必要かと思います。 

○３番（岡元修一君） それでは、町内の自主防災組織について質問します。 

設立数と全集落における割合を教えてください。 

○総務課長（上橋孝幸君） お答えいたします。 

現在、町内には１４２の集落がございます。そのうち、１３６の集落に自主防災

組織が設立されているところでございます。なお、設置率につきましては９５.

８％となっているところでございます。 

以上です。 

○３番（岡元修一君） それでは、自主防災組織の昨年度の活動実績を教えてください。 

○総務課長（上橋孝幸君） 自主防災組織の昨年度の活動実績についての御質問でござ

います。 

昨年度の自主防災組織の活動実績につきましては、５８集落が自主防災活動を実

施しているところでございます。活動内容は、火災訓練と避難訓練が主なものとな

っております。なお、昨年度は、例年と比べますと自主防災活動を実施した集落が

減少しておりますが、新型コロナウイルス感染症防止対策の観点から実施を見送っ

た集落が多かったことが要因として上げられます。 

以上です。 

○３番（岡元修一君） 避難訓練は町の呼びかけで行っていると聞きましたが、避難訓

練も参加者が減っていると聞いております。どのようなことが原因と考えられます

か。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

津波避難訓練への参加者は減少傾向にあることにつきましては、避難訓練のマン

ネリ化、参加者の固定化や若い年齢層の方々の参加が少ないことが考えられます。 

今後は、住民の方々の防災意識を高めるためにも、いつ発生するかわからない地

震に備え、夜間の避難訓練や避難所開設、運営訓練など地域の自主防災組織や小中

学校とさらに連携した新しい訓練メニューを検討していかなければならないと考え

ております。 

以上でございます。 

○３番（岡元修一君） これからは、広範囲だけでなく、限られた範囲の災害対処も必

要です。そのためには、自主防災組織の適切な判断と行動が求められます。先ほど

いただいた回答から、町内では住民の高い防災意識からほとんどの自治公民館で設

立されています。しかし、その実効性はどうでしょうか。災害時に的確な行動がと

れるでしょうか。 

そこで、町長にお尋ねします。現在、町内全域における自主防災組織の災害時に
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おける実効性評価をどのように捉えているかお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 自主防災組織の災害時における実効性評価についてという御質

問でございます。災害発生時には行政だけの取組でなく、地域住民の方々が自分た

ちの地域は自分たちで守るという自主防災組織の活動は必要不可欠であり、日常的

には防災知識の普及啓発や防災訓練の実施及び地域の安全点検などを行い、いつ起

こるかわからない災害に備え、災害発生時には初期消火、地域住民の避難誘導など、

大変重要な役割を担うことになります。 

また、大規模な災害が起こった場合は、消防などの防災関連機関の活動が制限さ

れることが予想されますので、そのような事態に備え、地域住民が連携して協力し

合って地域の被害を最小限に抑えるために、自主防災組織の活動は最大限の効果を

発揮すると考えております。 

自主防災組織の災害時における実効性についての御質問でございますが、一部の

集落では、地域内に住む外国人の方々も呼び込んで積極的に活動されている集落も

あると伺っております。一方では、活動がなされていない集落もあるようでござい

ます。一概に評価しづらいところもございますが、それぞれの集落で、まず自分た

ちでできることから活動をしていただいていると認識しているところでございます。 

以上です。 

○３番（岡元修一君） 自主防災組織の全体の技術力の底上げが待ったなしだと思いま

すが、一方、現在、組織の抱える課題としてどのようなことが考えられますか。 

○町長（東 靖弘君） 自主防災組織全体の抱える課題としては、自主防災組織の活動

やスキルの低下、高齢化による担い手不足などが考えられるのではないかと考えて

おりますが、先ほども答弁いたしましたけれども、各集落の自主防災組織活動でや

っていただいているんですが、やはり参加者が少ないということが大きな課題にな

っている。ここをどうやって意識づけていくかということが非常に大切なことだと

思っています。 

○３番（岡元修一君） 今後、地域ごとの様々な災害に備えるには、町長の回答からも

触れられたように、町内全ての組織が防災意識を高めて自助・共助力を上げること

が重要です。そのためには、まず、自分たちの住む地域でどんな災害が起こりやす

く、どんな対策が必要かを把握することが第一歩です。知って起こす行動と知らな

いで起こす行動には大きな違いが生まれます。各組織でハザードマップや防災マッ

プなどの情報を参考にしながら、より自主的な防災計画を立てたり、防災訓練を行

ったりすることが効果的だと考えますが、これらを実現するためには、まず町が率

先して多種多様な学習の場を設けることが必要だと思います。町長は、この点につ

いてどのようにお考えでしょうか。 
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○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

近年は、予想を上回る多種多様な自然災害が激化傾向にあります。こうした大規

模災害に対応するためには、自身と周辺地域の人たちの命や生活を守る自助と共助

が何より重要になってまいります。そういった意味では、平常時から災害対応力を

高め、災害時には地域で率先して防災活動を実践できる自主防災組織の育成は必要

不可欠であると思っております。 

また、自主防災組織が抱える課題を克服していくためには、若年層などの幅広い

世代や女性の参画を促進し、地域の防災の担い手を育成するための取組を促進する

ことも必要ではないかと思います。 

本町では、自主防災組織の育成や避難、防災教育に関することなどについて指導

助言をいただくため、本年１０月から、鹿児島大学の井村隆介准教授を防災アドバ

イザーとして委嘱する予定でございます。また、総務課には防災士資格を持った危

機対策管理監も配置しておりますので防災講演会や防災座談会を開催するなど、自

主防災組織と連携し地域の防災力を高めるための取組を進めてまいりたいと考えて

おります。 

○３番（岡元修一君） 関東大震災から１００年、鹿児島の８.６水害から３０年の今

年、町民が今一度、災害に対する自衛意識を持てるよう最大限の下支えをお願いし

ます。 

それでは、災害時の必須機器である防災行政無線についてお尋ねします。町内の

受信機の設置数と全戸数における割合をお示しください。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

個別受信機の設置状況につきましては、各世帯及び事業所に５,６８５台が設置

されており、そのうち２９７台は公共施設や事業所に設置されている状況でござい

ます。また、全戸数における設置割合は８２％でございます。 

○３番（岡元修一君） 数にちょっと開きがありますが、未設置の理由としてはどのよ

うなことなのでしょうか。 

○総務課長（上橋孝幸君） お答えいたします。 

個別受信機につきましては、各御家庭に１台ずつ設置することを基本としており

ますけれども、設置を希望されない方につきましては、自主申告によりまして不要

届けという書類を提出していただいております。設置を希望されない御家庭では、

屋外の防災無線から聞こえる、あるいは携帯やスマートフォンから情報を得られる

などの理由が多く寄せられているところでございます。 

以上です。 

○３番（岡元修一君） 受信機は集落の放送を聞かないようにも設定できると聞きます
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が、機能を教えてください。 

○総務課長（上橋孝幸君） 個別受信機につきましては、集落放送の受信を可能とする

スイッチがございます。ですが、必要とする集落の放送を正確に受信するためには

総務課で詳細設定を行う必要がございます。 

以上です。 

○３番（岡元修一君） 設定しないように、実際そのように行っている方がいらっしゃ

いますか。 

○総務課長（上橋孝幸君） お答えいたします。 

集落未加入者の方々につきましては、集落放送が受信できない状態で個別受信機

をお渡ししております。 

○３番（岡元修一君） それは、どのような理由からでしょうか。 

○総務課長（上橋孝幸君） 集落未加入者の方々は、集落放送の受信を必要と思われて

いない方が多いという点が上げられると思います。しかしながら、集落未加入者の

中にも集落放送の受信を希望される方もいらっしゃいますので、その場合は集落放

送を受信できるよう、総務課のほうで設定変更を行っている状況でございます。 

以上です。 

○３番（岡元修一君） 集落未加入者に対して、最初から受信できない状態で渡してい

るというのは、驚きとともに大変残念です。渡すときに、未加入者イコール受信要

らずではなく、受信機の目的やメリットを正確に伝えた上で、少なくとも当人に判

断させるべきだと思います。 

また、先ほどの回答から、受信機の設定は個人でもできるが、役場のほうで対応

するというふうに聞きました。是非、これは対処していただきますように、一人で

も加入が増えますようにお願いいたします。 

自主防災とは、集落加入の有無にかかわらず、全住民が協力して備える活動のこ

とです。その際の重要部分に防災行政無線から流れる集落放送もあり得ます。これ

は、地域で起こった災害や危険回避情報を速やかに伝えるとともに、避難や救助な

どの指示を出すものです。しかし、放送を聞かないように設定している方や、受信

機を設置していない方は、身近な連絡が届かず非常に危険な状態になりかねません。

放送を聴けるようにすることで、自分や家族だけでなく、地域全体の安全や安心に

もつながります。今後、組織が学習を通じて技術を高めれば、集落放送の役割もさ

らに大きくなります。 

また、放送は、未加入者に対しても集落の行事や活動への案内やお誘いをするた

めのものでもあります。私はよく活用しています。情報が伝わることで未加入者が

集落への関心や参加意欲を高めることも期待できます。今推進しているがんばる交
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付金の加入促進事業にも合致すると思います。これらの目標に向けて、公民分館長

及び自治公民館長は地域活性のために日々汗を流しております。放送を未設定にし

ている方や未設置の方に対しては、先ほどの繰り返しになりますが、防災行政無線

の活用目的やメリットを正しく伝えて利用可能にしてもらうことが必要だと思いま

す。町長は、この問題についてどうお考えでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

防災行政無線については、非常時における通信や災害情報はもとより、町の広報

として町内の各種イベントや健康診断、農政情報などの行政全般に対する情報発信

など地域住民に対する迅速かつ的確な情報提供手段として、これまで適切な運用に

努めてまいりました。特に災害時や国民保護事案の発生時には、個別受信機による

情報伝達は非常に有効になってまいりますので、個別受信機を未設置の御家庭につ

きましては、改めて防災行政無線の必要性と有効性を説明するなど設置に向けた取

組を進めてまいりたいと考えております。 

また、集落未加入者の方々に対する集落放送の利活用に関しましては、御本人の

意向を踏まえ対応してまいりたいと考えております。 

ただいま御意見がありましたように、町民が安全で安心して住める環境は我々の

目標でもありますので、これまでの集落の未加入者といった方々から放送は聞かな

いということへの対応をしてきているところでありますので、やはり全住民が情報

を知り得るということは災害時にはとても必要なことでありますので、そういった

ところについてはまた内部で検討しながら、どういう方法で適切な指導ができるの

か検討してまいりたいと思います。 

○３番（岡元修一君） 是非、積極的な取組をお願いします。 

次に、募金や寄附の社会貢献について質問にいたします。 

集落に加入していますと、年間に数件の募金や寄附等のお願いが団体の会長であ

る町長名でまいります。募金や寄附に参加するということは、社会貢献や共感、感

謝という気持ちを直接表す方法です。また、募金や寄附は社会だけでなく自分自身

も豊かにする行為でもあります。これらの気持ちは、人間らしさや人間性を高める

要素でもあります。私自身も、団体の活動目的に賛同し積極的に協力しています。

今一度、団体の活動目的を、町長お示しください。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

それでは、各団体が実施しております募金や寄附活動のうち、４つの事業につい

て、その目的等を御説明いたします。 

まず、大崎町みどり推進協議会が実施しております緑の募金について御説明いた

します。これは、公益性の高い森林づくり及び緑化の促進を目的としておりまして、
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緑の羽募金としても知られておりますが、その収益金はかごしまみどりの基金に納

入し、そのうちの６０％分は本町協議会への交付金として納入されます。その交付

金をもとに、協議会では持留小緑の少年団への助成や各公民館への花苗配付などを

行っております。 

次に、社会福祉法人大崎町社会福祉協議会が行っております３つの募金や寄附の

活動目的について御説明いたします。 

まず、社会福祉協議会費でございますが、これは社会福祉協議会の目的でありま

す住民全体の福祉のまちづくりを進める団体として行っている近隣福祉ネットワー

ク事業、ふれあいいきいきサロン事業、ボランティアセンター運営事業など、地域

福祉の向上に資する各種事業の財源の１つとなっております。 

次に、日本赤十字社会費でございますが、これは、国内外において相次ぐ災害に

対して日本赤十字社が行う持続機動的な救護活動の体制強化や、救急法、幼児安全

法など防災教育事業をはじめ、国や地域に広がるネットワークを活かしながら、

人々の苦痛を軽減し予防するための様々な活動を行うための経費に充てられており

ます。 

最後に、共同募金でございますが、これは赤い羽根共同募金として広く知られて

おります募金で、戦災孤児を預かる民間福祉施設などの資金不足を補うためにスタ

ートした民間の募金活動を制度化したもので、現在は各都道府県に設立された共同

募金会が実施主体となって社会福祉を目的とする事業活動を幅広く支援することを

通じて、地域福祉の推進を図ることを目的とした活動に使われております。 

以上でございます。 

○３番（岡元修一君） 緑の募金や社会福祉協議会費は、町内団体の活動に還元される

貴重な交付金であることがわかりました。 

しかし、最近は住民の多様な考え方から収入の動向が気になりますが、どのよう

になっていますでしょうか。過去５年間の推移を教えてください。 

○町長（東 靖弘君） 募金や寄附額の推移についてお答えいたします。 

令和４年度の実績につきまして、５年前の平成３０年度と比較して御説明いたし

ます。まず、緑の募金でございますが、令和４年度の募金総額は約５８万７,００

０円でございます。５年前に比べ２０％減少しております。 

次に、社会福祉協議会会費でございますが、個別の会費総額は１６８万６,００

０円で、１１％の減となっております。 

次に、日本赤十字社会費でございますが、会費総額は１６６万２,０００円で、

１４％の減となっております。 

最後に、共同募金でございますが、募金総額は２２５万８,０００円で、７％の
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減となっております。 

いずれも、５年前と比較して減少している状況でございます。 

以上です。 

○３番（岡元修一君） このことについて、どのように思われますか。 

○町長（東 靖弘君） この５年間で人口は８％減少し、世帯数も３％減少しているこ

とや、自治公民館への未加入世帯数については１７％増加していることも要因かと

思われます。また、価値観や生活様式が多様化するなどそれぞれの考え方も変わっ

てきておりますことから、相対的に減ってきたのではないかと考えております。 

赤い羽根の共同募金につきましては、新型コロナウイルス感染症によるイベント

等の中止による募金活動の休止も影響しているかと考えております。 

以上です。 

○３番（岡元修一君） それでは、募集の方法は、今どのように行われていますか。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

いずれの募金や会費につきましても、集落発送の際にチラシや緑の羽根、赤い羽

根などと合わせて自治公民館長にお願いし回覧していただいているところです。ま

た、社協だよりへの掲載による広報周知もしているところでございます。 

以上です。 

○３番（岡元修一君） 集落発送となると、集落未加入者の方に対しての募集はどうで

しょうか。 

○町長（東 靖弘君） 集落未加入者に特化した周知はしておりませんが、社会福祉協

議会の会費につきましては、社協だよりを御覧いただき認知していただくことと、

日本赤十字社会費や緑の募金、共同募金については、県内外の報道等により周知さ

れているところでございます。 

このほか、共同募金につきましては、法人や学校、職場などへお願いしたり、ま

た、イベント会場へ出向いて、広く宣伝を行い募金活動を行っているところでござ

います。 

以上です。 

○３番（岡元修一君） 私は、集落加入の有無にかかわらず全町民に社会貢献の情報を

等しく伝えることが理想だと考えています。しかし、費用面も無視できません。 

さらなる募集に係る費用を抑えるためには、大崎町のホームページや町報、行政

無線などを活用すべきだと思いますが、町長はどのようにお考えでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

行政防災無線の利用につきましては、その目的、募金等が個々人の任意によるも

のであると考えますので、その利用については考えておりません。しかしながら、
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募金の目的や使途などについては、なるべくわかりやすく周知し、町民の方に大き

く賛同し理解をもらえるようにしていくことが必要であると考えておりますので、

ホームページや町広報紙への掲載につきましては前向きに検討してまいりたいと考

えております。 

以上です。 

○３番（岡元修一君） 私は、行政放送でも「○○募金が始まりました、皆様の善意の

御協力をお願いします」ぐらいは言えるのではないかと個人的には思います。検討

を願うとともに、ホームページや町報での掲載は是非よろしくお願いいたします。 

それから、募金はとりまとめて集落ごとに納めますが、個人の募金や寄附の受付

は役場でもできますか。 

○町長（東 靖弘君） 現在、これらの募金及び会費の納入につきましては野方支所で

もお預かりしておりますが、役場本庁舎におきましては現金の管理や領収書発行事

務などが生じることから、緑の募金については農林振興課の窓口で、その他の募金

等は直接社会福祉協議会へお持ちいただくようお願いしているところでございます。 

また、大規模災害の被災者に対する支援につきましては、住民の関心も高いこと

から、本庁舎の窓口などに義援金箱を設置するなど柔軟に対応してきた経緯もござ

います。 

これらの募金や寄附金額の減少につきましては、本町の問題ではなく、県内の社

会福祉協議会などにおいても問題になっていることから、優良な取組があれば参考

にし、他の市町村や団体とも意見交換をしながら少しでも増えるような努力をして

いきたいと考えます。 

以上でございます。 

○３番（岡元修一君） 是非、志を持った方の気持ちを全て拾い上げてもらうようお願

いします。これについて、最後に御回答があればお願いいたします。 

○町長（東 靖弘君） 従前からこういった共同募金については、全住民の皆さん方、

あるいは企業の皆さん方に出向いたりしながら寄附をお願いしてきてまいりまして、

その目的に沿って利用されるように努めてきたところでございます。 

募金額が年々年々減少傾向になっていることで、コロナの影響等もあるのではと

お答えいたしましたが、やはり社会の奉仕に対する、そういった心のありようとか

持ち方がとても大切になるかと思いますので、そういったこと等も踏まえながら、

折に触れこういった募金の必要性については説明等ができるようにしていきたい。

ふれあいフェスタ等でも募金をやることですので、そういったところでもちゃんと

お話ができるようにしていきたい。そしてまた、より多くの方々がこういった募金

を活用することによって心身の健全性や、いろんな面で成長していかれるようにし
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ていくことはとても大切なことだと思っております。 

以上です。 

○３番（岡元修一君） これで終わります。 

○議長（富重幸博君） 次に、２番、草原正和君の質問を許可いたします。 

○２番（草原正和君） 皆さん、こんにちは。私は、今回、通告のとおり、人口対策に

ついて質問いたします。 

人口減少、少子高齢化による多くの問題を抱えていると思います。また、住民の

皆様の間でも、人口減少、少子高齢化が故の不満を多く耳にします。そこで、大崎

町の現在の人口と今後の推移について、どのように把握しているかを問い、１回目

の質問といたします。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

本町の現在の人口でございますが、令和５年８月１日におきまして１万２,１３

０人となっております。 

今後の推移でございますが、令和２年３月に策定しました大崎町人口ビジョンで

将来推計を行っております。これによると、今後も減少傾向が続くと予想しており、

１７年後の２０４０年で７,８３６人と予測しております。 

また、構成別で見ますと、今後、年少人口と生産年齢人口が減少し、年齢人口は

老年人口は横ばいから減少の傾向でございます。２０４０年には、予想人口７,８

３６人のうち、約４５％が６５歳以上の高齢者となることが予想されており、少子

高齢化が進行していると考えております。 

以上でございます。 

○２番（草原正和君） ありがとうございます。 

それでは、２つ目の質問になります。これは１つ目の質問と多少内容がかぶると

ころがありますが、もう少し詳しくしていきます。 

今後、人口減少の推移の予測と町長の人口推移の目標値を示せですが、第３次大

崎町総合計画によると、国立社会保障・人口問題研究所推計では、７年後の２０３

０年には９,８９１人、１７年後の２０４０年には７,８３６人となっていて、今後

１７年間で約４,３００人もの人口減少となっている。このような人口数になって

も、大崎町はやっていけるのか。今後、どのような未来を若い者、子どもたちに残

すつもりなのか。また、大崎町人口ビジョンでは、７年後で１万１,８４３人、１

７年後で１万１,１０７名と、１７年間で約１,０００名しか減少となっていない数

値になっています。研究所と本町の人口ビジョンとの差はどのような施策、どのよ

うな考えから導き出した数字なのかを、各年度もしくは５年後、１０年後、１５年

後と大まかな区切りでもいいので、１７年間で約１,０００名しか減少しないとい
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うことをビジョンにした根拠をお示しください。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

本町の人口推移の予測でございますが、人口ビジョンでは比較的近い将来の２０

２５年で１万９３３人、２０３０年で９,８９１人、２０３５年で８,８４７人と予

測しております。 

また、目標値でございますが、２０６０年で１万人を目標としております。この

１万人という人口は、国立社会保障・人口問題研究所の推計による国の長期ビジョ

ンに、２０６０年に１億人程度の人口を確保することを掲げており、国の目標を本

町に当てはめた場合、２０６０年に約１万人の人口を確保することが求められます。

したがいまして、２０６０年には約１万人に推移していくことを１つの目標として

おります。ただし、この目標値はあくまでも国全体の人口推移に合わせた目標値で

あり、現状と比較し、決して現実味があるとは言いがたい部分があると認識してお

ります。私の思いとしましては、施策によって社会増減である転出・転入の人数差

をできるだけ縮小していけたらと考えております。 

以上でございます。 

○２番（草原正和君） あくまでも国の予測ということで、現実には少しほど遠いとい

うことでしたが。同じ中で２０４０年までに合計特殊出生率を２.１、同じく２０

４０年までに生産年齢人口を５１％に維持すると目標を大崎町は掲げています。そ

れはどのような手法で達成する予定なのかをお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 議員も御存じのように、我が国の人口減少はただいま説明いた

しましたように、国を挙げて、各都道府県を挙げて人口減少が進んでいるという状

況であります。そしてまた、少子高齢化といわれますように、生まれる子どもが非

常に少ない、１.２６ぐらいというのが出ておりました。そしてまた少子高齢化が

非常に進んでいるという状況が私たちの国でありますし、世界一の高齢社会といわ

れておりますので、そこは間違いないことと思っております。 

そうすると、どうしても生まれる子どもたちも少なくなってきて、特に生み育て

る世代といわれます２０代、３０代、４０代の層が極端に少なくなってくる社会に

なってくる。ここをどのようにカバーしていくのかということが大きな課題である

と思います。 

２０４０年、２０５０年、２０６０年の未来の推計はなかなか出しづらいところ

で、人口１万２,０６０名と期待数値も含めてそういうふうにしておりますが、こ

れはなかなか難しい。そしてまた、人口が減少していくことは経済がどんどん、ど

んどん低下していくということが一番大きな要因にもなってくると思いますので、

ここをいかにカバーしていくかということが行政の課題でもあるし、皆さんで考え
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ていかなければならないところであります。私はこういったことが全国的に発生し

ている、超高齢社会であるということは是非御理解いただきたいことと、様々な書

類等を読んでおりますと、これからの社会で結婚しない人たちが増えてきていると

いう状況もあります。高齢者の独り暮らしで、２０５０年、６０年ぐらいだと思い

ますが、人口の４割がお一人様ということが新聞の記事に出ておりました。それだ

け生産活動が減ってくるということも上げられると思っております。 

いろいろ政策を打ちながら、２０代、３０代、４０代の層が転入するような施策

はやり続けていく必要があるということと、私が一番考えていることは、現在、外

国人労働者が、たくさん大崎町には技能実習生が来ておりますので、これからも私

たちの国においてはベトナム、ミャンマーといったところから移住者が増えるとい

うことが確実に発表をされておりますので、こういった外国人の移住者が大崎町に

どれぐらい住めば人口を保てるのかということが大きな鍵になると思っております。

現在、４００人です。その中で、５年後、１０年後で１,０００人、あるいは現人

口の１０％である１,２００人といったところまで段階的に持ってこれる社会であ

れば人口減少を抑えていくことができると。そして、その中で多文化共生社会が生

まれる。こういうことが全国画一、そういうことが検討されておりますし、たびた

び報道もされておりますので、大崎町の第１次産業が農業、あるいは第２次産業の

製造業が盛んでありますので、それを考えるとこういった外国人の技能実習生の

方々が移住・定住するように取り組んでいかなければならないと思っておりますか

ら、２０６０年、１万人を守るということはちょっと難しいと思っておりますけれ

ども、それを年間の統計を立てながら、企業等との意見も賜りながら、大崎町で若

者が減ってきた分、外国人でカバーしていくという推計の立て方は考えていくべき

だと思っております。質問に対しての答弁にはなりませんが、人口を維持するため

の手段としては、こういったことが考えられるというところで述べさせていただき

ます。 

以上です。 

○２番（草原正和君） よく理解できました。 

それでは、先日、大崎町自治公民館長連絡協議会研修会がありました。そのとき

の資料の中に、自治公民館の加入者の状況についての資料がありました。 

そこで、具体的な数字をお伺いします。１０代、２０代、３０代の世帯数の合計

と４０代以上の世帯数の合計をお示しください。 

○議長（富重幸博君） 暫時休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時１８分 
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再開 午前１１時１９分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） 再開します。 

○町長（東 靖弘君） すみません。世帯数につきましては把握しておりません。それ

は調べればわかることなので、御報告いたします。人口ベースで申し上げますと、

２０２２年１月１日現在となりますけれども、２０代が８８９名、３０代が１,０

７９名、４０代が１,２４３名、合計３,２１１名という状況でございます。 

以上でございます。 

○２番（草原正和君） 具体的な数字は、ちょっと今はわからないということでしたが、

３０代以下の世帯は圧倒的に少ないと、パーセントでの表示が出ていました。この

ような状況の中で、２０年後、３０年後は地域の除草作業、災害時の避難、ごみス

テーションの管理等、自治会が担っている部分が維持できるでしょうか。認識をお

示しください。 

○町長（東 靖弘君） 確かに、人口減少が急速に進んでおります。それぞれの議員の

皆さん方の集落を振り返ってみても、非常に２０代が少ないと捉えることができる

と思っております。３０代、４０代、一番活動できる年齢層が少なくなってきてい

て、それが故に集落活動、集落の奉仕作業、あるいは伝統的な行事といったものの

維持活動が難しくなってきている。これはますますそういう状況が進んでいくと思

っております。農作業的な面では多面的機能向上対策事業で共同作業で対応してい

る状況でありますが、それでもなかなか人数を集められない、参加者が少ないとい

う状況でありますけど、こちらの方は補助制度でもありますので、そういった制度

を使いながらやっていると。そしてまた、そういった対象地域でないところにおい

ては、そういった制度の活用ができるような働きかけをしていきながら、農道、水

路、法面のことができるようにやっていきたい。そしてまた、集落内においては、

従来の奉仕作業等を少しずつでもやっていくということになるのかなと思っており

ます。 

先ほども触れましたけれども、高齢化によって身体機能が低下することによって

従前の集落でやっていたことができなくなってくるということは当然予想していく、

その対応は取っていくということになります。そういった面で、集団でできるもの

は集団でやっていくし、そしてまた、個々人に行政の手をさしのべる分につきまし

ては、協議しながらやっていかなければならないと思っております。 

○２番（草原正和君） 先ほど町長が言われたように、外国人の方を誘致して人口を維

持しようという形だと、税収もしくは交付金等の人数当てにはなるとは思うんです

けれども、やはり集落等を守っていく上ではそういう方たちも集落に入ってもらっ
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て活動してもらう、役を担ってもらうというふうな活動をしていくのか、もしくは、

そういうふうな地元の人たちをどんどん増やしていくという形も、全体的な人口を

増やしていかないと、なかなか維持していくのは難しいと思われます。その辺を考

慮した上で、今後の対策をお願いします。 

続きまして、町長、岡山県の奈義町を知っていますか。では、そのまま続けさせ

ていただきます。子育て応援宣言のまちを掲げていて、出生率２.９５％の町です。

この町は、人口５,７００人、約ですね、町議の定員を１４名から１０名、補助金、

交付金などをカットして町民への協力を求め、１億６,０００万円の財源を捻出し

ています。それを子育て支援策を柱に、小学校の教材の無償化、高校生までの医療

費の無償化、高校生の就学支援金として１人当たり年２４万円を支給したそうです。

また、子育て支援施設なぎチャイルドホームの開設、子どもの一時預かりサービス、

親子が子ども連れで井戸端のように語り合える場、スタッフは子育てを終えたお母

さん、現役の母親やら、世代を超えた住民参加型の施設等の内容の施策だそうです。 

このような施策で出生率が上がるのであれば、奈義町をお手本に、同じような施

策をすることは考えられないでしょうか。他の市町村のまねでもいい、他の市町村

をお手本にして、さらに内容を充実してグレードアップした内容でもいい、いろん

な情報を収集しやってみることは検討できないでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 御意見ありがとうございます。 

本町の人口減少の中で、出生と死亡、これは格段の差があります。令和４年度で

見たときに、死亡が２２６名で、生まれた子どもは５９名でした。大体６０名、７

０名を推移しておりますが、高齢などで亡くなられる方が２２０名程度、生まれる

子どもたちが６０名程度、この差を埋められないという現実があります。 

一方、転入から転出を差し引きますと、令和４年度で９１２名が転入して、８６

２名が転出しておりますが、転入転出の差では転入が５０名多く、大崎町になって

きました。こういった面で、外国人も含めてですけれども、諸施策は少しずつは活

きてきているのかなと思いますし、こういったところを広げて定住対策に力を入れ

ていきたいと思っております。 

お尋ねの奈義町でありますが、有名な自治体であります。そういったところから、

奈義町は全国から研修が多いと捉えております。参考になる部分はさせていただき

たいと思いますし、それぞれの行政の財政運営の中である程度バランスを考えなが

ら対応しているということが大崎町のスタンスであると思っております。ただ、お

っしゃるように特化して、都城市がそういった形でやりましたように、特化してこ

ういうふうに子育て世代の移住・定住を求める政策を特化していくということは非

常に思い切った施策をとっておられますので、私もそういったところを勉強しなが
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ら、大崎町においてそれが必要であるという部分については分析しながら対応させ

ていただきたいと思います。 

御指摘がありますように、少子化が進んでいる、人口減少が進んでいるというこ

とは、お互いにそういう思いを持っておりますので、こういったところは大崎町に

取り入れていきたいし、そしてまた、その方々が仕事がある環境をいかにつくるか

ということも必要であると思っておりますので、そういったこともまたいろいろと

考えながら対応していきたいと思っております。御助言、本当にありがとうござい

ます。 

○２番（草原正和君） 他の市町村と同じように、大崎町が成功するかは他の要因もあ

るでしょうから、必ずしも成功するとは限らないのはわかります。しかし、この人

口減少を抑える手立てが現時点で少ないのであれば、できることをまずやっていこ

う、やったときに、奈義町と大崎町の違いがあってうまくいかなかった場合は、そ

れがなぜうまくいかなかったのかを検証し、次の手立てを考える手法としてやって

いけばいいのではないでしょうか。今動くときだと思います。その辺を要望して、

この質問を終わらせていただきます。 

続きまして、本町における定住促進事業を示せ、また、その事業実績をお示しく

ださい。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

本町におけるこれまでの定住促進事業といたしましては、住宅を取得した方々に

対する住宅取得補助制度、住宅を所有していない方々に対する賃貸住宅家賃補助制

度、あるいは子育て世代向けのなのはなタウンやシャルム文化通りの整備、空き家

の利活用を図る空き家リフォーム補助制度や空き家バンク制度、そのほか持留地区

及び野方地区における分譲地の整備等を行ってまいりました。 

また、本年度からは、空き家や宅地の流動化を図るための空き家除却推進事業、

空き家リフォーム促進事業における補助金の拡充を行うなどに取り組んでおります。 

さらに、町内の単身世帯向けの居住環境を確保したいという観点から、民間の賃

貸住宅や立地企業における従業員向けの住宅整備に対し、建設費用の一部を助成す

る民間賃貸住宅建設補助事業に取り組んでおります。そのほか、本格的な移住の前

に、まずは本町で移住体験をすることが可能な事業を補正予算案として計上させて

いただいたところでございます。 

昨今、働き方改革の推進や都心部でもコロナ禍によりテレワークを活用する企業

が増加しているなどの機運も捉えながら、引き続き定住促進に取り組んでまいりた

いと考えております。 

以上で答弁を終わります。 
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○２番（草原正和君） 先ほど、町長の答弁の中でもありました都城市のことが新聞記

事に、８月３０日に載っておられました。移住で最大５００万円、保育料、子ども

医療費、妊婦の健診の費用、３つの無償化を掲げ、４か月で４３９人の移住があっ

たという記事でした。また、年度内で１,２００人の移住を想定した予算を計上し

たそうです。 

都城市は、大崎町からすると都会的なイメージが何となくあります。そこで、お

隣の東串良町に目を向けたいと思います。お隣、東串良町の定住促進事業を御存知

でしょうか。簡単に説明すると、土地を２０年間貸し付けて、２０年後には無償譲

渡されるという内容です。貸付料は１坪当たり、月６０円から９０円、１３０坪の

敷地では月額７,８００円から１万１,７００円だそうです。そうすると、２０年間

の貸付料は１８７万２,０００円から２８０万８,０００円となります。大崎町の野

方の分譲と比べてどうでしょう、野方は１区画約１４５坪、１区画約１７４万円で

す。東串良町の分譲地は申込者が多数で抽選になるぐらいであるのに対して、大崎

町野方の分譲地は、なぜすぐ完売にならないのでしょう。また、いつまでに完売を

目標で企画を進めているのでしょうか。お答えください。 

○町長（東 靖弘君） 東串良町の政策は特に有名でありますし、また、その政策を持

続させながら来ているところでございます。 

発端から申しますと、大崎町は農業振興促進地域で圃場整備等によって、なかな

かそういった国道沿いの住宅整備に対する県の許可が出なかったということが過去

のいきさつの中でありますので、そのことは御理解いただきたいと思っております。 

現在の政策で、東串良町の政策については説明があって、また、議員の皆さん方

も御承知のことであります。本町においては、１回売りきりといいましょうか、買

っていただくということで４８０平米で１７２万８,０００円という金額で販売を

いたしております。住宅取得経費として新築最大３１０万円の補助も合わせて行っ

ているところでありますので、政策的にはトータルするとそんなに遜色はないと思

いますが、ただ、東串良町の今の町並みの利便性、利点といったところは大きく左

右しているのではないかと思います。いろいろと申し上げると、こういったことも

ありますということもありますけど、本町の場合は、すぐお金を払っていただきま

すと本人名義になりますし、建築に当たって住宅ローンが組みやすいという利点が

あります。 

一方では、名義は町有地でずっとということになりますので、そういった差は生

まれてくると思いますが、そういったことに差はあるのかなと思いますけれども、

なぜかといわれると、街並みというところも大きく影響しているし、月額で幾ら、

年額で幾らというＰＲの仕方が確かにうまいだろうと思っております。 
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現在、８戸のうちに４戸ほど売れているところでありますので、引き続き、そう

いったところについて大々的に本町の制度のよさをＰＲしながら走って行きたいと

思います。 

○２番（草原正和君） 街並み等が主な原因ではないかというような内容だったと思わ

れます。 

そこで、なぜ単年度での完売目標としなかったのか、単年度で売りきれるような

金額設定、もしくは施策じゃなかったのかというところが大きな問題じゃないかな

と、その辺も今後の施策、もしくは価格見直しと販売条件を見直すことがあるので

あれば、それらをやってやっぱり単年度で、ほかの地区から見て飛びつくような内

容で、すぐ、あそこがにぎわいができたなと思えるような内容の施策を要望いたし

ます。 

東串良町の池之原小学校は１学年１クラスが多かったようですが、今では全クラ

ス２クラスあるそうです。同じ場所に多くの世帯が移住してこれるように、もっと

大きな分譲地を検討すべきではないでしょうか。単年度で多くの世帯を誘致するこ

とで、隣近所にも地域新人さんがいるという安心感や、同年代の子どもがいるかも

しれないという期待から定住・移住の候補地となるのではないのでしょうか。その

ようなことも検討した上で今後の施策を要望いたします。 

それでは、４つ目の質問に行かせていただきます。人口減少対策の施策を示せで

す。人口減少対策には、定住促進以外にも施策があると思います。住宅促進事業以

外の施策はどのようなものが実施されていますか。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

人口減少は重要な課題であり、定住促進のほか、各種対策に取り組んでおります。

大まかに３つの分野について、主な施策を申し上げます。 

まず、出生率向上に関する支援策でございます。こちらは、経済的支援と伴走型

相談支援事業の２本柱で展開しております。経済的支援としましては、母子手帳交

付時に５万円、赤ちゃん訪問時に５万円を支給する出産・子育て応援支援事業と、

新生児期に１０万円を給付する事業の計２０万円を主に、不妊治療助成事業や妊産

婦健康診査助成事業など、妊娠前からの助成事業も行っております。相談支援事業

としましては、妊産婦訪問事業や産後ケア事業など、妊娠前から継続して切れ目な

い相談支援体制を整え、すべての妊産婦、子育て世代が安心して出産、子育てがで

きる環境整備に努めております。 

次に、就労支援等に関する支援策でございます。Ｕターン等により新たに就農し

た方々に対する新規就農者支援事業、親元就農者等補助事業、次世代担い手確保支

援事業、次世代担い手家賃支援事業、本町での新規創業者に対する新規創業企業支
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援事業などにより、若者の就労環境に対する支援を行っております。 

最後に、子育て、教育キャリア形成に関する支援策でございます。子育ての悩み

の相談や子どもの居場所づくりとして子育て支援センターと放課後児童クラブの設

置、令和５年度から小学校も対象となりました、町内の学校に入学する児童・生徒

の保護者の経済的負担を軽減する入学援助金、本町で生まれ育った人材が勉学に励

み、再び大崎町に定住することを支援するリサイクル未来創生奨学金制度、検定料

を助成する英語検定料補助金、給食費の負担を軽減する学校給食補助金等により、

子どもたちの可能性を広げる取組を行っております。 

そのほか、こうした施策が持続可能なために支援策の原資となるふるさと納税促

進事業に取り組み、歳入の確保にも努めております。 

以上、答弁で事業名を羅列するような形となり恐縮でございますが、１つ１つの

事業を行い、少しでも人口減少に歯止めをかけてまいりたいと存じます。 

以上で答弁を終わります。 

○２番（草原正和君） 大崎町に移住する上で、仕事からのアプローチも重要だと思い

ます。先ほど町長のほうからも定住、居住等だけではなく仕事の面でもということ

で答弁がありましたが。 

そこで、今回は、町長がよく言われている大崎町は畜産の町という点から質問い

たします。畜産の町、大崎町に魅力を感じ、移住して畜産を本町で始めようとした

場合、他の市町村、近隣市町村よりいい点はどのようなところでしょうか。どのよ

うな本町独自の支援があるでしょうか。また、開業後、収入が安定するまでの支援

策、価格変動等に対する支援策はあるでしょうか。移住・定住を検討している人か

ら見て、大崎町を選ぶメリットは、畜産の場合、どのようなことがあるでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 個々の畜産農家が牛を飼う、豚を飼う、あるいは鳥を飼うとい

ったところの移住については、相談はないと思っております。 

これまで、大崎町で事業を実施したいという方々は法人でございます。法人の

方々が大崎町で大規模経営をやるということで、畜産においては野方の松ノ尾集落

に大規模な養豚場が建設をされ、肥育棟が建設される予定でございます。それは、

畜産でありますので地理的に条件がいいという感じだと捉えております。そしてま

た、牛につきましても、大崎町で大規模経営をやりたいということで適した土地を

探すところにも引き続き取り組んでおられますので、法人等については打診をいた

だきながら前に進んでいる状況であります。 

じゃあ大崎町で畜産をとなったときに、今の価格の停滞を考えたら、なかなか若

い人たちが就労しがたいという状況があると、今、理解をしております。子牛価格

が安かったり、先々の見通しが立ちにくくあり、あるいは枝肉がストックが大きい
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という現状を考えると、国内的に認定農業者としての個人の就農はなかなか育って

いないという現状がありますので、こういったところはどういう対応をしたらそう

いう後継者が生まれ、あるいはＩターンが生まれるということはまた協議していか

なければならないと思っております。 

私は、大崎町の畜産でいいところは、大崎町畜産振興協議会を持っていることで

あると思います。繁殖雌牛更新対策事業をやったり、共進会に対する補助制度をや

ったり、保留牛、購入に対する助成制度を構築したりというところが畜産振興協議

会の補助金としてＪＡと町で折半しておりますので、こういったところは他自治体

にはない制度であると考えております。また、そういう制度を活用しながら新たに

というところは進んでおりませんので、そこらについては十分、課を含めて、どう

いった形で若い人が参入するのか、県外から参入してくる環境をつくれるかという

ところは検討してまいりますが、今のところは答えがないと思っております。 

○２番（草原正和君） ありがとうございます。 

今回は畜産をテーマに質問としましたが、本町に移住・定住を促す１つの手段と

して仕事の支援の充実を検討するよう要望いたします。 

また、先ほど、いろいろこういうのがありますよということで答弁をされました

けども、仕事を探す上で、インターネットで今、大体仕事を探す方が多いんですね、

若い人たちは。その上で、大崎町はどういうものがありますかといって電話をする

前に、インターネットとホームページを見たときに、こういうのがあるよと、これ

ちょっと深く聞いてみようかなと思えるようなホームページのつくりかた、促すよ

うな感じで作成していただけたならもう少し増えてくるのかなと思います。その点

を要望しておきます。 

続きまして、商業施設等の観点からの質問です。先ほど、街並み等いろいろと移

住してこない理由等も上げられましたけど、隣町、東串良町は本町に比べると、人

口約半分です。なのに、なぜ、ミネサキ、ダイレックス、コスモス、コープ、セイ

ムス等が並んで営業しているのに、大崎町は、ある程度大きな店舗がダイワぐらい

しかないのでしょうか。どう思われますか。 

○町長（東 靖弘君） 事実であります。そういった大崎町の状況でありますので、そ

ういった大規模店舗が進出してくるような環境がつくれたら本当にすばらしいこと

だと思いますが、そういった手立ては今のところないです。 

○２番（草原正和君） 他の市町村に家を建てた方に聞くと、大崎町は買い物が不便だ

から選ばなかったということを耳にすることが多々あります。そのようなニーズに

応えるような施策は、今後できないでしょうか。 

旧あすぱる大崎のように、一定期間固定資産税の無償化や土地の無償等の貸付等
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で誘致は検討できないでしょうか。もちろん、既存の商店への影響もあると思われ

ます。しかし、大型店舗の進出で小さいお店が必ずしも営業できていないかという

と、Ａ－Ｚ、イオン近辺でも営業を続けているお店もあります。町の支援や経営者

の努力、クール等で共存ができるのではないでしょうか。人口を増やす、維持する、

減少率を抑える上で検討していかないといけないのではないのでしょうか。卵が先

か、鶏が先かではないですが、買い物が不便で移住・定住が進まないのであれば、

商業施設を、住宅地がまとまっていないから商業施設が誘致できないのであれば、

商業施設を誘致しやすい場所に住宅地を進める等の施策は考えられないですか。 

○町長（東 靖弘君） おっしゃるとおり、特に若い人たちがショッピングを楽しめる

ような商店があるということが理想の町、私としてはそういう思いがあります。 

鹿屋市のダイワが閉鎖いたしました。そのときに大崎町のダイワはどうなるかな

と思って、会社の部長さんに相談をいたしました。大崎町はそのまま続けるという

ことであります。そこで、私が提案したのは、いろんな品揃えを十分してほしいと

いう提案をいたしました。ただ立ち話でのことでありましたので、それを進めてい

ただいているわけでもないですが、やはり住民の皆さん方が１箇所で買い物ができ

るようなところがあるということが非常に大崎町の場合は必要性が高いので、こち

らについてはそういう動き方もしていきたいと思います。利便性の高いところでそ

ういったことができて時間をつぶすことができるような施策があるということは大

変ありがたいことであります。 

インター付近でそういったところが来てくれないかということで職員が大分頑張

りました。しかしながら、なかなか大崎町への進出はかなわなかったんですが。買

い物のスタイルの中で指摘されたことがあります。大崎町の方々は１週間分、２週

間分まとめて買って帰ります。大型スーパー等があるところは毎日来てもらわない

と困るんですということでありました。確かに、その差はあるなと思ったところで

したけれども、なかなかそういったところも実現はできていないですが、いかにそ

ういった課題を解決するかということがあります。定住条件の１つに商業施設があ

るということは重要な条件だと思いますので、そういったことがありましたら教え

ていただきたいし、我々もまた担当課に持ち帰ってどういう対策を講じれるのか、

そこはまた検討してまいります。 

○２番（草原正和君） 町長は群馬県の明和町を御存知でしょうか。それでは、群馬県

の明和町はコストコの誘致に成功しています。コストコの土地の条件には、半径１

０キロ以内におおむね人口５０万人という条件があるそうです。しかし、明和町は

人口１万人だそうです。なぜ誘致に成功したのでしょう。いろいろな近隣に都市部

があるとかいうのもあると思います。ただし、内容から５０万人からは大幅にずれ



 

－ 66 － 

たところで誘致が成功しています。大崎町もこういったところを情報を得て、住民

が便利に暮らせ、また、定住・移住しやすい環境の整備を検討してください。コス

トコのように大々的なものを絶対というわけではありません。大崎に合った便利な

お店等の誘致という意味での誘致の努力ということです。 

東串良町は平成１４年から令和元年までの事業で、池之原地区ですね、大体そこ

に約１９０区画ほどつくったそうです。約６６０名が住んでいるそうです。大崎町

の定住補助事業を見ると、平成２３年から令和４年度までで２７１世帯、１,０４

５人の方がこの補助事業を使って大崎に家を建てられた、もしくは中古を買われた

ということです。これは、東串良町より短い期間で多くの人数を大崎に集めていま

す。しかし、なぜ、住宅が増えたな、あそこの地区は活気が出たなと実感できない

のでしょうか。その点についてはどう思われますか。 

○町長（東 靖弘君） 町の活気とのことでありますけれども、やはり人口が集積する

コンパクトなまちづくりが実現できたときに、そこにいろんな人たちが集積してき

ますので、そこは１つの活力ある町、イメージとしてはそういう形であると思いま

す。分散していると、どうしても分散したところの人たちがそういう感じは受ける

と思っておりますが、外面的には分散してしまうとコンパクトな町としては捉えに

くいのかなというイメージじゃないかなと思っております。 

○２番（草原正和君） 今言われたように、分散してしまっているということで、やは

り分散することでのいいメリットもあります。いろんな地区のところで地域の集落

の活動を担ってくれたりとか、先ほど言ったように除草作業、避難等、いろんな形

でいいところもあります。なので、その辺も強化しつつ、１つの場所では焦点が誘

致しやすいようなところ、重点のところもつくりつつ、ほかのところも支援できる

ような形で施策を進めていければと要望しておきます。 

そこで、住宅地をというと、農振地域がと返答されます。東串良の分譲地も農振

地域だったところが含まれています。しかし、分譲に変えて大きな住宅街をつくっ

ています。大型商業施設をというと、既存の商業関係者がといいます。しかし、大

型店舗を誘致しても既存の商工関係者も事業を営んでいる地域はたくさんあります。

大崎町は無理だ、大変だと思われたリサイクルに取り組み、日本一を実現したじゃ

ないですか。できない理由を述べるのではなく、できること、できたところを参考

にして、どうすればできるのか、どうすれば近づけられるのか、人口が増える施策

に本腰を入れて取り組んでいただけるよう要望しておきます。よろしくお願いいた

します。 

それでは、５つ目の質問に移らさせていただきます。 

陸上の聖地、大崎を目指す上で少子化はどのような影響があり、どのような問題
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があるかの認識をお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 少子化が陸上の聖地、大崎を目指すに当たり、どのような影響、

問題があるかでございます。スポーツに携わる子どもたちが減少することに伴いま

して、まずは団体競技の編成が困難になってくることが考えられます。また、保護

者、子どもたちを含めたスポーツ参加者の減少に伴い、各団体活動や競技レベルの

低下、指導、運営に関する知見が途絶えてしまうことなども懸念しております。さ

らに、これまで活用されていたグラウンドや体育館などの体育施設が閑散としたり、

スポーツイベント等において参加者数が少なくなるなど、地域全体の活力が低下し

てしまうのではないかと認識しております。そのような状況を招かないためにも、

少子化対策に努めてまいりたいと思っております。 

以上です。 

○２番（草原正和君） 先般、このような意見をお聞きしました。「よそから来る合宿

者やトレーニングの人たちにはいろいろな支援、誘致等一生懸命なのに、大崎でス

ポーツを頑張っている子どもたちには何がある。全国大会に行っても１人１万円、

団体は３万円だよねと。団体は３人の団体競技でも３万円、十数名の団体競技でも

３万円、なんでそうなるのかな、検討してもらえないのかな」、このような内容で

した。このことについては、合宿等の誘致等の交流人口の増加を増やす以外にも、

大崎町でスポーツをしていたら合宿に来た選手と交流もできるし、支援もある、大

崎町に移住してスポーツをさせたいなと思えるような施策はできないでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 支援の補助金のことが出たところでございますが、個人の場合

は１人１万円を上限として、団体におきましては３万円を上限として交付している

という状況です。 

現在は、この交付基準で交付しており、今後、交付基準の変更予定はありません

が、スポーツ少年団活動の醸成等を勘案しながら協議する必要性はあるかと思って

いるところでございます。 

○２番（草原正和君） 団体競技等になってくると、やはりいろいろ出てきますので、

多くの団体でプレーするチームのことも検討して施策をお願いします。 

町長は、少子化の中、子どもたちが活動している各スポーツ少年団、クラブチー

ム等、人数がどのようになっているか把握していますか。特に団体競技等は十分な

人数が確保でき、練習や試合等に影響がない状況であると思いますか。また、その

ような中、各団体はどのような形で部員を募集していると、声かけをしていると思

われますか。お願いします。 

○町長（東 靖弘君） 部活動、スポーツ活動でありますけれども、学校においては児

童数が多いところはそれぞれ単独でつくれるかもしれないんですが、それにしても、
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やはりスポーツで、例えばバレーにしても野球にしても、１チーム９名から１２名、

そういったところが確保がなかなか少ないということで、他の学校と一体となって

大会に臨んでいる。高校生でもそうですし、中学生の部活動もそうですし、大崎中

学校でもそうじゃないのかなと捉えております。 

人数が少なくなってきたからなのか、あるいはスポーツをする子どもたちが減っ

てきたからこういう形になるのか、人気スポーツだったものが、実際部活に加入す

る子どもたちが少なくなっている現状を考えたときに、どういう流れになっている

のかというところは、もうちょっと聞きながら分析していく必要はあるのかなと思

いますが、今捉えている分については混成チームが多くなってきている、ソフトボ

ールでもそういったことが出ているし、野球でもそうですし、そういった状況であ

ると捉えております。 

○２番（草原正和君） チームを構成する上でなかなか人数が足りないという現状に直

面しているところが事実です。 

そのような中で、どうやって募集をするかというと、ほかのスポーツをしている

子どもたちに、こっちの部活は楽しいよ、こっちをやってみないというような声か

けを多々耳にします。町長が言われたように、スポーツをする子どもたちが少なく

なっている、もしくは人数が少なくなっている。そのようなことから運動をする子

どもたちをいかにして自分のところにというような声かけが多少あるようです。 

しかし、そのようなことをするとですね、引き抜き行為でその子がほかのスポー

ツを進めて、本当にその子に合って芽が出てよかったねという子も、もちろんいる

と思います。しかし、１人抜けると、チームが編成できないような中で、１人そち

らの方に移ってしまうと、やはり、それは問題の種になってくると。そこの部分の

根本的な問題が、少子化で子どもの絶対数が少なくなっているというところが根本

だと思います。 

そのようなことから、スポーツの聖地を目指す上でも子どもたちの人数を確保で

きるような施策をつくれないでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 結論からいうと、定住人口を増やしたり子どもたちがたくさん

集まる町であったり、そういったところ目指していきなさいということで認識して

おりますので、定住対策、移住対策といったところは力を入れていきたいと思って

おります。 

先般もワーケーションでいろいろ予算提案をしていることもありますので、そう

いったこと等についても真剣に取り組みながらやっていきたいという思いと、それ

から、私たちは人間として生まれてきて、歩く、走るということが基本動作である

と思います。ですから、自然に歩いている、自然に走っているということもありま
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すけど、歩くことによって体のバランスが保たれるか、あるいは筋肉がどういうふ

うに発達していくかということ等も十分子どもたちにも教えながら、基礎的なこと、

基礎体力をつけるためにはこうだということを教えながらスポーツの魅力を伝えて

いくということがとても大切ではないのかなと思っております。 

○２番（草原正和君） 人口を増やしてくださいというお願いが一番のところでした。

少々、陸上の聖地からのこじつけのような形の質問ではございましたが、どのよう

な視点からでもいいです、どうにか人口を増やしてもらいたい、今の子どもたちを

増やしてあげたい、大人になっても、困ったとき相談できたり助け合えたりする友

をつくってあげたい。町長の小さい頃の同級生の数と、今の子どもたちの同級生の

数は、ものすごく差があるのではないのでしょうか。町長も、同級生、先輩、後輩

から助けられたことが、今までに多々あると思います。今の子どもたちにも、その

ような仲間をたくさん残してあげられるような人口対策を要望して、私の質問とい

たします。 

○議長（富重幸博君） ここで、昼食のため暫時休憩いたします。午後は、１時から再

開いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時５９分 

再開 午後 １時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） 休憩前に引き続き、再開いたします。 

６番、稲留光晴君の質問を許可いたします。 

○６番（稲留光晴君） 日本共産党の稲留でございます。通告書に基づき、また、関連

する質問をいたします。 

第１番目ですが、家計を直接救済する実効ある支援策を求めるものであります。

事業者や家計に深刻な影響を与えている物価高騰、今年春時点で、１年間の物価上

昇に伴う家計負担は、年収４００万円から５００万円世帯で月６,０００円から８,

０００円、年間７万円から１０万円近い負担が増えるとの試算も出されております。 

食料品や日用品の支出割合が高い低所得者世帯ほど負担は大きく、ひとり親支援

協会大阪市が、全国のひとり親世帯を対象に実施した調査では、９割以上が物価高

騰による生活苦を感じており、食事の回数を減らさなければ家計が回らないなど、

厳しい状況を訴えている回答が寄せられているとのことであります。 

地方創生臨時交付金で各自治体が給食費の負担軽減や生産者への原油高騰分の補

助等の施策を実施しているものの、現状に見合った対策がされているとは言えない

と分析しております。昨年にも増して、今年は物価高騰が家計をより圧迫しており
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ます。 

それでは、本町独自の大胆な実効性のある支援策が必要ではないか、支援策拡充

のための予算編成となっていくのかをお尋ねをいたしまして、最初の質問といたし

ます。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

物価高騰が家計を圧迫している住民世帯に対して、本町独自の支援策ができない

かということでございますが、まず、これまでの取組を御説明いたします。 

国の物価高騰対策のうち、直接住民の生活を支援する施策としましては、子育て

世帯に対して児童１人当たり５万円を支給する事業や、住民税非課税世帯に対して

１世帯当たり３万円を支給する事業を実施しております。 

本町では、他の自治体のような独自策は実施しておりませんが、物価高騰による

生活への影響を不安視される声があることは認識しております。しかしながら、本

町としましては、ひとり親家庭や生活が困窮する世帯などへ対する支援が最重要で

あり、給付金のような一時的な支援だけではなく、福祉の立場からあらゆる制度を

活用するなど、一人一人に寄り添った支援が必要との考えから、現時点では本町独

自の支援策の拡充は考えておりませんが、今後の物価高騰の状況によっては何らか

の支援を検討させていただきたいと考えております。 

以上でございます。 

○６番（稲留光晴君） やはり今大変な、家計が回らないと、そういう状況があるわけ

ですが。社会福祉的なということを今おっしゃいましたけど、大崎町は災害時に２

億円近く自己資金を出したりしております。例を出しますと、隣の東串良町等はで

すね災害等がないですから、その分、住民１人当たり１万円、２万円と、そういう

現金支給をやられていましたですよね。ですから、そういった、どこから財源を持

ってくるかと。当然、国の施策とありますけども、今現状では全く考えてないとい

うふうに町長おっしゃいましたけどね、それはちょっといかがなものでしょうかね。

私は必要だと思いますよ。この後の基幹産業の件に関しましてもですね、やはりそ

ういった町独自策というのが、これからやはり必要になるんじゃないかと思うんで

すよね。別に、財源が今大崎町にないよというわけでもないと思いますが、いかが

ですか。 

○町長（東 靖弘君） 我が国の今の動向については御存知のことであると思いますが、

燃油の高騰、あるいは日常生活の家計に及ぼす諸物価の高騰といったことが盛んに

取りざたされております。政府においては、こういったところについて再度日を当

てるべく前向きなといいましょうか、そういった形で検討しているということは

日々の新聞の中で出ておりますので、今の状況が厳しい国民生活を強いられている
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状況を鑑みて、それなりの政策は打ってこられるのではないかなというところは期

待をしております。 

それから、独自政策を打てということで、本町もこれまでもプレミアム商品券と

いったところで、他の自治体にないような大きな政策を打ってきているところであ

ります。これからまた、１１月頃になりますとリサイクルありがとう商品券等を発

行いたしますので、そういった面では応分の対策はとっていると思っております。

先ほど述べたように、国自体がそういう方向性で政策を講じてまいりましたら、す

かさず我々もそれに応じては対応してまいりたいと思っております。しばらく状況

を見る、検討するという感じかと思います。 

○６番（稲留光晴君） 今、町長おっしゃいましたリサイクルありがとう商品券ですね、

プレミアムですけれども、毎年連続して発行していただきたいと私たちは念願して

おりますけども、１１月のほうは１人当たり１万円分の商品券を各家庭に郵送する

と。そういうこととまた別に、プレミアム商品券を発行されるだろうと私は願って

おるんですが、いかがですか。 

○町長（東 靖弘君） 現段階ではそこまでは検討しておりません。今回、リサイクル

ありがとう商品券を出すことと、検討しなかったわけではないですけれども、一応、

最後のほうに説明いたしましたように、物価高騰の状況によっては何らかの支援を

検討させていただきたいと考えておりますので、現段階ではそういう答弁とさせて

いただきます。 

○６番（稲留光晴君） 町長がそうおっしゃるわけですから、今後、年末に向けまして

ですね、今、予算のほうも各課のそういった状況が町長のほうに予算組が来ている

と思いますけど、ちょっとその辺の中では各課からそういった意見とか、福祉のほ

うから個人に対してとか、そういうのは町長のほうには来ていないですか。 

○町長（東 靖弘君） 予算編成の時期が１２月になりますと、令和６年度の当初予算

編成時期にはいろいろ検討してまいります。また、１２月の補正予算に関しては１

１月中にいろいろ審議をするということになっておりますが、現段階ではそういっ

たことはありません。 

○６番（稲留光晴君） 了解いたしました。 

それでは、２番目に入りたいと思います。本町基幹産業の家族経営農家を守る対

策を求めるということであります。 

和牛生産農家の実態について、ちょっと数値をですねお尋ねしたいと思います。

まずは、過去５年間の毎年の子牛価格とせり上場頭数の推移を示していただきたい

と思います。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 
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過去５年間の子牛価格とせり上場頭数につきましては、令和元年が２,７２０頭

の上場頭数で、平均価格７０万８,２５４円。令和２年が２,４６０頭の上場頭数で、

平均６６万３６７円。令和３年が２,５１４頭の上場頭数で、平均６９万１,９２９

円。令和４年が２,５０７頭の上場頭数で、平均５７万８,５７６円。令和５年が１,

０５１頭の上場頭数で、平均５１万３９２円でした。ただし、令和５年につきまし

ては、４月から８月までの頭数と平均価格でございます。 

○６番（稲留光晴君） ５年間の数字を教えていただきました。平均価格で約２０万、

これは雌、去勢頭の平均の額であります。 

それではですね引き続き、畜産農家の５年間の戸数の推移について教えてくださ

い。 

○町長（東 靖弘君） 生産農家戸数につきましては、１月１日現在の統計で、令和元

年が３０９戸で、母牛頭数４,３４４頭、令和２年が２９４戸で、母牛頭数４,０８

７頭、令和３年が２７７戸で、母牛頭数４,４３０頭、令和４年が２５７戸で、母

牛頭数４,２０１頭、令和５年が２３７戸で、母牛頭数４,０９０頭でございます。 

以上です。 

○６番（稲留光晴君） 過去５年間で、戸数的７０戸減っているということであります。

母牛頭数も３００頭近く減っている状況ですね。 

あと、数字をちょっと教えていただきたいのが、肥育農家の実態で枝肉相場がこ

の５年間でどういうふうに推移をしているのかを教えていただければと思いますが。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

和牛肥育農家の過去５年間の農家戸数は、令和元年が８戸、令和２年が８戸、令

和３年が７戸、令和４年が５戸、令和５年が５戸でございます。枝肉価格の推移に

つきましては、東京市場和牛去勢Ａ４等級で申し上げますと、令和元年がキログラ

ム２,４０８円、令和２年がキログラム２,１０３円、令和３年がキログラム２,４

２７円、令和４年がキログラム２,３４８円、令和５年４月がキログラム２,３２８

円でございます。 

以上です。 

○６番（稲留光晴君） 東京市場ですか、一番数字は。ほとんどナンチクとかそういっ

たところから持ってきて、向こうで枝肉にするのか。そこ辺はどうなんですか。 

○町長（東 靖弘君） 肥育牛の枝肉については、ナンチクでもやりますし、サンキョ

ーミートでもやっております。枝肉として集荷されるところが大阪であったり東京

であったりかもしれませんが、地元で枝肉をやっているところと、それから京都の

と殺場でと殺にかけられる方々もおられますので、それぞれということになります。 

○６番（稲留光晴君） 各と殺場とかそういったナンチクとかそういったところ、若干、
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頭数によっては枝肉の金額が違うわけですよね。 

○町長（東 靖弘君） それはそうだと思いますが、最近のデータから見ますと、肥育

牛の管理の仕方が非常に行き届いておりますので、ほとんどがＡ５判定という形に

なっていると思っております。 

○６番（稲留光晴君） それでは、次の養豚の農家の実態についてですが、１戸当たり

の豚の出荷頭数及び金額等をちょっと分かれば教えてください。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

養豚農家の過去５年間の農家戸数につきましては、令和元年が法人８戸、個人８

戸で合計１６戸、令和２年が法人７戸、個人７戸で合計１４戸、令和３年が法人７

戸、個人８戸合計１５戸、令和４年が法人７戸、個人６戸で合計１３戸、令和５年

が法人７戸、個人６戸で合計１３戸でございます。 

また、養豚の枝肉価格の推移につきましては、令和元年で５２４円、令和２年で

５６１円、令和３年で５４６円、令和４年で５８２円、令和５年４月で５６２円で

ございます。 

以上です。 

○６番（稲留光晴君） 養鶏農家はどうですか。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

養鶏農家の過去５年間の農家戸数につきましては、令和元年から令和５年まで９

戸となり、農家戸数に変動はなく、ジャパンファーム系列７戸、児湯食鳥２戸とな

っております。 

また、年間出荷見込み羽数は預託農家９戸の常時飼養羽数３２万７,０００羽に

５.５回転を掛けた１７９万８,０００羽でございます。ただし、猛暑による事故や

病気等の事故により死亡するひな鳥があるので、羽数の増減があります。 

以上です。 

○６番（稲留光晴君） 養鶏に関してですね出水とかそういったところで養鶏農家約１,

０００万羽処分をしたと。町長、御存知でしょうから。それから卵が急激に上がっ

てまいりました。今、ジャパンファームに関していえば、それほど卵が値上がりす

るとかそういうのはないはずですよね、私はそう思ったんですが。ちょっと落ち着

いてきていると思うんですが、今でも１パック１０個入りで１００円で買えたのが、

最初は３００円ぐらいしたんですね。それから、今がスーパーに行きますと２３０

円、２０円ですね。まだブロイラーの卵も倍なんですよね。これはやはり羽数が減

ったとか、そういう今、現状ではないと思うんですが、ちょっとそこ辺はどうです

か。 

○町長（東 靖弘君） 詳しく答えられないと思いますけど、出水は採卵鶏がほとんど
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でありましたので、そういったところが殺処分された、あるいは全国的にも採卵鶏

が多かったので殺処分されて非常に卵が不足したということで値上がりになってい

て、ＪＡの鶏卵の一定の価格基準がありますので、それに基づいて価格設定がなさ

れていると捉えております。高いというところは、最初は高かったですから現状は

わからないですが、卵の価格についてはＪＡの相場をもとにしてやっているという

ことであります。ただ、採卵鶏が回復してきて、卵が順調に回ってきているという

情報は新聞等では見ておるところでございます。 

ジャパンファームはということでありましたが、ジャパンファームは会社におい

て孵化させるという手法をとっておりますので、主に食肉鶏ということであります。 

○６番（稲留光晴君） わかりました。 

そうしたら、今まで数字を教えていただきましたが、母牛、生産牛ですね、令和

元年から令和５年まで、７０戸近く減っているんですが、この５年間で母牛の数も

３００頭近く減っている。この中で分析をしますと、畜産を辞めるという方、その

中身ですよね、年を取ったから辞めるとか、この５年間で牛の値が下がっています

が、和牛頭数が減っている、また母牛が減っている、当然、牛価格は暴落的に１頭

２０万近く減っているわけですけど、ここ辺の詳細というか、農林振興課のほうで

離農をされた生産農家の詳細というのはわかりますか。 

○町長（東 靖弘君） 具体的な戸数は担当課でも把握していないところでありますが、

年々減少しているという状況であります。１つは、やはり高齢による離農が大きい

と思います。やはり大動物でありますので、高齢になってきて牛を管理するという

ことはなかなか難しいということが上げられると思います。 

それで、先般、ＪＡとの会がありましたので、その中でキャトルセンター等につ

いて聞いてみたところでありますけれども、一括して子牛を預かって飼育させる方

法は余り順調ではないような判断でありました。できるだけ高齢の方々が長年牛を

飼っておられるので、ずっと引き続いて飼っていただけるような方法はどれがいい

のか常に考えて行かなければならないところでありますが、価格の問題、高齢の問

題、この２点ではないかと思っております。 

○６番（稲留光晴君） これからが本題に、私、なろうかと考えております。南日本新

聞の８月１８日付なんですが、子牛価格が５０万円割れ、飼料費増に農家が悲鳴と

いうふうにあるわけです。消費減で相場も低迷し、国の支援も追いつかずというこ

とで、大半が赤字と。 

大崎町の野方の生産農家の方がですねちょっと記事を載せられているんですよね、

取材を受けて。国などは子牛価格の下落や配合飼料価格の高騰に対し補填金を交付

して農家を支援する。大崎町の繁殖農家、ちょっと名前を書いてありますけど省き
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ますが、この男性の方は６５歳、補助金では全然足りず貯金がずいぶん減った。１

０月からインボイス制度が始まれば消費税も払うことになるからきついと表情を曇

らせると。大半が赤字というような記事なんですね。だから、私、３年ぐらい前に

４頭ぐらい牛を飼っていらっしゃる方、夫婦で８０前後でしたか、牛を売って、そ

れで経費も回らなくなった、損をする。その中で自分がもらっている年金を払うよ

うであれば辞めましたと。３年ほど前ですね。そういった話も聞きました。ですか

ら、大崎町の町長がよく言われます、基幹産業、畜産農業、本当に危機的状況では

私はないのかなと思いますが。 

つい昨今、和牛部会の知り合いの方から、牛を増やしてほしい、増頭のお願いで

農家を回らなきゃいけないんだけれども、多分、今の状況では増頭も無理だろうか

らというふうな話をしながらでも、訪問だけはして情報交換とかそういうコミュニ

ケーションだけはしますということでした。あと先週ですけれども、私も農家を回

っていますけども、牛のほうは１万５,０００円、１頭につき出たんですよと。で

も、その方がおっしゃるのは、３０万、１頭出せば赤字になります、とても経費も

まかなえない。さっきの記事ではないですが、貯金を取り崩す。貯金があられる方

はいいんでしょうが、この状態が続けばですね本当に大崎町の畜産の農家の方は、

今でも悲鳴を上げられていると思いますが。肥料や飼料価格が２０年比で１.５倍

という記事もあるんですね。これはウクライナ危機により農家が購入する価格で１.

５倍に上がったということです。 

農産物の販売価格を示す指数は横ばいとなっておりますが、生産者側が資材等の

上昇分を転嫁しづらいという状況になっている。牛の場合も、自分で値段を決めら

れないわけですから。配合飼料等は決められた金額ですよね、２０キロで千五、六

百円のが２,３００円とか今なっているものですけれども。だから、こういった中

で国の政策で追いつかないと思っております。ですから、ここでやはり町独自の支

援策というのが必要ではないでしょうか。私はそう考えます。 

肥育農家もそうだと思います。ブロイラーや豚肉に比べ牛肉は高いため、牛肉に

対する消費の買い控えが見られる。このことから、肥育農家は枝肉相場がなかなか

上がらず、えさは減らせないから子牛の仕入値で抑えるしかない。生産農家の実態

を見ますと、今、本町基幹産業が衰退していくのを食い止め、家族経営農家を守る

緊急対策が今ほど求められているときはないと私は考えます、今、申し上げました。

是非ですね町長の大胆な支援策を求めますけども、いかがですか。 

○町長（東 靖弘君） いろいろお話しいただきましたけれども、なぜ肉が売れていな

いのか、なぜ子牛価格が上がらないのかといったところを具体的に根本的に知る必

要があると思います。枝肉価格のことがさっき出ましたけれども、コロナのときの
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外食産業の停滞、インバウンド等の停滞、そして現在もそれが回復しつつあるもの

の、中国の状況からなかなかインバウンドの効果が上がっていかない。そういった

中で諸資材と食材等も上がることで家庭の消費が落ち込んできて牛肉とかを買うこ

とがなかなか難しくなってきたということも大きな要因であるし、外食産業で食べ

られなくなってきたというところも大きな要因であると思っています。したがって、

肥育牛の頭数、いわゆる殺処分による枝肉にする頭数も売れないので制限を加えて

いるという状況であると思います。 

先ほど枝肉の価格、ほとんどがＡ５判定ということで御説明いたしましたが、Ａ

５ランクでも１から１２まであって、脂肪交雑の割合によってランクが決められて

いく。一番いいところのＡランクの５等級というところがなかなかはけていないと

いうことがありますので、したがってナンチクにおいてもサンキョーミートにおい

ても肉が冷蔵庫でしまわれているという状況で、全体的に肉の流通が難しくなって

いる。肉が売れなかったら、子牛も当然肥育農家は買い控えということがあります。

買い控えするということは、買ったときにも値段を落として買うと。ひとつの国全

体の今の畜産に対する流れがこうなっているということがありますので、行政が諸

物価の値上がりによって、今支援策を打ってという御質問で、そういったことをお

っしゃっていただくことはありがたいんですけれども、国の政策、制度を変えてい

かなければ、なかなか、これは何回やっても同じと考えておりますので、国におい

てもそういった支援策を講じていく、対策を講じていくという話をされているとこ

ろでありますが、制度的にそれをどうするか、溜まっている肉をどういって捌けさ

せていくか、そういったところを根本的に考えていかないと、子牛から肉になるま

でのこの過程の流通はなかなか解決しないのではないかと思います。 

したがって、支援策を打てという御質問でありますけれども、今の状況を、国政

の動きを十分見る必要があると思っております。 

○６番（稲留光晴君） 今、状況を町長は見ると。でも、農家の方は見ている場合でも

ないと私は思います。１頭出せば二、三十万円の赤字。頭数が多ければ多いほど負

債が溜まります。大体６０頭、７０頭数の人は１年間に出していらっしゃるから、

６０頭全部、二、三十万赤字かというとそうでもないんですけれどね。だから、軽

く１,０００万円は年間で、このままいきますと赤字が続くということになります

ね。ですから、国の施策とおっしゃいました、町長はいろんなＪＡの会合とか、農

水関係の代議士が２人いらっしゃる、またＪＡの鹿児島の方が中央会の会長にもな

られました。そういった中で、こういった話というのは当然出ていると思うんです

が、いかがですか。 

○町長（東 靖弘君） 御存知のように、大臣がおられるし、いろんな政治家がおられ
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ますので、特に農業分野に精通しておられる方々が我々のところの代表で国政に出

ておられますから、県も、あるいは市町村会もこういった要望は続けているという

状況であります。したがって、国際的な飼料の高騰も、これもロシアとウクライナ

のそういった関係も大きな要因であることでもありますので、やはり大きなものを

一歩ずつ解決していくということが先決かなと思っております。 

先般、今、稲留議員さんがおっしゃいましたけども、私も当人と話をいたしまし

た。非常にこういった状況だということは重々承知をいたしております。そういっ

たことも踏まえながら、国・県等への要望はするわけでありますので、国政的に解

決をしていく、消費に向かう方法をまず構築していくということが先決ではないか

と思います。当然、支援しなさいということになってくると、何らかの体制は考え

て行かなければならないだろうと思っておりますが、今はこれという施策がないと

ころです。 

○６番（稲留光晴君） それでは、私が提案をさせていただきたいと思います。 

先ほど同僚議員、都城市の話がありました。今回の私の一般質問とは関係はあり

ません、都城市１０年後の人口増と、今１５万８,０００人ということでですね保

育料の無償化等を取り組んでおります。この中で、いろんな保育料とか人口減少対

策、この原資となるものはふるさと納税だということなんですね。どのくらい都城

が日本一を取ったり３位になったりしました、その中で８月３０日付の南日本にで

すね飼料高騰対策など補正予算案を発表と、都城市あるんですが、主な補正は畜産

農家約１,２００戸を対象とする飼料価格高騰対策事業９億４,００４万円、あと施

設園芸１６０戸の対策２,０５５万円。飼料高騰対策事業は国の配合飼料価格安定

制度に上乗せをし、価格高騰で負担が増えた分について１トン当たり６,０００円

を補填する。１経営体当たりの上限額は３００万円。事業費はふるさと納税寄附金

を積み立てたふるさと応援基金を充てるというふうになっているんですね。うちも

ふるさと納税基金を積み立てておりますので、５７億円ぐらいですね。それで日本

全国１位の都城市にどれぐらい、毎年１９０億円、１７０億円の基金がある中で、

今積み上げた基金額は幾らですかと、私は都城の役所に聞いてみました。議会事務

局に聞きましたら、じゃあふるさと納税専門部署がありますからそちらに回します

ということで、お尋ねをしましたら、積み立てはしておりません。一昨年いただい

たふるさと納税は、昨年の分は今年全部の事業で使い終わりますと、こういう返答

でした。私はびっくりしました。実は、私は大崎町も納税も多いほうというふうな

若干しましたけど、都城は日本一、トップを何度も取っておりますので比較になら

ないんですけど、積み立てず、昨年の分を本年度の事業費に充てるということでし

た。都城市もほかの事業とか、３月２４日の記事は２３年度一般会計当初予算に繰
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り入れる寄附額１４０億円とのぼり、３９４事業で活用を予定と、都城はなってい

ますね。３９４の事業をこのふるさと納税でやるというふうになっております。 

５７億５,１００万円、今、ふるさと納税が積み上がっています。これを今私が

申し上げました、基幹産業である畜産農家の危機的状況を脱するために、これを使

えないかと、私、提案をいたしたいと思いますが、いかがですか。 

○町長（東 靖弘君） 都城市は毎年ふるさと納税７５０億ぐらいあるんですね。それ

を原資としながらいろんな政策を打っているので、ふるさと納税の基金は全てを使

ってはき出して子育て環境とか３つの政策に充てているということで、本当にすば

らしい市政をやっておられる。それで転入も多いし人口も多いし魅力あるまちにな

っているということは、非常に勉強すべきだと思っております。 

我々はふるさと納税を頑張ってきたのは、いろんな施策、子育て環境、住宅政策

といったものをどうしてもやっていかないと、一般財源だけではとても、一般財源

の税収が１３億程度ですから、それだけではなかなか成り立っていかないというこ

とでふるさと納税に努力しながら今日来て、ようやく応援基金等ができてきている

という状況であります。それを使って畜産農家に対して応援をしなさいということ

でありますが、私は畜産農家は基幹産業と思っておりますので、いろんな制度は打

っていきたいと捉えております。国の政策など当てにしないで独自でやれる行政を

展開している都城市とうちでは若干の違いがあります。同じ牛の生産者と考えれば

一体ですから、そう差があるべきではないと思いますけれども、大崎町なりにでき

る方法を考えたときに、先ほども申しましたような国の政策がほしいというのが１

つ、それに合わせながら制度を打つことと、じゃあ持続可能な畜産農家であるべく

応援するためには何がいいのか、そういったところを大崎町ならではのスタイルで

やっていきたいと思っております。 

以上です。 

○６番（稲留光晴君） 私は、ここ２年、３年じゃないかと思うんですよね。だから、

大崎町だから、独自というのは、今、実際の生産者の声を聞くと、本当に今現金が

ほしいと。一昨年も北海道から沖縄の乳牛を引いて農水省前で野村大臣に、今お金

を出してくれと急々の要請行動がありました。まさに今、乳牛を含め、和牛農家も

ですね底をついていると、１頭、２０万も３０万も赤字。経済力はある程度長持ち

します。今、金利も高いし、借り入れも借りられない状況ですよ。そこは町長がい

つもおっしゃるように、農業、畜産ですとおっしゃるんだったら、都城、１,２０

０世帯、９億４,０００万、１戸当たり７８万円ぐらいなんですよね。１頭子牛で、

たった１万円です。ないよりはましだと言われればそれっきりですが。こういった

のをやっぱり、５７億円貯まっていますが、どのくらい貯められるおつもりですか。 
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○町長（東 靖弘君） 金額の問題ではないだろうと思います。先ほど言いましたよう

な、税収が少ない中である程度の基金を持っているということは、自治体経営の中

で必要であります。私は畜産農家に対しての支援をしないと言っているのではない

んです。畜産農家に対して、どういう支援策がベターなのかというところを検討し

ながらやっていきたいということであります。 

以上です。 

○６番（稲留光晴君） 支援しないというふうにおっしゃいました。私は期待を非常に

します。ですから、年内ぐらいにもですね、やはりそこ辺は補正的な予算でもでき

るわけですよ。今、毎月毎月の牛も出したくないと、出せば赤字だと。だから自家

保留が増えると。いい牛だったらいいですよね、それなりにいいんですが。牛を出

せば赤字となったら出さないほうがいいわけですね。 

ふるさと応援基金条例を私、ずっと見ていました。ふるさと応援基金を使えるに

はいろいろありますが、３条に基金として積み立てる額は寄附額の額とする。ただ

し、町長は必要があると認めるときは基金として積み立てることなく必要な財源に

充てることができると、３条にあります。私はこれを見てですね今の農家を、町長

が船長の船が畜産農家号の船が沈みそうなんですね、今。そういった中でちゃんと

港まで持続可能で船が着くかと。持続可能とおっしゃいましたけど、本当に今が私

は大変な時期だと思います。是非、御検討いただきたいと思います。 

最後に、公共住宅の保証人の確保を見直すべきではないかということで通告書を

出しております。公営住宅と町営住宅ですね、条例を見ますと、住宅に困窮する低

所得者に対して低価な家賃で賃借し、住民生活の安定と社会福祉の増進に寄与する

のが目的、町営住宅もそうですね。大崎町に居住し、または居住しようとする若者

で住宅に困窮している者に対して住宅を貸す。生活の安定を図るとともに、町の活

性化に資するのを目的としているというふうにあります。 

両方とも誓約書の中に保証人を立てるという項目があります。国土交通省からで

すね通達の文書があるんですよ、２０１８年。公営住宅への入居に際しての保証人

の取り扱いについては事業主体の判断にゆだねられているものの、近年、身寄りの

ない単身高齢者が増加していることなどを踏まえると、今後、公営住宅への入居に

際して保証人の確保が困難となることが懸念される。これを改正をして、保証人に

関する規定を削除したことに伴い、今後の公営住宅への入居に際しての取り扱いに

ついての留意点を通知する。住宅に困窮している低額所得者に対して、低額の公営

住宅が供給できるよう特段の配慮をお願いするとしています。具体的には、住宅に

困窮する低額所得者への住宅供給という公営住宅の目的を踏まえると、保証人を確

保できないために入居できないといった事態が生じないようにしていくことが必要



 

－ 80 － 

であり、保証人の確保を公営住宅への入居に際しての前提とすることから転換すべ

きであると考えますという文書が国土交通省から来ているんです。 

この誓約書の中にもこの条例を聞いてみますと、建設課に行って、今、一人だけ

保証人が必要だとおっしゃっています。ですけど、今、私が読み上げましたように、

今後は身寄りのない方とか、町外からの大崎町への転居の方とか、私、増えるんじ

ゃないかと思います。ですから、この辺は全く無くせとは私は言っていないんです

が、見直す、こういった方には町長の判断でそういった保証人に関して免除すると

か、そういうことは可能だと思うですよね。町長、いかがでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 現在、本町では公営住宅、町営住宅とも入居条件として保証人

をお願いしているところであります。 

近年、身寄りのない単身高齢者が増加し、保証人の確保が困難になることが懸念

されることから、公営住宅の入居取扱いについては、平成３０年と令和２年に国土

交通省より配慮するよう通知されているところでありますが、保証人の有無につい

ては自治体判断にゆだねられています。鹿児島県においては、家賃滞納時の連絡や

孤独死等の際の連絡及び家財処分、退去手続等もあることから、保証人をお願いし

ているところであり、本町においても同じく、保証人をお願いしているところであ

ります。なお、保証人は当初２人でありましたが、緩和策として令和２年４月１日

より１人にしているという状況であります。 

公営住宅、町営住宅でありますが、ここにも書いてありますように、今までも公

営住宅あるいは町営住宅は終の棲家となっている人が非常に多いわけでありますの

で、そのことはそれでいいんですけれども、ここの中で孤独死が今までもたくさん

出て、発生したときにじゃあどこに連絡するかといったところが全くつかめられな

い、そういったところを探すという事態にも何回も遭遇しております。したがって、

入居するのに連帯保証人が必要だということで、当初連帯保証人を２人ということ

をやっておりましたけれども、どうしても１人はついていただいて、そういった事

故等が発生したときにすぐさま連絡が取れる体制だけは行政としてはどうしても必

要であると認識しております。 

以上です。 

○６番（稲留光晴君） 保証人が見つからない場合、そうであればですね保証人の免除

をしたり、緊急連絡先の登録をもって入居を認めるとか、やはり所得のない方とか、

本当にこの目的にある住むところに困っているということであればですね福祉の面

からでも保証人を免除する、全部が全部それを無くせと言っているわけじゃないわ

けです。それは町長の判断とあります。滞納者は滞納者であります、町営住宅は３

万５,０００円ですか、ある程度ありますけど、公営に関しては所得とかいろいろ
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ありますけど、ちょっとそこ辺は国交省から自治体の判断ということをおっしゃい

ましたけど、ちょっとそこ辺も加味して見直しということを私は申しましたけども、

判断材料をちょっと増やすということで町長いかがですか。 

○町長（東 靖弘君） 今まで２人であったところを１人に保証人を立てるようにお願

いしているという状況でありますので、そういった面では緩和していると思ってお

ります。他の自治体がどういうふうにやっているかは、また参考に勉強することが

必要だと思いますけど。公営住宅、町営住宅の家賃に対しての滞納という部分でも、

あってはならないことですけど、そういったことは事実上、発生しているのもあり

ます。入居していただいて、いろんなリフォームしたりいろんな観点で家賃等の納

入は的確に進めていただかなければと思いますけれども、そういったところも多々

あったり、実際、何日も発見できなかったり、そういったところもありますので、

やはり通報があったときにすぐさま対応できるような体制を構築することは一番必

要だと思っております。 

したがって、１人だけはお願いできればと、我々はそういう考えのもとで１人に

しているところであります。 

以上でございます。 

○６番（稲留光晴君） 少しでも大崎町に１人でも住んでほしい人を増やすということ

でもですね、人口減少の中で１人でも住居を提供する人が増えてほしいということ

で御判断を仰ぐということでの質問でございました。 

これで、私の質問を終わります。 

○議長（富重幸博君） 以上で、本日の一般質問は終了いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） 以上を持って、本日の日程の全部を終了いたしましたので、本

日はこれをもって散会いたします。お疲れ様でした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後１時５４分 
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１．議事日程 

日程第１ 会議録署名議員の指名（４番，５番） 

日程第２ 一般質問 
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   １番 藤 田 香 澄            ７番 神 﨑 文 男 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） これより、本日の会を開き、直ちに会議いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（富重幸博君） 日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、４番、平田慎一君及び５

番、児玉孝德君を指名いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 一般質問 

○議長（富重幸博君） 日程第２「一般質問」を行います。 

一般質問は、通告順により許可いたします。 

まず、７番、神﨑文男君の質問を許可いたします。 

○７番（神﨑文男君） 私は、さきに通告しました野良猫の取扱いについてと、用排水

路の管理についてを質問いたします。 

人々にとって最も身近な動物であるとともに、ペットとしても人気の高い猫。し

かし、最近では人間の身勝手な行動により野良猫になって増加しています。そして、

様々な問題が発生しています。例えば、真夜中に甲高い声で泣いたり、糞尿を野菜

畑にしたり、ごみ袋を破り周りを散らしたり、年々問題が多くなってまいりました。 

そこで、本町における野良猫の実態について、どのように把握しているかを伺い、

１回目の質問といたします。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

一般的に飼い主の不明な猫を野良猫として取り扱う場合、現状では登録制度とい

った猫に関する法律等がないため、把握していないというのが現状でございます。

また、飼い猫の数についても同じく把握していないところでございます。 

以上です。 

○７番（神﨑文男君） わからないのは仕方ないですが、今後の猫対策の上でも重要と

なってまいりますが、家の中での飼い猫と外での飼い猫をアンケートなどで把握す

べきだと思いますが、町長、どうですか。 

○町長（東 靖弘君） 猫は家の中で飼う場合を除き、家の中と外を自由に移動してい

る場合が多く、行動管理が余りできていないという状況でありますが、その中で、

飼い猫なのか、野良猫なのかを判別することが難しくて、アンケートによる数値把

握は非常に厳しいのではないかと思っております。 

○７番（神﨑文男君） 野良猫にかまれて１０日後に死亡した例があります。２０１６
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年、関西在住の５０代の女性が連れ帰ろうとした野良猫にかまれ、１０日後に死亡。

死因はＳＦＴＳ、重傷熱性血小板減少症候群で、マダニにかまれた野良猫が間接的

にウイルス感染したと見られたということです。そしてまた、外国のモロッコでは、

渡航者が猫にかまれ、狂犬病に感染して死亡した例もあります。 

そこで、猫の病気などで気をつけなければならないのはほかにはないものか、教

えていただきたいと思います。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

野良猫は様々な病気を持っている可能性があって、その中には人への感染症もあ

ります。例えば、伝染性呼吸器疾患、いわゆる猫風邪はウイルスが原因で、鼻水、

くしゃみ、結膜炎などの症状があります。また、猫ひっかき病は、引っかかれた傷

口からウイルスに感染し、引っかかれてから１０日ぐらいで傷の腫れ、リンパの腫

れ、発熱、倦怠感などの症状が出たりします。そのほかにもパスツレラ症といって、

かまれたり引っかかれたり、猫の唾液が口に入ることから感染し、風邪や肺炎に似

た呼吸器系の症状が出たり、傷口に激痛、腫れなどを起こしたりする感染症で、抵

抗力の弱い人だけが発症するものもあります。また、このほかにも、外部寄生虫や

ノミ、ダニ等を介して人へ感染する病気もあります。 

以上です。 

○７番（神﨑文男君） 今さっき言いましたＳＦＴＳは、２０１３年から２６８人がこ

の病気に感染して、５７名が死亡しています。マダニから感染したのでウイルスを

持ったマダニに刺されないように気をつけなければならないですが、このことにつ

いて、町長どうですか。 

○町長（東 靖弘君） ＳＦＴＳは大変恐ろしい病気であるということは認識しており

ますが、野良猫のすべてが持っているというわけではないと考えております。野良

猫には外部寄生虫であるノミ、ダニ等を介入して人へ感染する病気もあり、重症化

するものもありますので野良猫への過剰なスキンシップは避け、仮にスキンシップ

をした後は、必ず手を洗う、また引っかかれたりかまれたりしたときは、すぐに傷

口の消毒を行うなどの措置が大切であり、異常があれば早急に病院で診察をすべき

だと考えております。 

○７番（神﨑文男君） わかりました。 

猫は年に出産を２回から３回、平均すると３回といわれ、繁殖力が高いです。そ

して、１年で２０匹、２年後は８０匹にもなるといわれております。 

野良猫が増えて困るのは、猫の存在が問題というより猫が引き起こす迷惑行為が

増えるためです。猫は自由に放し飼いさせてもよいとの認識があり、１つは飼い主

側の意識の問題で、猫はネズミを捕る役割として外で放し飼いする文化があります。
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現在でも、その流れを引き続き、猫は自由にさせてかまわない風潮があります。し

かし、今は増えすぎていろいろな問題を起こしています。これ以上、問題を起こさ

ないために考えられるのが、避妊や去勢などの不妊手術ではないかと思います。 

調べたところ、去勢で約１万円、そして避妊手術で２万円ぐらいと聞いておりま

す。そこで、その助成はできないものか、町長伺います。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

現在、本町では所有者不明猫の過剰繁殖を抑制する目的で不妊及び去勢手術に対

する補助事業があります。これは、地域内にいる所有者不明猫をボランティア活動

を行っている２人以上の団体で申請され、また、該当猫が確実に所有者不明猫であ

ると認知された場合、雄猫の場合、上限５,０００円、雌猫の場合は上限１万円を

補助する内容です。 

一方で、この制度は飼い猫は対象とならなかったり、手術を施した後の猫につい

ては従前の場所に戻すなど申請手続等もありますことから、周知を図ってまいりた

いと思います。 

○７番（神﨑文男君） 今、ならないと言いましたけれども、家で飼っている猫にまで

はできないかということは駄目だということですが、個人的に保護猫を育てている

人たちに助成してほしいですが、ここらあたり、大崎町で保護猫を育てる人は、ま

た何人ぐらいいるか、そこらあたりは把握できていませんか。 

○町長（東 靖弘君） 大崎町所有者不明猫不妊及び去勢手術費補助金交付事業は、飼

い猫は対象としていないところであります。本来、猫に限らず、動物を飼う場合、

動物の愛護及び管理に関する法律により飼い主が責任を持って飼養するよう努める

とあり、不妊去勢手術も飼い主の責務に当たると考えられます。 

また、保護猫については、例えば病気やけがで衰弱している場合、最小限の救助

は必要ですが、恒常的に救助するとなれば、それは飼養しているものと考えられ、

飼い猫として取り扱われるものと思われます。 

また、町内で保護猫を育てる方々への人数については把握できていないところで

あります。 

以上です。 

○７番（神﨑文男君） 不妊手術をすることで発情がなくなり、特有の鳴き声による苦

情がなくなるということ、また、猫が増えなくなることで近隣の理解が求めやすい

ということと、猫の性格が穏やかになりなり、猫どうしの喧嘩が減るということで

す。結果的に感染リスクも減るわけですが、外飼い猫の場合、その所有者は動物愛

護管理法第７条の定めにより動物の所有者また占有者の責務を負っており、適正な

飼育を行う努力義務が課せられております。この正当な飼育とは、屋内飼育に努め
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ることを指しており、もし屋内飼育を行わない場合は、周辺環境への災害防止措置

として繁殖制限措置を行うことが求められております。また、生後５６日以内の犬、

猫の販売禁止、また自分で殺害すれば５年以下の懲役または５００万円以下の罰金

に課せられます。自治体でも適正な飼育の徹底を図るため啓発活動を行っていると

思うが、そこら辺りはどうですか。 

○町長（東 靖弘君） 最近、野良猫に関する困りごとの相談が増えております。猫の

適正飼養については、町の広報紙やチラシ、看板、防災無線等を使い定期的に啓

発・周知を図っていますが、今後も継続的に続けてまいりたいと思います。 

○７番（神﨑文男君） 猫を飼うときは、今、町長も言われましたけども、最期まで世

話ができるよう考えることが大事だと思います。これは、猫に限った話ではありま

せん。いろいろなペットにも言えることですが、最期まで責任を持って飼うことだ

と思います。前にも言いましたが、猫は繁殖力が旺盛で１年で２０匹も生まれます

ので、捨てる人が多くなります。保健所にお願いし殺処分されますが、２０２１年

に犬が３,０００匹に対して猫は１万１,０００匹、殺処分されています。大崎町で

も空き家とか公園、グランド周辺に捨てられた猫がいます。公共の場に捨てられた

猫に対して、どのような取扱いをすればよいかを伺います。 

○町長（東 靖弘君） 基本的に、本町では無責任に猫を捨てないよう周知を図ってま

いりたいと思いますが、不幸にも公共の場で捨てられた猫が周囲に迷惑を及ぼすよ

うな場合、ボランティア施設管理者とも協議して、無秩序な繁殖を抑制する観点か

ら、先ほどの補助事業等を活用して対応してまいりたいと考えております。 

以上です。 

○７番（神﨑文男君） あすぱるやくにの松原に捨てられた猫に対して、対象のルール

などを定めるべきではないかと思いますが、この点についてお伺いします。 

○町長（東 靖弘君） 道の駅やふれあいの里公園では、過去に野良猫の異常繁殖を抑

制するため、民間による不妊去勢手術を行い、その後、少しずつ頭数が減少したと

いう報告を受けております。また、くにの松原キャンプ場においても、過去に管理

者がボランティアで不妊去勢手術を行ったという報告を受けております。 

今後も、捨てることをしないような看板やチラシ等での啓発活動を重ねて周知を

図りながら、施設管理者等とも協議を重ね、適切な環境整備に努めてまいりたいと

思っております。 

神﨑議員の猫に対する質問は、共感を感じていらっしゃる方々がたくさんおられ

ると思っております。やはり、無秩序に捨てられるということに対しては非常にい

かんし難い状況になっているところであります。特にあすぱる、あるいはくにの松

原に持って来て捨てられる、誰かがえさをやったりする、そういったことの悪循環
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がずっと重なっていたりしますので、今日言った去勢手術を行いながら適正な数に

減らしていくことは当然やるべきだと思っております。 

また、家庭菜園といったところに野良猫が糞をしたり、そういった実態がたくさ

んありますので、こういったことをしないようモラルを重視するよう、そういうこ

とを我々は飼っていらっしゃる方々に十分にアピールしていく、周知していくとい

うことは本当に必要であると思いますので、そのことは心がけてまいりたいと思い

ます。 

○７番（神﨑文男君） まとめを言ってもらいましたけれども、今回は環境問題の１つ

ともいえる野良猫を取り巻く問題について質問しましたが、町民みんなで考えるこ

とではないかと思います。中途半端な優しさが野良猫問題を発展させるかもしれま

せん。見かけた野良猫にえさをあげたいと思ったら、その猫の健康面、周りの環境

などを支援できるかを考えましょう。野良猫を本当にサポートしてあげたいと思っ

たら、えさやりだけでなく不妊手術まで考えてください。猫は私たちにとって癒や

しもありますが、野良猫問題について深く掘り下げて考える人は意外と少ないかも

しれません。猫の幸せのために私たち人間ができることは何かについて、みんなで

考えてほしいものです。 

そしてまた、地域猫があります。これは、もともと野良猫だったのを地域の人や

ボランティアの人が不妊手術を施し、定期的にえさを与え、これ以上増やさず周り

に迷惑を掛けないようにする活動です。行政側も地域猫を増やすように努力・支援

するようにお願いいたします。 

それでは、次の質問に入ります。 

全国の用水路や排水路の総延長は４０万キロメートル、水路に転落する事故が全

国で相次いでいます。特に、被害に遭っているのは高齢者や子どもが多く、田んぼ

や農地を転用してつくった住宅地に残る水路など身近な場所で事故現場になるケー

スが増えています。年間に全国で１５０名以上の方が亡くなっています。まず、大

崎町の用水路・排水路の総延長は幾らですか。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

本町におきまして用水路は延長管理ではなく面積による管理を行っている状況で

あります。令和４年度の整備水準によりますと、用水路は土地改良区や水利組合な

どが管理を行い、町内９８２ヘクタールが整備済面積となっております。また、排

水路につきましては、町内５７４ヘクタールが整備済面積となっております。 

以上です。 

○７番（神﨑文男君） 用水路・排水路に転落するような場所は多く見られます。大崎

町では近隣の市町に劣ることなくガードレールやパイプ柵は設けてあると私は考え
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ております。しかし、まだまだ危険な箇所はあります。私が心配するのは、十字路

やＴ字路にある側溝です、草が生い茂ってわかりにくいところです。普段は危険は

感じなくても、雨の日に水が溜まったりしたときは、とても危険です。 

そこで、そのような場所の把握をしているかについてお尋ねいたします。 

○町長（東 靖弘君） 危険箇所の把握につきましての御質問でございます。梅雨前線

の総務課主体の防災会議や、管理課より各小中学校単位で危険箇所を保護者や先生

からあげてもらうなど、各関係機関と通学路の合同点検を行うなどし、危険箇所の

共通認識と把握に努めているところでございます。 

以上です。 

○７番（神﨑文男君） また、道路や農道に沿った水路も危ないところがあります。外

灯などもなく、そこら辺りの点検活動は行っていますか。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

危険箇所の点検活動ですが、町道の側溝などの危険箇所については、町内の維持

管理業務委託６ブロックにより週１回のパトロールを実施しております。また、農

業用用排水路等は、基本的に耕作者等による管理になるわけですが、農道・側溝等

については、多面的機能支払交付金事業による各協議会の維持管理活動による点検、

用水路については各土地改良区や水利組合の区役等での点検を行っているところで

ございます。 

以上です。 

○７番（神﨑文男君） わかりました。 

危ないところにガードレールとかパイプ柵を施工しますけれども、そのときに同

時にメンテナンスフリーの型のコンクリートもできれば一緒にしてほしいんですが、

その点はいかがですか。 

○町長（東 靖弘君） 管理の面からも、必要な箇所につきましては、今後もコンクリ

ートによるメンテナンスフリーを随時行い、維持管理の軽減に努めてまいりたいと

考えております。 

○７番（神﨑文男君） 今後は地球温暖化のせいかわかりませんが、想像をはるかにオ

ーバーするような大雨が降り、道路と水路の区別がつかなくなる場所が多く発生す

ると予想されます。普段は危なくないところでも、地形をよく見て判断していただ

きたいと思います。この点について、町長いかがですか。 

○町長（東 靖弘君） 私の意見としましては、身に危険を感じるほどの大雨が降った

場合は、外出を控えていただくことが何よりの安全対策になると思いますが、そう

いった危険箇所がある場合は関係部署と協議を行いながら、安全対策を講じてまい

りたいと考えております。 
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○７番（神﨑文男君） 本町も水路をつくって何十年も経っているところがたくさんあ

ります。水路と水路のつなぎ目にエラスタイトとかケントタイトとかつなぎ目を入

れるわけですが、それが長年経つので風化して水の浸食で空洞ができてしまいます。

空洞ができると、道路が陥没することもありますので、そこら辺りを考えて点検活

動をしてもらいたいと思いますが、どうですか。 

○町長（東 靖弘君） シラス排水路など、完成してから相当の年数が経過しているも

のもあることから、現在のゲリラ豪雨や線状降水帯による大雨などの排水能力を考

慮すると、更新時期に来ているものも数多くあると考えられます。 

今後、県と協議を行うなど、補助事業を活用した排水路の長寿命化を行い、その

中で継ぎ目等の目地部分についても合わせて点検及び補修を行っていきたいと考え

ます。 

○７番（神﨑文男君） まずは住宅が建っている地域から安全対策を行っていただき、

高齢者や子どもの転落防止事故をなくしてもらいたいと思いますが、その点につい

てはいかがですか。 

○町長（東 靖弘君） 本町では、豪雨時の高齢者や子どもによる転落事故は現在まで

発生していない状況ですが、地域の方からの指摘箇所や町による調査で危険箇所が

ある場合、住宅地域や通学路などを優先して早急に対応していきたいと考えており

ます。 

以上です。 

○７番（神﨑文男君） 小学生や中学生も用水路や排水路のある道を通学しています。 

そこで、その中で危険なところがあります。教育長に伺いますが、そこで、安全

対策委員会のことをお尋ねしますが、各学校で行っているか、そこらあたりをお聞

かせください。 

○教育長（穗園正幸君） 安全対策委員会の設置はできないかとの御質問でございます。

教育委員会では、子どもたちの通学路の安全確保に向けた取組を行うことを目的に、

大崎町通学路交通安全プログラムを平成２６年３月に策定いたしまして、各関係機

関と協議を行っているところでございます。 

そこで、各小中学校に児童・生徒の通学路における危険箇所がないか、具体的に

例えますと、見通しが悪い場所や車両等の通行が多い場所、あるいは用水路などの

危険な場所がないかどうかなどの点検を学校に依頼いたしまして、その点検結果を

もとに町教育委員会、建設課、総務課、あるいは志布志警察署及び国・県道管理者

などの関係機関の方々による大崎町通学路安全推進会議を実施し、改善に向けて協

議を行っているところでございます。 

また、令和５年４月には、本プログラムに未就学児の安全対策を含めまして推進
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することになって、大崎町子どもの移動経路・通学路等の交通安全プログラムとし

て改訂いたしまして、安全推進会議に関係機関として保健福祉課を加え、大崎町子

どもの移動経路・通学路等の安全推進会議と名称を改めまして、通学路等の安全推

進に向けた協議を実施しているところでございます。 

今後も、子どもの移動経路・通学路につきましては、関係機関と連携をとりなが

ら安全対策に努めてまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

○７番（神﨑文男君） 今、聞きまして、安全対策推進会議が行われているということ

ですが、そのメンバーの中に水利組合の人とか地域代表の人も入れてもらいたいと

思いますが。以前発生した事故とか、起こった災害などを教えてもらうんじゃない

かと思いますが、そこらあたりはどうですか。 

○教育長（穗園正幸君） 安全委員会のメンバーのほうに水利組合、あるいは地域の住

民の代表の方々を入れることは可能かということでございます。安全推進会議の協

議につきましては、通学する子どもの保護者の点検情報を学校で集約いたしまして、

それをもとに推進会議で改善に向けて取り組んでいるところでございます。 

議員がおっしゃいますように、水利組合や地域住民の代表など地域の状況を把握

されている方々の意見を取り入れることは、現状やこれまでの経験を活かした予測

など、非常に有効であると考えているところでございます。 

学校においても、地域住民などの方々から情報を提供していただいていることと

思いますので、今後、委員の構成員につきましては、水利組合、地域住民の代表の

方々を入れることにつきましては研究してまいりたいと思っております。また、町

内の地域住民から通学路の危険箇所の情報を受けた場合などは、随時関係機関と連

携を図り対応してまいりたいと思っております。 

以上でございます。 

○７番（神﨑文男君） 地域住民の安全を守ることは大事なことです。まして、国の宝、

大崎町の宝の子どもたちの安全を守ることは本当に大事なことです。どうかよろし

くお願いしまして、私の質問を終わりたいと思います。 

○議長（富重幸博君） ここで、暫時休憩いたします。次は１０時４０分から再開いた

します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時３３分 

再開 午前１０時４０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） 休憩前に引き続き再開いたします。 
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次に、１０番、中山美幸君の質問を許可いたします。 

○１０番（中山美幸君） 私は、８月２５日、通告しておきました児童・生徒の安全対

策について、交通弱者の移動手段確保について、災害時における住民のインフラ整

備について、以上３件について、今日までの私の質問や同僚議員の質問について答

弁がありました。今日までの私の質問や同僚議員の質問については、検討いたしま

すや、質問後の進捗状況について質問をいたします。 

２０２２年１２月議会に質問しました中学生の通学状況についてであります。新

学期に入り改善されたとは伺っておりますが、どのように改善されたかを伺い、１

回目の質問といたします。 

○教育長（穗園正幸君） 児童・生徒の通学時の安全対策は改善されたかとの質問でご

ざいます。議員がおっしゃいましたように、昨年の１２月定例会の一般質問におき

まして、登下校時のカバンの軽量化について、議員より質問をいただいており、教

育委員会といたしましても、その後、中学校と協議を重ね対応しております。その

進捗状況でございますが、通学時におきましては、教科書等の持ち帰りなどの影響

でカバンが重くなり、このことで児童・生徒の安全面、健康面にも影響を与えてい

るという状況を教育委員会といたしましても認識しているところでございます。 

大崎中学校の現在の取組といたしましては、生徒各自で教科書の持ち帰りについ

ては判断し、自宅学習に必要な教科書を持ち帰ることとしております。昨年度質問

を受けましてから、職員会議や学校運営協議会で検討し、生徒が判断できるように

するということを職員や学校運営協議会の委員で共通理解いたしました。 

また、生徒には家庭学習で必要な教科書やノートのみ持ち帰るように担任から指

導いたしまして、３月に試行期間といたしまして、教室の後方にある生徒各自の棚

に設置する仕切板を準備し、数名の生徒に使ってもらいました。本年度４月にも、

教科書の持ち帰りにつきましては、必要な教科書やノートのみ持ち帰るように担任

から指導いたしました。一部の生徒では仕切板ができてからと思っている生徒もい

るようでした。 

平行いたしまして、この夏休み、全生徒のカバン棚の下に教科書等を保管するた

めの仕切棚を制作いたしまして設置を進めている状況でございます。 

先ほど議員からもありましたように、９月１日には教頭から全生徒の前で、再度

説明を行いまして、登下校時の安全面についての指導を行ったところでございます。 

以上のことから、登下校時におけるカバンの軽量化を行うことによる安全対策に

つきましては改善が図られつつあると認識しているところでございます。 

以上でございます。 

○１０番（中山美幸君） 改善されたことは非常に高く評価を申し上げます。 
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偶然、先日、私は帰宅途中の女生徒と話をいたしました。そうしたらですね非常

にカバンは軽くなったと、でも、まだまだ重いですねというような話をしましたけ

ども。その女生徒、３年生でしたけども、ありがとうございましたというようなお

礼の言葉もいただきまして、対処としてはすばらしい展開を実施されたんじゃない

かなということは先ほども言いましたように評価いたします。また、町長のほうも

即予算化されたことについては評価を申し上げますが、今、教育長のほうでお話が

ありましたように、学校協議会の中でお話をされたと、そして教頭先生による子ど

もたちへの通達があったということなんですが、実はほかにお伺いしている話の中

では、担任によって差違がある、担任によって持ち帰りを許容とか、持ち帰りをさ

せないような雰囲気の言葉を発する教員がいるということも私はお伺いしておりま

すが。そういったところの意思統一ということはやるべきじゃないんでしょうか。

先般も私が質問してから事故がありましたよね、カバンの重さによって転倒事故も

ありましたよね。そういったことも起こる可能性はまだあります。そういったとこ

ろを意思統一ということは私は必要じゃないのかなと思いますが、いかがでしょう

か。 

○教育長（穗園正幸君） 議員がおっしゃいますように、学校組織としては全教職員が

共通理解をし、共通実践していくことは大変大切だと思います。 

御指摘の、担任による指導が曖昧だったり、徹底がなされていないというふうな

事実があれば、また、学校のほうと確認し、どの担任の先生がそういうような指導

あるいは行っていないのかということを確実に管理職等に指導ができるように、と

にかく共通理解、共通実践できるように徹底していきたいと思っております。 

○１０番（中山美幸君） 是非、そういったところはですねお互いのコミュニケーショ

ンといいますか、教職員の間でもそういうものをとっていただいて確実に子どもた

ちの事故が防げるように努力をしていただきたいと要望申し上げておきます。この

件については高く評価をしておりますので、今後、さらに子どもたちの安全に気を

つけていただきたいと。先ほど同僚議員が、子どもたちは宝だということを言いま

した。町長もいろんな宝をお持ちのようでございますけれども、子どもたちがやは

り一番でございます。私はそう思っておりますので、そういった予算については是

非、執行方をお願いしたいと、お願いしたいというよりも要望をしておきたいと思

います。 

そこで、さらにお伺いしますが、私、エアコンの温度設定について令和５年２月

５日１４時１９分、冬でした、前にもお話をしたかもしれませんが、エアコンの温

度設定について私は教育長にも一回話をしたことがあると思います。現在、非常に

外気温高くなっておりまして、熱中症も増えていますね。そうして、運動会だった
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り体育祭の準備等、小中学校、今からすると思うんですが、２月５日１４時１９分

に中学校のほうに出ていきまして空調の温度を見てみましたら、職員室、２２度で

した。このときも子どもたちから寒いよということで話を聞いていたので、子ども

たちの教室を見てみました。窓を開けっ放しで２０度です。なぜ教職員の部屋が２

２度で暖かいのに、子どもたちの教室は２０度で寒いのかということが、今期夏、

新学期は始まっていますけども、そういった状況が起こっていないのかどうか私は

心配なんですね。現状としてどのようにそういったところを教育委員会、教育長と

しては把握されているのかお答えいただきたいと思います。 

○教育長（穗園正幸君） 議員さんのほうが直接中学校のほうに出かけられて教室の温

度、あるいは職員室の温度を確認されて、そのことは以前に伺ったこともございま

す。そして、今回、新学期に向けた学校生活での快適空間と熱中症対策について、

空調の温度等も含めての御質問ですが、特に、先ほどから話題になっている今期の

気温につきましては、これまで経験していない暑さが続いております。休み明けで

暑さに慣れていない児童・生徒にとっては、２学期初めのこの時期は特に暑さに気

をつけながらの学校生活になるんじゃないかなと思っているところでございます。 

まずは、快適空間に関する空調機器の使用についてでございますが、令和５年度

の時点で、すべての小中学校の普通教室の設置は済んでおりますが、特別教室の設

置も順次、予算をお願いし進めているところでございます。 

設定温度につきましては、基本的な指針はございますが、先ほど申し上げました

とおり、昨今の気候の状況等もありますので、教室の状況や子どもたちの活動の内

容などを考慮いたしまして、各学校で適切な温度設定をお願いしているところでご

ざいます。 

一方、教室の座席の位置、あるいは一人一人の気温の感じ方は違うことから、そ

れぞれの教室で教師と児童・生徒が対話をしながら温度を調整してもらうように呼

びかけております。みんなで使い方を話し合うのも学習の１つだと考えているとこ

ろでございます。 

また、換気の仕方、体育の時間等で教室外から教室に帰ってきたときにクールダ

ウンできるように空調の使い方も学校にお願いしているところでございます。 

続きまして、熱中症の対策についてでございますが、まずは熱中症対策の基準と

いたしまして、環境省、文科省が示している学校における熱中症対策ガイドライン

作成の手引きに基づきまして、各学校に暑さ指数計を活用して、気温や湿度、そし

て日差しの強さなど、対応基準を決めております。これまでも熱中症警戒アラート

などを基準にしている学校もありましたが、暑さ指数計を使って、その場、その場

で判断できるようにしております。 
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９月、１０月に運動会を控えている学校もあり、運動会に向けた練習においても

入念な健康観察をはじめ、日陰やテントの活用、こまめな給水などを行っていると

ころでございます。運動会当日は健康観察を入念に行うこと、プログラムに給水タ

イムを設けることなどを指導しております。また、塩分飴を配布したり、午前中開

催にしたり、各学校で対策を行っております。 

普段の学校生活におきましても、水筒の持参、帽子の着用、保健だより等による

熱中症対策の啓発を行っているところでございます。 

そのほか、もし熱中症の児童・生徒が出たときのために、各学校で全職員に対し、

熱中症とその予防について研修を行っているところでございます。例えば、木陰に

移動し血管の大きな首、あるいは太ももを冷やす、けいれんが起きた場合は塩分を

補給させるなどの応急措置を研修していくところでございます。また、病院の連絡

先や職員の役割分担を確認するなど、危機管理マニュアルの見直しも行っていると

ころでございます。 

以上でございます。 

○１０番（中山美幸君） 今、教育長のほうから詳しく説明をいただきました。了解で

す。 

しかしですね、先ほども申し上げましたが、今、教育長の答弁の中で各学校にお

任せをしているというようなお話を伺っております。ところが、先ほど言われまし

たように担任と各クラスの生徒、個々に体感の感じ方というのは一人一人違います。

そうした場合に、教員の意向というのがかなり反映されているということもお伺い

しております。私たち、暑いのに、先生が入れさせないよと。中学校は特にそうで

すね、教科坦がおります、教科坦によって違ってくるんですね。そこはある程度の

線を引くべきではないのかなと。ある程度の線を決めておいて、これくらいの基準

にしましょうねというようなことがないとですね、非常に私は今後、熱中症という、

先ほども言いましたけども、体育祭の準備、部活といった関係で非常に暑い思いを

している。外気温はすごく高い中で熱中症の発生率というのは非常に上がってきて、

子どもたちが危険な状況に置かれている部分があるんじゃないのかなと理解してお

ります。そこは十分、今後、検討というよりも、これは協議をしていただいて進め

ていただきたいというふうに思います。 

それから、暑さ指数計ということを御指摘をいただきました。これは非常にいい

ことです。私たちも、今回、夏休み約２０日間、子どもたちと遊んでいましたけど

も、私たちは熱中症アラートを使用しながら活動しておりました。非常に敏感に外

気温、湿度といったものとの換算率によって警報が出る装置なんですが、暑さ指数

計はどの程度の導入をされているのか、まずお伺いいたします。 
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○教育長（穗園正幸君） 暑さ指数計の各学校の保有数でございますが、大崎小学校が

５個、菱田小学校が１個、中沖小学校が４個、持留小学校が１個、大丸小学校が４

個、野方小学校が２個、大崎中学校が２個という現状で、計１９個が町内の全小中

学校に保有してあるという状況でございます。 

○１０番（中山美幸君） 合計で１９個、特に１個だけしかないところがありますね。

これで事足りているのかなというふうに私は思います。 

体育の時間等、やはりその時間、外で運動される場合、屋内運動場で体育をされ

る場合、暑さによって屋内運動場を使われると思いますが、それでも屋内運動場、

先ほど申しましたように外気温、室温、それから湿度によっても熱中症は関係ある

んですよ、日差しがなくても熱中症関係ありますね。夜間でも起こる可能性が大だ

と、高齢者については夜間に発生するのが多いですよね。そういったものを考えた

ときに暑さ指数計で足りているのか。私はこれをもうちょっと増やすべきというふ

うに感じているんですが。町長、お伺いします。こういったものについて予算を付

けることはできないんですか。予算を付けようという考えはないですか。これは教

育長にも町長にもお伺いします。 

○町長（東 靖弘君） 暑さ指数計の各学校の保持数ということで、教育長のほうから

答弁をされました。ただいま、中山議員の質問では、１個あるところが持留小学校、

菱田小学校なので、１個だけで大丈夫なのかという御質問だったと思っております。

当初、これを決められた段階ではそれぞれ話し合ったと決められたと思いますし、

また、それに基づいて予算化して購入されたと思いますが、現状のこの厳しい暑さ、

暑さ指数計ということが出ておりますけれども、やはり熱中症が多発するような時

代でありますので、そういったことで各学校で、今、指摘があったところ等、本当

にこれで大丈夫なのかということを確認していただいて、必要性があれば増やして

いくということはやぶさかではないと思います。 

以上です。 

○教育長（穗園正幸君） 暑さ指数計の１個のところは足りないんじゃないかというよ

うな御質問でございます。現在のところ、暑さ指数計を職員室において、そして例

えば体育の時間であるとか、屋外、屋内というところで指数計を使って活用してい

る状況でありますが、おっしゃるとおり、小規模の小学校が１個ずつなんですけれ

ども、活動が例えば２箇所に分かれる場合には複数必要なときもあるかもしれませ

んので、学校のほうとも協議しながら、そういう状況が頻繁にある状況なのかとい

うところを学校とも協議いたしまして、また予算計上が必要な場合にはそのような

措置をとっていければと思います。 

○１０番（中山美幸君） そういったことも検討していただきたいと思いますね。指数
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計、それから先ほどの熱中症アラートについては、その現場、現場によってかなり

違うんですよ。今回使ってみて、去年から私たちも使っていますが、これは測定す

る場所によってかなりの差違があります。風通しのいいところ、屋内運動場、俗に

言う体育館ですね、こういったところで使う場合にも風通しが悪いと非常に警報が

出てきます。そういったことを考えると、今、１個、１個の学校だけではなくてで

すね、特に中学校なんかは２個しかないんですよ。私は、これは移動式でちゃんと

三脚を付けて移動して、その現場で測定をしながらやっていくことが事故防止につ

ながるんじゃないかと思います。事故が起こったら人災ですよ。そこはですね先ほ

ど言われたように必要があれば予算化するということでございますので、是非そう

いった予算の検討も早急にやるべきです。多分、今から予算審査をされて補正を上

げられるにしても１２月でしょうけれども、もうその時点では間に合いません。新

年度についてはやはり検討していただいて早急な検討結果を出していただきたいと

申し上げておきますが、教育長、そういうことを早期的にやる意志がありますか。 

○教育長（穗園正幸君） おっしゃるとおり、学校は子どもたちにとって安全でないと

いけないと思っております。ですので、子どもたちの健康、安全面が第一義ですの

で、そういう環境の中でそのことが一番ふさわしいのであれば、教育委員会といた

しましても学校の管理職とも話をして、そういう部分の予算を計上していくのはや

ぶさかでないと考えております。 

○１０番（中山美幸君） そういったところも十分検討して、子どもたちの安全という

ことと、安全と安心は違うんですね、子どもたちにどういった安心感を与えるか、

それも１０人違います。昔は十人十色、今、一人十色ですよ。いろんな感覚を持っ

ていますから、そういったところを加味しながら進めていただきたいと要望申し上

げておきますし、また、一昨日、小学生とお話をする機会もございました、中学生

とも話をしているんですが、よく子どもたちとは私は話をしていますので、今、水

筒を持って行っているということなんですが、熱中症対策について、先ほど言った

熱中症アラートや暑さ指数計は本当に科学的に必要なデータです。それとは別に、

熱中症について一番は給水だと思っています。日赤の講習会等に参加していますけ

ども、そういった中でも熱中症に対しては水分補給。先ほど教育長から答弁があり

ましたリンパの辺り、大きな血管の辺りを冷やすということも大事ですけれども、

その以前に、そういうふうにならないということを考えたときには、やはり水分補

給ということであるようですが。小学校の生徒に聞いたら、中学校もそうでした、

水筒は持って行っているけれども、足りなくなると。足りなくなったらどうしてい

るの、水道水を入れているということなんですね。それは確かに大崎町の水道水は

きれいです。きれいで塩素を入れなければミネラルと一緒なんですね、大崎町の水、
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調べましたけど以前。非常にいいんですが。同僚議員も２０１８年、町長、これは

記憶があると思いますが、２０１８年１２月、それから２０２２年９月、学校に子

どもたちのための給水器を設置したらどうかということを言っているんですよ。そ

のときに冷水機についてはどういう回答を言っているかというと、これは前の藤井

教育長のときもそうですが、空調設備等で環境改善が図られた、今後の状況を見極

めて考えていきたいということを言っていらっしゃいます。それから穗園教育長が

言われたのもあるんですね。穗園教育長も、令和４年第３回９月議会です、同僚議

員が質問したときにも、地球温暖化の気温の上昇から環境状況を見極めながら検討

してまいりたいと、考えておりますと。検討してまいりたいということをここで明

言されているんですね。前教育長も現教育長もそういうことを述べていらっしゃる

んですね。この検討された、もう大分経ちますね、この発言があってから。それま

でにどういった検討をなされたのか。そして、どういう方向で実施を考えていらっ

しゃるのか、もしくは実施しないのか。その点について話し合いをするということ

ですので、されたのか、されていないのか、どういう結果が出ているのかを答弁を

お願いいたします。 

○教育長（穗園正幸君） 熱中症対策における冷水機の過去の同僚議員からの質問等を

含めましてですが、現在のところ、先ほど申し上げたとおり、各自の子どもたちが

自宅から水筒を持って熱中症対策ということで、個々人でのどの渇いたときに飲む、

あるいは体育の時間でも給水的な部分の時間を取ってやっているところで、現在の

ところ、そういう対策の中で熱中症が起きたという学校からの報告は聞いていない

ところでございます。 

先ほどあった、気候の変動という部分の中で冷水機を設置したほうがいいのかど

うかにつきましては検討するという答弁をしておりますが、具体的に、例えば学校

長と合わせまして冷水機の協議が進んでいるかというと、そのところはまだ協議を

学校長等とはしているところではございません。一番安全なのは、子どもたちが水

筒を持って、それぞれがその子に応じて適宜、水道水も含めまして水を給水してい

くということがすごく大事なことですので、子どもたちにとっては自分の身の安全

ということ、のどの渇きというのを適宜して、教師のほうが指導をしていく。そう

いうことがすごく大事なのではないかと思っております。 

以上です。 

○１０番（中山美幸君） 教育長、私非常に残念です。今、教育長の答弁の中で水分不

足による事故が起きたとは聞いていないということをおっしゃったんですね。私が

申し上げているのは、そういったことが起こらないようにするための予防策をお話

ししているんですよ。起きてしまってからやったんじゃ、どうしようもないじゃな
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いですか。学校で熱中症になって、その現場では現れなかった、ところが、家庭に

帰って夜救急車で運ばれましたと、そして亡くなりました、原因は熱中症でした、

そういうことが今後起きないために、この気象状況の中で起きないための予防策と

して私はお話を申し上げています。 

ところが、今の教育長の答弁は非常に残念だったのはそこですよ。起きたという

ことを聞いていない。じゃあ、聞いてからやるんですか。お伺いします。 

○教育長（穗園正幸君） 答弁の中で誤解があったと思いますけれども、対策は先ほど

も申し上げたとおり、万全に各学校で水分補給だけでなくてやっている状況でござ

います。各学校、それぞれ管理職の指導のもと担任とやって、起きないように、こ

れは先ほども申し上げたとおり、学校では子どもたちの安全は一番重要なことです

から、起きないようにみんな努力しているんです。それを前提として、先ほど申し

上げたんです。 

水分補給に関して、それが足りない、それがどうという声は今のところ聞いてい

ないので現状の対策を続けていくと理解していただければありがたいと思います。 

○１０番（中山美幸君） わかりました。そうしたら、私のこの提案についてはやらな

いということをおっしゃっているということでよろしいですか。 

○教育長（穗園正幸君） 以前の答弁のときにも申し上げましたけれども、気候変動あ

るいは給水の状況を現状見ながら、必要なときがあれば検討してまいりたいという

ことで、やらないということでなくて、今後、気候の変動とか給水の状況が、すご

く今の状況では無理だという状況であれば検討していくということで、以前、質問

があったときにそのように答えているところでございます。 

以上です。 

○１０番（中山美幸君） 非常に残念ですね。今から予防策として私は提案しているん

ですよ。そして、実際、子どもたちから、自分たちで持って行っているけれども足

りないよと。そして、ある子どもは、今まで持って行っていたよりも大きいな水筒

に替えてもらった、それでも足りませんと。そして、今度は逆に重くなりましたと

いうことなんですよ。なぜ、そこでそういったことを考えてあげられないんですか。

教職員が、管理者がと言いますけれど、管理者がそこまでしっかり見ていますか。

特に大崎中学校、前にもいろいろとお話を申し上げています。本当に管理者がそこ

まで見ていますか、子どもたちのことを。先日もありました、子どもたちからお話

を聞きました、体育祭の練習を外でやっていました、暑かったので屋内体育館でや

ることになりました、ところが、屋体は風通しも悪くて、逆に暑かったという話も

私はお伺いしているんですよ。教育長はそこまで把握をされていて、こういうこと

をおっしゃっているんですか。町長お伺いします。子どもたちの安全対策というこ
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とについて給水器はやはり必要だと、子どもたちのためには本当に足りない部分は

補給できるような対策は必要じゃないのかなと考えているんですが、いかがなんで

すか。いかがなんですか学校設置者としては。 

○町長（東 靖弘君） ただいま、教育長が答弁をしているところでありますが、教育

長の答弁としては、水筒は持ってくる、水も補給していくわけですけど、水分が足

りないという状況ではないという判断をしている説明であったかと思っております。 

以前も議員の方からウォータークーラーの質問があったことは理解をいたしてお

ります。また、登下校の際に水筒を持っていくということは重たさもあるのかなと

いうことを感じたところもあったんですが。現時点で昼間暑い状況が続いている、

そしてまた子どもたちの屋外の授業に影響を受けながら水道水を補給しているとい

う状況がありますので、実際、今、地球の温暖化といわれて、私たちの地域でも三

十数度という温度の高い日が続いていますから、小中学生の生の声を聞いていただ

いて、本当にそういった必要性が高いということになってくるのであれば対策を考

えるという、そういう順番を踏んで確認していただくということが必要じゃないか

と思います。その上で、今のときに必要だとなってきたら、それは当然予算が出て

くるわけですので、それを考えるべきことと思いますが、前段で教育委員会が捉え

ていること、学校側が捉えていること、生徒が捉えていることの実態が若干食い違

っているのであれば、それを調整していく必要があるので、話し合いが必要ではな

いかと思います。 

以上です。 

○１０番（中山美幸君） 是非、子どもたちと密に話をしてください。私は子どもたち

とよく話をするんですよ、そして、子どもたちの情報なんですね。そして、父兄か

らもそういう話が出ています、保護者の間からも。なぜ、そんなことをしてくれな

いの、ほかの町でやっているじゃないですか、近隣の市町村。曽於市もやっていま

すよね。このときによく読んでみると衛生的でないとかいろんなことをいわれてお

ります。ところが、今、新しいのも出てくるじゃないですか、足で踏んで飲むやつ

じゃなくてボトルをさっと出せば、そこに出てくるやつもあるじゃないですか。そ

ういったやつについても衛生管理というのはできていると思うんですよ。水道直結

型をやると、そんなに予算的にもかかるものではないということを思っていますの

で。私たちは活動の中で１５リットルの給水のボトルを持っていきますが、子ども

たちはやっぱり足りなくて１５リットルが空になるんですよ。そういう実態を見て

いるんです、現実を把握してからお願いしているんですよ。やはり、そこも子ども

たちと密に、だって管理者は予算の問題だったり、いろんなところに自分たちの立

場を思ってそういった予算を計上しない、いや、大丈夫ですよというようなことを
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いっているじゃないですか。本当に住民、底辺の子どもたちの意見というのは大事

にしてください、申し上げておきます。是非このことについては、町長も含めて善

処していただくように、本年度中は無理でしょう、予算の関係がありますので。ふ

るさと納税を使えばいいじゃないですか、学校教育で使えるんじゃないですか、ふ

るさと納税。昨日も条例が出てきましたけども、そういったことを申し上げておき

ます。本当に検討してください。検討するという言葉だけでは駄目です。だから、

本日はそういったところまで質問しているんです。ちゃんと検討すると言っている

んですよ、検討した結果もないじゃないですか。議会で質問されたときに、検討し

ます、じゃあその検討は本当は検討しなくても検討しますと、そこで終わっている

ということです。全然質問の意味がないじゃないですか。議員としていろんなとこ

ろを調査したり、いろんなものを考えながら、ここで一般質問をします。そうした

ときに検討します、じゃあ検討した結果はどうなんです、検討されていない。それ

でよろしいんでしょうか、それで議論の場なんでしょうか。そこについて１点だけ

お答えください。 

○教育長（穗園正幸君） 先ほど町長のほうからもありましたけれども、今、議員のこ

とを聞いて、特に子どもたちの声が一番大切かなと思っております。そういう場に

おいては、例えば子どもたち、保護者もそうですけれども、ＰＴＡの場、あるいは

学級ＰＴＡの場で保護者の意見を聞く場もあります。あるいは、子どもたちにとっ

ては学級の中で学級活動とかいろんな場がありますので、そういう意味で自由にい

ろんな学校生活にかかわる、給水だけではないんですけれども、いろんな困りごと

を自由に言える雰囲気といいましょうか、そういうような中で先ほど議員もおっし

ゃいましたように、管理職が生徒、子どもたちの意見、あるいは保護者の意見を吸

い上げてもらえるような雰囲気、あるいは学校経営ができるようにしていきたいと

思っております。 

以上でございます。 

○１０番（中山美幸君） 是非ですねそういった関係をつくっていただいて、もう少し

意思疎通を図っていただいて、子どもたちに快適な生活空間、そして安全だけでは

なくて安心を与えてください。安心して学力が伸びる、安心して勉学に励めるとい

った環境をつくっていただきたい。安心と安全は異なります。そこは十分注意をし

ていただきますようにお願いを申し上げて教育問題についての質問を終わります。 

次に、これも４回から５回でしょうか同僚議員が交通弱者の移動手段について質

問をいたしております。非常に何回も、これだけの会の中で町長は検討しますとい

うことをおっしゃっているんですよ、中身を読んでもいいんですが。そうした中で、

今までに交通弱者に対する回答、どういった状況になっていて、どういったことが
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あって進まないのか、まず、その論点についてお話しいただけますか。 

○町長（東 靖弘君） お答えします。 

交通弱者の移動手段の確保につきましては、本町にふさわしい公共交通体系を検

討するため、令和４年４月に大崎町地域公共交通活性化協議会を設立いたしました。

協議会では、これまで実施したアンケートや状況調査、並びに地域のニーズを踏ま

え、地域内移動支援や新たな交通サービスの導入など、引き続き検討している状況

であります。 

このため、最終的な案としましてはまだ決定されていないところでございますが、

私自身も医療機関への通院等に不便を感じている住民がいらっしゃることも認識し

ておりますので、タクシーの利用助成やオンデマンド型地域公共交通システムの導

入など複数の選択肢がある中で、本町に適したサービスの導入に向け、できるだけ

早期に結論を出してまいりたいと思っております。 

以上です。 

○１０番（中山美幸君） 早急に結論を出したいという町長の意向であるようでござい

ますが、是非、その協議会の話し合いが実のあるものになっていただきたい。２０

１６年１２月、２０１８年１２月、２０２１年３月、２０２２年１２月、私が議事

録から把握しただけでも４回、同じような質問があるんですね。その中で、すべて

といいましょうか、検討いたしますと、協議いたします、勉強をさせていただきま

すというような答弁をなさっているんです。 

先般も高齢者の方々とお話をする機会がございました。そうするとですね免許証

を返納した後にどのように病院に行ったらいいのか、また、先般お話を申し上げた

ときに、介護保険のときにお話をしましたが、６５歳以上の世帯が大崎町では２,

９９４戸あるということを申し上げたと思います。これは５月現在だったと思いま

すが、確かそれぐらいだったと思います。そして、そのうちの単身世帯が１,８８

６世帯、夫婦世帯が１,０６２世帯あるんですね。こういった方々が車が運転でき

ない状況、もしくは運転に危機を感じて免許証を返納された場合、やはり買い物弱

者になったり病院に行けなかったりということが多々ある。それは最も重要な福祉

サービスの１つでもあろうと思うんです。だから、そこら辺を、今、令和４年にそ

ういうことをやっているということをおっしゃったんですが、その前の議会からず

っと質問あるんですよね、私が言ったように。４回から５回です。簡単におっしゃ

ったときもありますけども、そういったことの中で新たな交通手段ということを、

今、町長はおっしゃったんですが、どういったものを考えていらっしゃるのか、ま

ずお聞かせいただけますか。 

○町長（東 靖弘君） これまで公共交通政策会議をやってまいりました。そこの中で、
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２２０号線、２６５号線を走る公共交通のバスの乗車率がどうなのか、高校生の乗

車率がどうなのか、高齢者の乗車率がどうなのかといったデータを取る、それも協

議会をスタートしてから実施してまいりました。 

それと、おっしゃいましたように免許証返納者に対する、交通弱者、買い物弱者

といわれますが、そういった現実がどれぐらいあるのかといったものの実態調査を

１年間かけてこれまでやってきたといういきさつがあります。 

ただいま御指摘がありましたように、高齢者が多くなってきている、単身者も多

くなってきている、買い物、医療といったところが発生しているということは現実

の問題でありますので、今までこういった課題を整理しながら、最終的にはどうい

うスタイルで、どの方式でやるかということになりますので、今、そこのところに

最終的には来ているところでありますけど、こういった現実を踏まえながら新たな

ステップに入っていく。いつまでも、これを、ただ検討、検討というわけにはいか

ないということがありますので、そういう方向性を持って進めていきたいと、取り

組んでいきたいと思っております。 

以上です。 

○１０番（中山美幸君） 私もですねこれをずっと考えていました。そして、先般、高

齢者との話をお伺いしてですね、同僚議員はやっているのになというものがあって、

どれぐらい進んでいるんだろうかということで議事録をずっと調査したんですね。

そしてまた、いろんな話をお伺いしたんですけども。一番の問題は病院なんです、

病院と買い物なんです。以前、町長は一般質問の中で宅配をやろうというような検

討もされているようですね。それも、その後、頓挫していますね。うちの商工会で

もですねそれを考えたことがありました。やはり、採算性の問題が商工会の場合は

商工業の方を対象に考えていますので、やはり視点が若干違います。商工業の方々

がやる場合はやはりある程度の利益、ボランティアではちょっと厳しいかなと。そ

こに行政からの助成金、もろもろそういったものが加味されるんであれば業者も出

てくるでしょうけども、若干そこについては考えられる部分がありましたけども。

これは１つの福祉サービスとして、行政としてやっていく方法を検討しないといけ

ないのかなと。そしてまた、営業ナンバーの方々との協議は非常に難しい部分があ

るということは理解しています、いろんな交通会議で話をされても営業ナンバーの

方々との協議というのは厳しいだろうなというのは理解します、いろんなことがあ

ります。 

そういった中で私は１つ提案したいのは、代行業の方がいらっしゃいますよね、

そういった方々との協議会をつくっていただいて、免許証は返納されたけど自分の

車を持っていらっしゃる方々は代行業に依頼して、町で調整しながら運行していく
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と方法を考えたんですが、いかがですか。 

○町長（東 靖弘君） まず、医療のこと、買い物のことということで、これも実態調

査をやっておりますが、現時点では子どもが乗せていってくれたり、あるいは高齢

であっても自分の車で行く。買い物も似たような状況でありますので、交通弱者と

しての数字は低いんですが、ただ、これから先を考えたときに、こういった状態は

どんどんどんどん高くなっていくということを判断していかなければならないと捉

えております。 

大崎町の医療の分野で３５.６％が鹿屋市なんですね。その次に町内の医療機関

が３３.５％、志布志市が２６.６％ということで、医療機関としては鹿屋市が一番

多い。そしてまた、先ほど申し上げましたけど、利用交通手段は自分で車を運転す

るが約８０％で、あと家族などに送迎していただくことが１４％程度となっていて、

通院する頻度は月に１回程度と、あと体調が悪いときというデータが出ておりまし

て、大崎町の場合はかなり鹿屋市の医療機関に頼っているところがありますのでタ

クシーを使ったときに、かなり高い金額になります。そうなったときに、志布志市

の医療機関もそうですけれども、個人で何回もタクシー利用することができないと

いうことがあります。月１回というのはちょっと少ないのかもしれないんですけれ

ども、それは控えめにしていらっしゃるということがあろうかと思うんですが。審

議の過程の中で、自分の思いの中でどうやって、医療機関が町外にかかっていらっ

しゃるわけですから、交通弱者といわれる方々をどういうふうに支援していったら

いいのか、ここは非常に大きな課題で、なかなかそういった結論が見いだせなかっ

たという状況であります。そういったことがありまして、実施に向けて、あれがい

い、これがいいといういろんな考え方もありましたけれども、今後、早急に結論は

出していくということで対応はしていきたい。そしてまた、先ほどタクシーとかと

いうお話をいただきましたけれども、そういったことも協議の分野でやっていきた

いと思っております。 

そういったことで、白ナンバーでしょうか、代行業者がそういった方々の送迎を

行うといったことに対しての私の判断ということになってまいります。代行業者も

一番、中山議員が精通しておられますけれども、夜の酔っ払ったお客さんを自宅ま

で届けていく、そしてまた、車を別に保有しながら届けていくと、代行事業の許可

はそういったところから出てきていると捉えております。それが昼間の営業として

どういうふうにできるのかと、そういったところは十分承知しておりませんので検

討していくこととなりますが。ただいま御意見もいただいておりますので、公共交

通政策会議の中で、ただいまの御意見をもうちょっとまとめさせていただいて説明

し、理解もしていただくことが必要なのかなと捉えております。 
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何らかの形で通院の皆さん方、買い物の方々を支援していく対策をしっかりと取

っていく、いつまでもこういったことでのろのろしておられないと考えております

から、しっかりと御意見を踏まえながら検討をさせていただきたいと思っておりま

す。 

それから、買い物、自宅までの宅配といったことができればということで、生協

の方々も来られましたし、いろいろ検討もいたしました。宮園集落ではサロンの中

で東串良町の魚を販売される方々が月１回とかという形で来ていただいていると、

そういう働きかけをして実現しているところもあります。現在、テスト的ではあり

ますけれども、生協の方が来られて、月１でしょうか、１回か２回、大丸と益丸で

生活物資を販売をしておられる。そういったところは、小刻みではありますけれど

も、今、社会福祉協議会のほうで進んでいるところであります。だけれども、それ

が全体的にカバーできているというわけでもありませんので、こちらのところも対

策を急いでいく必要があると思っています。 

以上です。 

○１０番（中山美幸君） 今、町長のほうから割と建設的な考えをお伺いしました。 

代行業についてはですね昼間であろうと夜であろうと関係ないんですね。二種免

許を持っていて保険もちゃんと掛けていらっしゃって、個人所有の車、運ぼうとす

る人の車であれば問題ないです。それに人を乗せて走ったら白タク行為ということ

になります。それはちゃんとした陸運の許可証、許可番号を持っている方々ですの

で、もし青ナンバーの方々との協議がうまくいっていない、本町だけでできないん

であれば、そういうことも検討の１つの課題として取り入れてもよろしいのかな。

ということは、１つの産業の育成にもなってくるというふうに私は捉えております

ので、是非、それは検討だけではなくて、本当に協議をして結果を出していただき

たい。できないんだったら、何か別な方法を模索しないといけないじゃないですか。

今後は高齢化率も上がってきますよ。そういったときにそういった弱者の方々をど

うやっていくのか、それは福祉の関係、住民サービスということでございますので、

是非、町長の話を聞いたら前向きにやりそうな感じでしたので、そういうふうに理

解し、この質問は終わります。 

引き続き、大規模災害時における住民の生活インフラの整備についてをお伺いし

たいと思います。今、いろんなところで大きな災害が出ています。そして、孤立し

たとかいうことが出ていますが、そういったときに本町としてはどういった手立て

を考えているのか。まず、全体的な構想として行政として考えている構想について

お示しをいただけますか。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 
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住民の方々が生活する上で上水道、公共下水道、電力、ガス、通信等のライフラ

イン施設、道路、橋梁、河川施設などの公共施設は、地域生活の根幹をなすもので

ございます。これらが大規模災害により被害を受け機能麻痺に陥ることによる影響

は極めて大きく、特にライフラインの被災は安否確認、住民の避難、救命・救助等

の応急対策活動等に支障を与えるとともに、避難生活環境の悪化等をもたらすこと

から、町・県及びライフライン事業者はライフライン施設について、風水害に強い

施設を整備するとともに、災害が発生したときも被害を最小限に止め早期復旧が図

られるよう拠点の分散、代替施設の整備等による代替性の確保など、施設の災害防

止対策に努める必要があると考えております。 

以上です。 

○１０番（中山美幸君） 私がここで注目しているのはですねいろんな災害時のテレビ

放送を見てみますと、情報機関等の情報を見てみますとですね一番最初に考えられ

るのは水なんですよ、水が寸断された。昨日の同僚議員の質問に対して、急傾斜地

で危険なところが１１１箇所というような答弁がございましたよね。そういったと

ころの中で孤立してしまう集落が多分水道が止まる、そういったところはどのよう

なことを考えていらっしゃいますか。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの御質問に対して、担当課長のほうで答弁をさせてい

ただきます。 

○水道課長（本松健一郎君） お答えいたします。 

災害時における水道関係の対策についてということで御質問でございます。本町

では災害及び事故発生等における水道水の円滑な給水及び早期の復旧ができるよう

水道危機管理対策マニュアルを定めているところでございます。 

まず、設備面では老朽化した水道管を鋳鉄管などの耐震性を持つ配管に計画的に

更新することと、取水施設等の管理につきましても平常時から点検や監視を行い、

早期の異常発見に努め、大事故の未然防止に心がけているところでございます。 

しかしながら、大規模災害時には水源、浄水場の冠水や道路決壊等に伴う配水管

の損壊などが多数発生することが想定されまして、給水経費により住民生活へ多大

な支障も生じることも想定できることと思っております。 

災害事故発生時には状況に応じて対策本部を設置し、被害が甚大であると判断し

た場合は、近隣町への応援要請もしくは鹿児島県を通して自衛隊の応援要請を行う

こととなっているところでございます。また、心配されるところでは、自衛隊が到

着するまでの間、本町の独自で対策をとるわけですが、公益社団法人日本水道協会

の支援や協定を結んでおります曽於地区の水道協議会の広域連携に要請をかけまし

て協力体制を構築することと考えております。 
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なお、独自の給水対策としましては、消火栓などを利用いたしまして給水場を設

営する、もしくは水道課のほうで６リッターぐらいの給水袋を９００枚ほど常備し

ております。それを運搬用の容器として配布するような形を取る考えでいるところ

でございます。 

以上でございます。 

○１０番（中山美幸君） 若干時間も押してまいりましたので早口になろうかと思いま

すが。今、課長のほうで答弁をいただきましたけれども、大方了解できます。しか

し、大規模災害があった場合に孤立した場合に道路等も塞がるわけですよ。自衛隊

の給水車、それから本町からの給水は不可能に近い状態ですね。そういった場合に、

その地域、地域にもし井戸があるんであれば井戸が活用できるような発電機の貸与、

私はそういったことも考えるべきじゃないのかなというふうに思いますし、また通

信手段も途絶える可能性がありますよね、特に山間部については可能性としては大

だと思いますが、そういったところについてどういった手立てをするのかというこ

とを考えてみますと、防災行政無線の集落のやつも多分使えないでしょう、そうい

った場合にアマチュア無線の方々がもしいらっしゃるのであれば、そういった方々

の連携を結んでいただく、私も無線の資格は幾つか持っていますけども、そういっ

たものの活用ということ。それから、いろんなところで人命が失われなかった大き

な災害のときに、今までを見てみますといろんなところを聞いてみますと、その地

域のリーダー、ものすごくリーダーの活躍がクローズアップされているんですね。

その地域に、どれだけ防災に対する知識を持っているのか、どういったことを考え

ながら進めていくかという地域のリーダーが私は必要だろうというふうに思います

ので、本当はできるならば各集落ごとにそういったリーダーの養成をすることはで

きないのかどうかということをまずお伺いします。 

○町長（東 靖弘君） 御指摘のとおりであります。まず災害が発生したら電気が来な

くなってまいります。電気においては三日程度では済まないかもしれないし、１週

間かかるかもしれない。あるいは水道においても三日以上かかるかもしれない。そ

うなったとき、通信インフラ、生活の水が補給できない、確保できないということ

で非常に厳しい生活状態が強いられるということになってまいります。 

今、議員さんの発言の中で井戸というお話がありました。それをお聞きしながら

思ったんですが、熊本地震で給水ができたのは井戸があったということが上げられ

ます。昔は我々のところも井戸しかなかったので、その井戸は埋められてしまって

おりますけれども、地震の規模がそうなってくると、どうやって水を補給するのか

となってくるとそういったことが必要になってくるのかもしれないです。井戸に対

する汲み上げるための発電機のことは提言いただきましたので頭に入れておきたい
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と思っております。 

通信手段は先ほどと同じようであります。防災の中で自衛隊、消防とかなかなか

公的な機関がすぐさま駆けつけられるということはなくて、大抵三日は自分でちゃ

んと対応できるように避難物資も自分で確保しておくことがいつもされております

ので、こういったことの周知をやる必要が非常にあると思っておりますし、集落の

中でそういったリーダー育成が必要だということで、これはおっしゃるとおりであ

ります。自主防災組織のことも昨日も出ましたけれども、こういったところで台風

災害があった、地震災害があった、豪雨災害があったときにどうやって避難してい

ったらいいか、どうやって自分たちの命を確保したらいいか、誰を援護していけば

いいかというところが非常に大切になってまいりますので、こういったことに対し

ての自主防災組織の活動としてのモデル地域を選定しながら、そういう取組もやっ

ていくということは本当に必要性が高いですので、それは考えていきたいと思って

おりますことと、マイタイムラインということが使われておりますけれども、自分

の避難計画を立てる、家族の避難計画を立てる、さらに集落の避難計画を立てると

いうことは大変重要であるし、台風みたいにしょっちゅう来ているとそれぞれ意識

があるんですけれども、地震となってくると対応が遅れておりますので、しかしな

がらそうは言っておれませんので、南海トラフのこともありますので、特に沿岸部

に居住される方々の中でこういったところで集落を選定しながら、まずはそういう

ことをやっていきたいと考えております。 

また、１０月には鹿児島大学の井村教授にお願いいたしまして本町での防災教育、

講演、あるいはこれまで避難誘導等、いろいろ御指摘をいただいておりますのでそ

ういったところの点検の確認をお願いしながら、こういった対策に向けて取り組ん

でいきたいと考えております。 

○１０番（中山美幸君） 今、町長がおっしゃいましたようにですねいろんなところで

そういったリーダーを養成していく。できれば防災士といった資格まで取っていた

だくな養成の仕方というのは私は必要じゃないのかなと。同僚議員も私も持ってい

ますけども、かなり勉強をさせられますので、そういったものを育てていくという

のも必要じゃないのかなというふうに考えておりますし、それから井村教授につい

ては、前、大崎町のハザードマップを作成されたときに一緒に活動しておりますが、

一生懸命やられる方ですので、今後期待したいなというふうに考えておりますが。 

あと、もう１点だけ。先ほど水道課長から話がありましたように、近隣市町との

という話がありました。そういった場合に我々大崎町の水道が使えなくなった状態

の場合に他市町村、例えば東串良町、志布志市からのバイパス供給は法的にはちょ

っと厳しい部分があろうと思いますが、協議をしてやろうということになりますと、
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両方から災害のときにお互いに譲り合う、バブルを付けるだけでいいじゃないです

か。近隣までは来ているはずですよね、途中までは来ているはずです、境界までは。

そういったところの接続をしてバイパスをつくっていくという方法もあろうかと思

いますが、町長の考えはいかがですか。また、担当課長としてもそういったところ

はどうなのか。お答えいただきたいと思います。 

○町長（東 靖弘君） そこまで判断をしておりませんでしたので、おっしゃいました

ことにつきましては勉強をさせていただきたいと思います。 

以上です。 

○水道課長（本松健一郎君） お答えいたします。 

先ほどの説明とちょっと重複するところがございますが、広域連携ということで

曽於市、志布志市、本町と、２市１町で広域連携を令和３年７月１日付で協定を結

んでおります。その中で、連携の内容の範囲ということでうたっておりますが、水

道に係る資材の保有の共有、いえば私どもが保有していないものがたまたま破損し

たというところでありましたら、志布志市、曽於市からその提供を受けられると。

もう１つは、先ほど議員からもございました、水道施設の共有利用ということもう

たってございますので、バイパスは、今つなぐことは難しいんですが、志布志市が

保有している水道施設、もしくは曽於市が持っている水道施設の共有はここでうた

い込んでございますので、その辺は担保ができるかと思っております。 

以上でございます。 

○１０番（中山美幸君） そうすると、本町が水道が駄目になった、隣の町が駄目にな

ったというときに、お互いに融通できるじゃないですか。そういったところも首長

の話し合いの中でもう少し進めるというようなことも検討して善処していただきた

いというふうに申し上げ、住民の安心ということを担保に考えていただきたいなと

いうふうに要望申し上げて私の質問を終わります。 

○議長（富重幸博君） ここで、昼食のため暫時休憩いたします。午後は１時から再開

いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時４８分 

再開 午後 １時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

４番、平田慎一君の質問を許可いたします。 

○４番（平田慎一君） 本年２期目の議員選挙に当たって、町民の皆さんが大崎町に住

んでよかった、町外の皆さんが大崎町に住みたいと思える町にしていくために、地
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域の未来を町政に伝えてまいりたいと訴えてまいりました。今回、その中の持続可

能な農業振興について質問してまいりますが、先に益丸地域圃場整備事業の理事で

もあり、地域の要でもあり、本年御逝去されました植松弘巳さん、そして同僚議員

でもあった諸木悦朗さんの御逝去に対しまして、今までの御尽力に感謝申し上げる

とともに御冥福をお祈り申し上げ、質問に入らせていただきます。 

現在進行中の益丸圃場整備の現況を踏まえ質問してまいりますが、当初、地下水

位制御システム、いわゆるフォアスシステム、端的に説明すると、水田を畑地とし

て使えるように水分調整ができるシステムですが、この導入採用に対して役員会で

反対があり、導入しないとなっていたと思っていましたが、初期段階の役員から役

員変更があり、導入するようになったのかと思いますが、内容についてお聞きしま

す。 

工事範囲のすべてに導入するのか。そして、事業条件として工事完了後の２０％

の生産効率アップ及び８０％の認定農業者集積の目処が付いているのか。また、小

水力発電の活用を考え、再生可能エネルギーを農地の保全に充て、持続可能な農業

につなげることを考えるべきだと思うが、本町の考えについて、まずお聞きいたし

ます。 

○町長（東 靖弘君） まず、フォアスの導入についての件でございますが、地下水位

制御システム、フォアスは、圃場の地下水位を自在に調節することを可能とし、排

水性向上と用水管理の省力化を実現した新たな方法であります。益丸圃場整備地区

においては、このシステムをすべてに導入する計画であります。 

次に、工事完了後の２０％の生産効率アップ及び８０％集積の目処についてとい

う御質問でございます。農地中間管理事業機構関連事業の要件として、事業完了後

５年以内に販売額２０％以上向上及び担い手への集積率８０％以上向上などがござ

います。県への計画承認の段階で、どの方に集積する、どのような作型であれば２

０％以上向上するというところを検討し、令和２年度の計画の採択を受けておりま

すが、計画の段階から担い手の状況など変わってきているところもございますので、

関係機関、県の畑かんセンター、大隅地域振興局、農地バンク、土改連等と協議を

行い、目標を達成するよう検討を行ってまいります。 

次に、小水力発電の活用についてでございます。小水力発電につきましては、水

の流量または水が高いところから低いところへ流れる落差を利用して発電するもの

です。益丸地区については多大な効果が期待できる設置に適しているような箇所が

なく、現状は計画しておりません。導入については、売電収入が見込める一方、高

額な事業費や維持費がかかることも懸念されます。小水力発電につきましては、実

際可能なのかといった調査は必要であるかと思っておるところでございます。 
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○４番（平田慎一君） 調査が必要ということなんですけれども、なぜ小水力発電の必

要性を言うのかということなんですが、これは当初の役員会議で、いわゆる声の大

きな方がですね電気代がかかる、維持費がかかるからつくらないということの発言

があって、その方向でなったと私も理解しているんですが、時、私も農業委員とし

てその会議に参加しておりましたので。その後、すぐ議員になったものですから、

会議に参加しておりませんので、その後の詳細な経緯は把握しておりませんでした

が。小水力発電を活用することで解決できるのではないかと思ってですね個人的に

私も調べておりました。 

小水力発電の農業農村整備事業を活用した施設は、全国で約１６９箇所、今現在

あります。農業用水を活かし、売電収入を得て、先ほど町長もちょっと触れており

ましたが、農地の保全に充てる財源として活用する。足下にある自然由来の資源を

使って新たな財源を生み出し、各種作業の負担軽減にも役立つと考えるが町長の御

所見をお伺いしたいんですが。これはですね国の補助等もございますし、益丸圃場

整備以外の圃場地区の分でも小水力発電等を使うということができると思います、

特に持留地域とかですね。その辺の部分を加味して町長の御見解をお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 先ほど答弁いたしましたけれども、益丸地区において小水力発

言に適した場所があるかどうかというところを考えたときに、答弁でもいたしまし

たが、落差が大きい、あるいは流れが急流であるといった条件に合致するところは

なかったと聞いているところであります。 

また、導入に対して適地がそこにあれば保全場でも利益が生まれますので利便性

が高いところでありますが、適地がないというお話をしたところだったんですけど、

またほかにあるのか、調査は必要なのかなと思っております。 

持留地区の小水力発電のことも触れられたところでありますが、持留地区におい

ては轟の滝で落差が非常に大きいということがありまして、民間事業者にお願いし

て小水力発電の場所としてどうなのか、事業可能かということで打診をしていただ

きました。事業は可能ではあるということでありましたが、御存知のように非常に

急峻な崖があって、そういった状況でもありますので、その後、そういったことに

つきましては進んでいないところでありますが、やはり小水力発電に適したところ

があれば積極的に導入すべきだと思っていますし、あるいは受益者で株式会社組織

をつくって負担方式にして、受益地で管理運営していくということが一番妥当かな

と思っておりますので、御質問にありましたように調査してみるというところで止

めさせていただきたいと思います。 

○４番（平田慎一君） 是非ですね調査していただきたい。 

私が調べたときは、益丸圃場整備で水を取っているところは平良上のほうの川の
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ほうから取っていますけど、永田水神の上のほうですね、あっちのほうからであれ

ば小水力発電は取れるというようなことを若干聞いた覚えがあるんですよね。発電

量は若干下がるんですけども、それなりの売電は多分できるという方向で伺った部

分もございますので、その辺も考えて調査のほうをしていくべきだと思います。 

この部分は何でいうかと、重複してまたいう部分なんですけども、各水利組合の

水利にも差がありますよね。特に益丸水利の場合は、町長が頑張って中間管理機構

の集積時の補助金９０何パーセント集めましたよね、東京とか職員がみんな回って

ですね。あのおかげで水利費を負担額に充てて無償で、水利費を払わなくて今済む

状況で、益丸水利は多分していると思います。そのお金がもう消えるんですけども。

だから、ほぼ９０％から１００％ぐらい作付けされていると思うんですけども。で

も、ほかの地域で考えるとそういうことがあまりないんですよね、やっぱり５,０

００円、６,０００円払っている、そういう組合もあったりとかですね。中には農

業法人が大体６０％ぐらいの農地を全部していて、水利費だけでも相当なお金を払

わないといけないという厳しい状況でもあるとお聞きしますし、そういう部分の負

担の軽減にもなると、今触れた部分で小水力発電もお示ししたところでございまし

た、必要性があるんじゃないかなと。是非調査研究されて、使えるところは是非や

っていっていただきたい。これは農業振興に必ず循環型につながっていくというふ

うに思っております。 

続けて、水田作物に関してなんですが、米やＷＣＳだけではなくてですね大豆や

麦など転作田んぼ、いわゆる圃場整備を中心とした団地化されるところで、他の作

物とブロックごとにローテーションを図ることで転作障害を避けることにつながる

と思うんですが、本町水田の作付作物の戦略、方向性、特に圃場整備をした場合広

がるわけですから、１反とか５畝だったのが３反、５反となるわけですから。そう

いう方向性をどのように考えているのかお聞きします。これは水田活用の直接支払

交付金見直しの水張り制度を加味したお答えをお願いいたします。 

○町長（東 靖弘君） ブロックローテーションの御質問でございました。現段階で、

本町の水田については整備率が非常に低いという状況があります。今、一生懸命や

って整備率を上げていこうということで益丸が今回圃場整備の対象になっていくわ

けでありますが、作付けを効率的にやっていく上ではブロックローテーションはと

ても大切であります。 

私が知っているところでは、都城市がブロックローテーションをやりながら、こ

の地域は稲作、この地域は飼料用稲という形でやっておりますので、圃場整備等が

着実に進んでいくときにはそういうことを検討していく必要があると思っておりま

す。 
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大豆の作付け、小麦の作付けという御質問が出たところでありますが、本地域に

おいて、大豆の作付けはなかなか進んでおりません。非常に少数であります。これ

が熊本や佐賀県といった水田地帯であると、大豆、麦がつくられて、それこそ産地

になっているところでありますが、湿田というところはなかなか解消できない、本

町の場合はそういったこともありますので、フォアスを実施して汎用性を高めなが

ら作付けができるかどうかはこれからの試験によるのじゃないかと思っております。

小麦も需要が求められる中でなかなか作付けもできていないところでありますが、

湿田地帯でそれがかなうのかどうかというところもこれからのことになるのではな

いかと思います。 

○４番（平田慎一君） そういう部分も含めながら、湿田、そういうところはそういう

ところなりの使い道を模索して考えていきながら戦略にやっていく方向がいいのか

なというふうに思っております。 

あと、飼料稲だけではなくて、やっぱりデントコーンも作付けという補助事業も

付いた一定的な部分もございますで、それも含めた戦略的な表作、裏作という形を

含めた戦略を地域ごとにやっていくことも１つの方向性なのかなというふうに思っ

ております。その辺もですね重々考えてやっていっていただきたいなというふうに

思っております。 

次に、今年、飯隈橋沿線の農道にて農作業車の河川への転落死亡事故がありまし

た、農業車のですね、農作業の後ろに機械を積んででしたが。私の同級生のお父さ

んでした。本町は農地の舗装整備が、先ほど町長が言ったように近隣市町と比べて

ちょっと遅れていて、今町長が圃場整備のほうをどんどん進めていますけども、遅

れている状況であります。農業用機械も大型化し、農業経営者も高齢化している中

で安全な農道整備がやはり求められております。特に舗装整備ですよね、あとは吹

き付け等もあるんですけど、そういう部分の今後の取組をまずお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 農道につきましては、現況に合わせて整備するのが基本となっ

ておりますので、農家以外の方も利用する交通量の多いところはアスファルト舗装、

農家が圃場を利用するための道路は砂利舗装となっております。幅員については、

一部４メートルの箇所もありますが、基本は５メートルとなります。 

今、非常に機械が大型化してきていることがあります。４メートルの農道であっ

ても、大型のトラクター等が入ってくると離合することがなかなか難しいのが現実

の農道であります。水田だけなくて畑の農道も離合地帯も出てくるとか、非常にや

らないといけない状況であるかと察しております。 

生産性を上げる圃場ですので利便性の高い舗装にしていくことを当然考えていか

なければなりませんけれども、先ほど発言しましたように、今、圃場整備を一生懸
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命進めている段階でありますので、それをやりながら、また、どうしても必要性の

高いところについては改めて考えていくという対応をしながら進めていくことにな

るかなと思います。 

○４番（平田慎一君） 今、圃場整備を進めている段階でですね役員会等でも誰がこの

辺りの圃場を作付けするというのは大体わかると思うんですよね。そうなった場合、

やっぱり農業法人等、大型機械を持っているところが多い場合は、やはり道路面積

をちょっと広くするとかですね、そういう方向性というのも考えていかないといけ

ないんじゃないかなと。特に今後はですね、今、町長が一生懸命力を入れてどんど

ん圃場整備をしておりますけれど、そこは優先的に考えていっていただきたい。そ

うすることで持続可能な農業振興が今後さらに伸びていく方向性になっていくと思

います。新しい人たちも入ってくる可能性というのが高くなりますので、その辺は、

また考えていっていただきたいというふうに思います。 

次に、農地の除草作業や維持管理等をですね少子高齢化の中で厳しい状況です。

今後の取組についてどのように考えているのかについてですが、これは１つの提案

としてですが、土壌消毒器による蒸気除草ができるんですよね、熱処理ですよね、

いわゆる。除草剤を使用しない雑草処理、薬剤を使用しない殺菌、殺虫可能であり、

作業労力や予算削減にもなると考えますが、このようなものの取組も考えるべきと

思いますが、町長の御見解をお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 現段階で農道等の除草については、御存知のように多面的機能

向上対策事業でその地域においてはそれをやっていったり、あるいは集落の道路作

業、水利作業といったところでそれぞれ集落において除草をやっているという状況

であります。 

ただ、５月、６月、１０月ぐらいまでは雑草が伸び放題になってまいりますので、

やはり２回、３回刈ってもすぐ伸びていくという状況であります。そういった中で、

現段階ではそういったところでそれぞれのところでやっていただいているというこ

とでありますが、土壌消毒器で絶やしていくとか、それ自体初めて知ったところで

ありますが、どういう形で使用するのか、機械がどういったところにあるのか、あ

るいは使用料の問題も含めてですけれども、実際実績はどうだったのか、いろんな

ところも調べていかなければなりませんので、今御指摘のあった部分につきまして

は初めて聞きましたので、こちらはちょっと勉強させてください。 

○４番（平田慎一君） 実はですね、これは本町でもされている方が１社ありまして、

安田農園さんが土壌消毒器をお持ちでハウスにも使われているんですけれども、実

際効果がいいよというので、ものすごく言われております、実際現物も見れますの

で。 
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これは基腐病のハウスの苗床にも使われておりますので、是非ですね町長も一回

見られてですね。金額もそんなに高くないみたいです、１５０万、２００万円程度

ぐらいで移動式になるということだったので、是非見て、研究をしていただいて、

使える部分は使っていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

次に、圃場整備内の区域に遺跡や史跡があるんですけれども、これは益丸圃場整

備に当てはめてしますけども。この整備や管理の考え、特に個人名義のときにまと

まっているところが多いんですが、その対応をどう考えているのか。益丸圃場整備

の端っこにあるんですけども、昔からの地主さんのところにそういうところが集ま

っている、お墓があるんですが。結局、圃場整備の対象外になって、そのまま放置

される部分も担っております。だから、そういう部分を含めて、これは教育委員会

かな、どのように考えているのかをちょっとお聞きします。 

○教育長（穗園正幸君） お答えいたします。 

圃場整備場の遺跡、史跡整備や管理についての現状についての御質問でございま

す。現状といたしまして、水神、田の神、あるいは地蔵等につきましては、文化財

保護審議会の調査によりますと、町内ですけれども、圃場近くに１７４基のものが

あります。これらの整備・管理につきましては、地権者の管理のもと、文化財保護

の観点から、現状変更がないようお願いをしているところでございます。 

ただし、後世に管理をする者がいない、あるいはやむを得ない場合に行政に相談

があった時点で、町文化財保護審議会へ諮問いたしまして、建議、答申していただ

きながら文化財の管理に努めることもできております。 

文化財保護でいいますと、保存・管理だけでなく、今後の研究あるいは活用を行

う上で現状のままで保存や管理を行うのが望ましいと思われます。そのために、現

状維持を原則としておりますが、やむを得ない場合に現状の記録の上、現状変更を

行うものとしております。 

以上でございます。 

○４番（平田慎一君） これはですねこの地主さんが高齢化されておりまして、御家族

もこちらにいないということですね。名義変更をされたんだけど、土地がどうなる

かわからないと。昔からある、先祖代々からあるものを集落のやつをどうなるかわ

からない状況にするわけにはいかないと、やっぱり不安があるという相談がありま

したので、是非、そういう部分は教育委員会として寄り添っていただいて話を聞い

ていただいてですね、町に寄附するんだったら寄附をする、整備するなら整備する

でいろいろ考えていっていただきたいなと。こういう部分というのは圃場整備する

に当たってはいろんな部分が出てくると思いますので、その辺は特に注意されて見

ていっていただきたいと付け加えておきます。 
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次に、本町の考える食糧安全保障についてに入っていきます。世界的な人口増加

と国際情勢の悪化の中で食糧の武器化が懸念されて、食糧を今までのように安価に、

安定的に輸入し続けられなくなる。今、いわゆる世界に買い負ける状況になる。国

でも食糧農業農村基本法改正に向けて動いており、食糧安全保障の考えのもとに動

き出しています。また、世界的に見ると、地球の限界を意味するプラネタリーパン

グラリー、いわゆる惑星限界と呼ばれ、人類が生存できる領域の限界点を定義する

概念なんですけども、それが９つの項目のうち、気候変動、生物多様性、土地利用

変化、窒素リンの４項目で境界を既に越え、今後は生態系の均衡が不可逆的に移行

し、負の減少が連鎖的に起こり得るとされています。食糧、農林水産業が利活用し

てきた土地や水、生物資源などのいわゆる自然資本の持続性にも大きな危機が迫っ

ているのが世界的な認識であります。 

そのような中で持続可能な循環型農業の取組を早急に行うべきと考えます。肥料、

飼料の自主生産。これは、牛、豚、鶏、し尿等からの肥料等や堆肥化及び肥料とし

ての生産化を国・県の事業とも絡めて本町で生産する仕組みをつくるべきではない

か。他県ではですね実証例として豚糞を菌床としてマッシュルームの生産、これは

愛知県豊岡市ですけれども、あとはし尿からの濃縮液肥等、これは福岡県ですねイ

チゴや麦の栽培をされています。肥料が９割以上削減されています。結構たくさん

の事例があるんですけども、そういう活用事例が多数あります。本町はそんな中で

もですねこういう市町村の事例の中でも特に原料に事欠くことがないというぐらい

の原料数を持っております。その活用方法、有効利用の考えはないのかをまずお伺

いいたします。 

○町長（東 靖弘君） 令和５年６月の農業物価指数によりますと、農業生産資材につ

きましては、前年同月比で１２１％、特に肥料及び飼料につきましては１４５％を

超えるなど依然として高い水準となっており、農業経営を圧迫していると認識して

おります。こういった状況の中で、化学肥料の低減、環境負荷の低減を実施するた

め、堆肥による土づくりのニーズが高まっていると感じております。 

本町は日本でも有数な畜産地帯でありますので、家畜排泄物由来の堆肥の利用促

進について、今後研究する必要があるのではないかと思っております。議員さんが

発言されておられますように、非常に地球温暖化が進んでおります。先般の新聞記

事で１００年に日本が１.２６度気温が上がったということが新聞に出ておりまし

たけれども、そうしたときに生物の多様性に非常に大きな変化が出てくるし、食糧

が順調に育つかというとそうでないことも指摘されてきておりますので、いろんな

ことを踏まえていくと、有機物を使用しながら作物を栽培していくことが求められ

てくると思っております。食糧生産、飼料生産等においても有機栽培をどういうふ



 

－ 120 － 

うに進めていくか、今、その初期の段階にあるのではないかと思っておりますので、

今後、実践されておられる方々を参考にしながら、あるいは地域を参考にしながら、

我々の地域でどういうふうに進めていくのか、何を選定していくのか、そういった

ところまで突っ込んで、まず勉強していけるようにしていきたいと思います。 

○４番（平田慎一君） 特にですねやっぱり三大肥料といわれる窒素、リン酸、カリ、

この辺の、特に窒素とカリはし尿等からも取れますし、牛、豚、鶏、特に鶏の肥料

からもリンとかとれますから、そういう部分の循環型の自主生産の肥料は取れるん

じゃないかなと。今、ジャパンファームさんも堆肥場がすべて稼働しない状況だと

思いますし、国の食糧安全保障でもですね自主生産の肥料・飼料等の生産に関して

はいろんな予算が付いております。だから、そういう部分を活用しながら、是非そ

ういう部分は活用していただいて持続可能な農業振興を考えていっていただきたい

なと。このあたりについては詳しい農業生産者や農業法人もありますので、その辺

りもお話ししながらやって行かれればいいんじゃないかなというふうに思っており

ます。大崎町はもっともっとそういうポテンシャルを持っている部分がございます

ので、是非そういう部分は活用していっていただきたいなと思います。よろしくお

願いいたします。 

有機作物を使用した学校給食の取組について入ってまいります。これは緑の食糧

システム戦略やグリーン成長戦略、カーボンニュートラル等ですねいろいろなとこ

ろでもいわれております。有機の町、オーガニックビレッジが日本では８４自治体

選定されておりますし、実際ですね有機農業を日本でされている耕地面積は０.

６％です。観光農業といわれるのが９９.４％なんですけれども。急速に数が減る

農家、地域の農業を守るための様々な支援策が必要です。中でも小規模家族農家の

存在が重視されております。規模にかかわらず、農家が地域でいきいきと続けられ

るように支援することが必要で、地方自治体が地域の農業を守る上では重要な役割

を果たします。化学肥料や農薬の問題、また、遺伝子操作された食品が増えてきつ

つあり、そうした要素を可能な限り減らし、昔ながらの安全な食の確保を現在から

未来に向けて確保する政策にもつながる。地域で可能な限り化学肥料や農薬を使わ

ないで栽培された有機作物を地方自治体が学校給食などのために買い上げる、いわ

ゆる公共調達政策は地域の農業を支える、農家を支える上でも、食を安心・安全に

していく上でも、そして子どもたちへの食育ともなります。また、日本では格差の

拡大が進み、子どもの貧困問題が顕在化し、きちんと必要な食料が食べられない子

どもがいる社会構造そのものが問題であるんですが、その対応策としても学校給食

を公共調達にして、誰もが安全な地元食材を食べれる仕組みをつくれれば、格差対

策にもなり、食育もでき、農家も助かる有効な政策になると考えます。 
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世界でも、国内でも、学校給食がきっかけとなって地域の農業が盛んになってき

たところが数多くあります。有名なところでは千葉県いすみ市では、有機栽培の米

を使っていて、これはよく言われますよね、同僚議員も先般、一般質問でも言われ

ておりました、米を使えないかと。あとは海外でもヨーロッパや、近隣では韓国も

給食の公共調達が進んでおります。米は末吉町の議員の方も一般質問された気がす

るんですけれども。そして、地域の食のシステムをつくり出す仕組みをつくる。地

域の消費者、農家、漁師、漁業者、学校、病院、流通企業、食品企業など多くの人

たちが関わって地域で食糧の循環が進むように協力することで数多くの人たちを結

びつけて地域の食のシステム構築につなげ、地域で何が必要か、そうしたことを持

ち寄り解決する食糧協議会、委員会等の仕組みをつくることで地域の食のシステム

を再構築していけば新たな地域での食や交流もつくり出すことができるのではない

でしょうか。それが子どもたちの未来にもつながると考えますが、町長の御見解を

お示しください。 

○町長（東 靖弘君） 有機農業で作付けした水稲などを学校給食にということで、今、

いろんな自治体で学校給食に地産地消という形で進められておりますので、こうい

った有機農業を展開していく、あるいは有機農業に近い状態で減農薬を展開してい

く中で地産地消で年間を通して学校給食に提供できるような構築は必要かと思って

おります。 

本町において、現在は町内の農業法人の方から、大根、タマネギ、キャベツの野

菜、葉ネギなど学校給食に提供していただいておりますし、また、米のなつほのか

も学校給食に、有機農業で栽培した地元農産物を限定的に学校給食に提供しており

ますけれども、これからも持続的に、恒常的にできるような形の有機農業の取組は

必要かと思います。 

本町は水田等においても水質にも恵まれておりますので、そういった面では取り

組みやすいのではなかろうかと思います。一番最初に考えたのは、水稲作による有

機農業の展開ということでありました。有機ＪＡＳを取るには相当厳しい面があり

ますので、それに近い状態に近づけて何年もかけて近づけていくというやり方をし

ながら、できるだけ地産地消ができ、学校給食において地産地消ができる取組をす

べきだと私も思っております。 

先般、テレビを見たときに岐阜県白川町の有機農業が出てまいりました。そこに

何十年もかけて有機栽培をやっているところに移住者が非常に増えてきたと、自ら

も栽培することが出てきておりましたし、もう１つは徳島県でしたけれども、ＪＡ

が有機栽培に取り組んでいるということでＮＨＫで放映されておりましたけれども、

先進地というところは何十年も前からそういう取組をしてきているという実態があ
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ります。私たちの地域はこれからということになりますので、そういった先進地に

学びながら、どういう方向でスタートを切っていったらいいのか十分に基礎をしっ

かりと積みながら、我が国のＳＤＧｓの一部をしっかりと守れるような、貢献でき

るようなそういう形でやっていく必要があるだろうと思っております。 

○４番（平田慎一君） これに対しては、教育長は何か御所見ございますか、学校給食

に有機食材を。 

○教育長（穗園正幸君） 先ほど町長が述べられたとおり、地産地消の観点から、先ほ

ど大根、タマネギ、キャベツ、なつほのかを使っております。今後、有機農産物が

だんだん、だんだん進んでいくのかなと思っておりますので、そういうときには積

極的に学校給食に取り入れていければと考えております。 

○４番（平田慎一君） 是非ですね子どもたちの安心のためにも、地域のためにも、少

しずつでも始めていっていただきたいなと思っております。 

次に、持続可能な担い手の育成及び耕作放棄地対策についてなんですけども、２

３年度、農業経営体の推移は４.７％減少で、過去最低を更新しました。２２年度

の新規就農者が４万５,８４０人で、前年度から１２％の減。さらに、親元就農に

関しては１５％の減と、農水省の調査結果が出ています。本町の取組状況はどうな

っているのかをまずお聞きいたします。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

農業の担い手の現状ですが、少子高齢化に伴い、年々農業に従事される方が減少

傾向にあります。本町の中心的な担い手農業者である認定農業者においても高齢化

が進んでおり、法人を除いた平均年齢は約６０歳となっております。 

このような状況下において、本町の農業を牽引していく農業者の育成を行うため、

担い手育成農業研修事業を行い、新規就農者が継続的に定着していただくための仕

組みづくりに取り組み、実践しているところでございます。 

○４番（平田慎一君） 先般、２３年度の志布志市の新規就農者数が南日本に載ってお

りましたが、１０組と。就農作物を見たら、ピーマンだけではなくて、マンゴー、

イチゴ、シキミ、生産牛などと記載されておりました。 

本町も公社をつくるということで、町長がまずピーマンからということを言われ

ておりましたが、ピーマンだけではなくて入り口もちょっとやっぱり広くして、い

ろんな部分では入れるように考えていくべきなのかなというふうには思っておりま

す。 

また、耕作放棄地への対応と対策及び今後の取組についてなんですけれども、前、

一般質問のときにしたんですが、悪質な耕作放棄地の事例の対応を農業委員会にお

聞きしましたが、進捗状況をまずお聞きするのと、また、耕作放棄地対策として、
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本町は中山間地も多いです、鳥獣被害対策も考えて作物をレモンや柑橘系の果樹栽

培や榊やシキミなどの枝もの、これは成功事例もあるんですね、たくさん。山形県

天童市ではアーモンドの栽培、県内ではブルーベリーやオリーブとか枝もの系、く

だもの系もしております。健康食品の桑茶とかもあります。鹿屋市はモリンガとい

うのを結構押しておりますけれども。こういう中山間地域が鳥獣被害に遭いにくい

栽培の仕組みを考えることで、先ほども触れましたけども、グランディングを地域

の皆さんとともに進めることが必要であると考えますが、町長の御見解をお示しく

ださい。 

○町長（東 靖弘君） 本町が農業公社を設立いたしまして、まずピーマンを先行する

ということで、選定しながら１期生は研修を終えたところであります。自ら栽培に

入っておられるわけでありますが、そのほかにもピーマン農家の町内の方がおられ

るわけであります。農業主体でありますので、特に施設園芸でピーマンに入ったと

ころでありますけれども、我々も農業公社を運営していく中で事業承継、新たな承

継といった面ではパッションフルーツを導入していったり、そういうふうに新たな

分野は開拓していきたいと考えております。 

多種多様の農業設備があって、いろんなところで栽培をしているということであ

りましたが、ちなみにモリンガは、私の隣の青年が栽培をやっております。鹿屋市

の方々との連携かなと思ったしておりますが、今年は暑さでうまくいかなかったと

いうことも報告を受けておりますけど、ここ二、三年、モリンガでまちづくりがで

きないかといった意欲で頑張っているので紹介をさせていただいたところでござい

ます。 

この地域に合った産物を研究しながら、産地育成といった面では取り組んでいく

べきかと思っています。また、本町に民間企業がありますが、レモンを大々的に民

間企業もあります。レモンによる産地づくり、民間企業の方でそういう構想を持っ

ておられることも御紹介いたします。 

○農委事務局長（相星永悟君） とある農家の方のその後の対応ということで、令和３

年６月に議員から質問をいただきまして、農業委員会としてもその対応は進めてい

るところでございます。 

その方と定期的な面会はしておりまして、滞っている作業の話の進め方はできて

いるところでございます。また、その方も面会について拒否をされるわけではござ

いませんので、話としてはできている状況でございます。この２年の間で除草作業

とか農作業の合間にいろいろとその対応はしておられたようでございますけども、

懸念されておりました廃ビニールの撤去が、８月の下旬に約４分の１ほど撤去され

たのを確認しておりますので、処分にも何分費用がかかろうかと思いますので、そ
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の方も経営状況を考えながら作業を進めるという返答をいただいておりますので、

今後も面会を続けまして、その推移を見守りたいと思っております。 

以上でございます。 

○４番（平田慎一君） 是非、早い対応をお願いしたいと思います。また、農業委員会

には、今度役員会があってですね初めての女性の会長が誕生されております。そし

てまた、５分の２が女性の委員のメンバーと、県内でも珍しい女性の活躍が著しく

目立っているという状況でございます。今度、見にいかせていただきますけども。

また、その部分も含めて、是非ですね会長にもお話をお伺いしたいと思っておりま

すのでよろしくお願いいたします。 

サツマイモ基腐病の現状と対策についてなんですけれども、これは質問じゃなく

てお願いというか要望として伝えておきますが。本年は苗床に出ている状況が多い

ということで、圃場よりですね、それを伺っております。一番危惧しているのは、

前も言ったんですけども、最後の出口である澱粉業者、やっぱりここの対応を常に

考えていっていただきたいなと。本町に唯一ある２社ですね、最後の出口の部分で

すよね、ここはよく考えていっていただきたいなというふうにはお伝えしておきま

す。 

次に、教育行政のほうに入ってまいりますが。通学路の道路整備についてなんで

すけど、同僚議員等も何人か質問されておりますので、ちょっと切り口を変えて入

っていきますけども。前回の通学路の危険箇所対応、対策の質問の進捗状況を踏ま

えまして、喫緊の危険箇所の対応について質問してまいります。場所を個別具体的

に言っていきますけれども、国道２２０号線、あすぱる大崎手前、西平石油の道路

向かいの食堂跡ですね、いえばわかりやすいと思いますが。一昨年の台風被害で破

壊された家屋の残骸が飛び散って、通行車両も残骸でタイヤのパンクがあると緊急

の連絡があってですね、私のほうにですね。建設課のほうに連絡させていただいて、

素早い対応で歩道にガードラインをつけて対応を、国のほうと連携してしていただ

きました。現況、本年もまた台風が来ましたが、さらに家屋の被害が悪化している

状況です。 

また、大崎中学校交差点手前にもですね、１階部分が完全に貫通している２階建

ての危険家屋がありますよね、手前のほうに。これは子どもたちの日々の通学路で

もあります。これも踏まえ、平成２６年の空き家対策の推進に関する法律、いわゆ

る特定空き家等により行政代執行をすべきであると思いますが、本町の本法律の関

係設置要綱もあると思いますので、その部分を踏まえてお示しいただくとともに、

このような危険箇所、本町にどの程度あるのか、その認識も踏まえお答えください。 

○議長（富重幸博君） 暫時休憩します。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後１時４５分 

再開 午後１時４６分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） 再開いたします。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

質問にありました国道２２０号線沿いの空き家につきましては、地域住民や国道

を所管する大隅河川国道事務所から危険性について相談をいただいており、通学時

における危険箇所として認識しております。 

対応といたしましては、現在、所有者や、その相続関係等について調査を行い、

対象の方々には地域住民の生活環境に影響を及ぼしている旨をお知らせしておりま

す。また、空き家の解体の際には補助を行う空き家除却推進事業や空き家解体支援

制度の利用を重ねてお伝えしており、早急に対策を講じていただくよう依頼してい

るところでございます。 

○４番（平田慎一君） 早急に対応してもらうように言っているということなんですけ

ども、現状、もう何年か経っております。やはり通学路等でもありますので、行政

代執行ができるのであればですねそこも踏まえてやっぱり手を打つべきなのかなと

いう、危険箇所でありますので。特に国道沿い、一番見えるところでもございます。

大崎中学校のところは特に高校生も通るところですし、子どもたちの安全というの

が一番大事という、先ほど同僚議員のときの答弁にもございましたので、是非です

ね素早い対応というのを考えていっていただきたいというふうに思います。 

次に、教育委員会に前回の一般質問のおりに通学路の危険箇所、これも先ほどの

同僚議員とちょっとかぶる部分もございますが、通学路の危険箇所の確認は、コロ

ナ禍の状況で全体ではできていないという、前、答弁がございました。警察やＰＴ

Ａとか各種団体等と合同にできておりませんという答弁がございましたが。本年か

ら５類に移行して現況の子どもたちの通学路の安全確認対策の状況をお示しくださ

い。 

また、２０２２年度の大阪北部地震で、当時小学校４年生であった生徒が登校中

に倒れてきたブロック塀の下敷きになり亡くなられました。これは皆さんも御記憶

にあると思うんですけれども。このことがきっかけとなりブロック塀等の安全対策

の法整備、要項等が変わったと思いますが、どのようになっているかをお示しくだ

さい。 

また、建築基準法の内容、この事故後改正、指導があったと思いますが、これは

国土交通省になると思いますが、お示しいただければと思います。教育委員会は文
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科省の見解と両方お示しいただきたいと思います。 

○教育長（穗園正幸君） 安全箇所の件なんですが、令和４年度の検討及び対応状況に

つきましては、１４件の危険箇所に対する検討を実施いたしまして、車の運転手か

ら歩行者への配慮を促すグリーンベルトや徐行などの路面標示、それから、また警

察によるパトロールなど、１０件の安全対策に係る対応を年度内に実施し、その他

につきましては、複数年あるいは多くの予算を必要となることなどによる検討課題

としているところでございます。 

なお、町内の学校や地域住民から通学路の危険性の指摘を受けた場合には、関係

機関と連携を取り対応しているところでございます。 

それから、ブロック塀の対応の件についてですが、議員もおっしゃいましたとお

り、平成３０年６月１８日に大阪府の北部で震源とする地震によってブロック塀が

破壊し、そこを通っていた子どもがということで、大きな被害が発生したところで

す。このような事故を受けまして、当時、教育委員会におきましては、毎年実施し

ております通学路等の合同点検に係る調査にブロック塀を加えて、各学校へ調査を

依頼し、実態の把握を行っております。各学校の敷地内におきましては、コンクリ

ート塀が存在していることから、それらのコンクリートブロック塀等に対する点検、

それから実態状況の把握調査を建設課の協力のもと、実施しております。 

現在の建築基準法等の基準に満たないものや、倒壊等の危険があるブロック塀等

については、速やかに撤去を行い安全性の確保を行ったところでございます。 

以上でございます。 

○建設課長（時見和久君） ブロック塀につきまして、平成３０年に発生した事故等を

踏まえまして、ブロック塀を設置する場合は建築基準法に適合させる必要があると

いうところが改定されてきたというところです。 

今後、新しく家をつくる場合、その敷地内にあるブロック塀、既存の部分になり

ますけども、その部分についても建築基準法の適合で安全かどうかの確認等が必要

になるというところが変わってきたところでございます。 

○４番（平田慎一君） わかりました。 

この問題でですね大分基準規定が変わってきたというのがですね、私が聞いたと

きには４段以下じゃないとブロック塀は建てられないみたいな感じで聞いていたん

ですけど。基礎とかそういう付属した部分を付けてちゃんと確認を、ブロック塀の

ですね、今まで勝手につくるわけじゃなくて確認作業まで検査があるとなっている

という状況をお聞きいたしました。 

そのほか、危険家屋のある、先ほど言った交差点の角、大崎中学校のところので

すね広報看板が設置されておりますが、内容はいい試みであると思うんですが、前
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もちょっと汚くて一回多分変えていると思うんですけど、見た目の劣化の状態が悪

くて取替の必要があると思うんですが、その認識と対応はいかがお考えなのかお聞

きいたします。 

○教育長（穗園正幸君） 上町交差点がある中学校の広報等に使用している看板のこと

でございますが、看板の設置につきましては中学校における学校運営協議会が取り

組んでおられまして、地域の方々への学校のスローガンや行事などのメッセージと

して活用できるよう設置されたものと聞いております。 

また、表示内容等の活動に関することは、生徒会で実施していることであります。

看板の活用につきましては、表示の期間の問題、あるいは色も大分色あせてきてい

るというようなこともございますので、御指摘いただいたことについては、まず中

学校のほうに検討してもらうようにお願いをしていきたいと思います。 

以上でございます。 

○４番（平田慎一君） 是非ですね学校の生徒や学校協議会等が中心になっているとい

うことなので、予算措置等も含めて町長も考えていっていただきたいなというふう

に思います。いい場所でいいことをした際にでるということだと思いますので、そ

こは十二分、教育長と話をされてしていただきたいなというふうに思います。 

不登校児の現状と支援状況についてなんですけども。本来、不登校だけではなく

家庭の経済格差、ネグレクトや児童虐待、ヤングケアラーなど子どもたちを取り巻

く問題は本当様々です。文部科学省の中央審議委員会では教育振興基本計画の策定

と新しい時代にふさわしい教育基本法の在り方、審議の結果で国家１００年の計で

ある教育の在り方は国民一人一人の生き方や幸せに直結するとともに、国や社会の

発展の基礎をつくる大変重要な問題であると述べております。 

しかし、現在は先ほど述べたような課題や問題、世界でも著しく高い青少年の自

殺率など、やはり学校だけではなく家庭や地域も含めて取り組んでいかなければな

らない国を挙げての総力戦であるはずです。そのような中、文部科学省の２０２１

年度、全国小中学校の不登校の児童・生徒は約２４万５,０００人と、過去最多で

あり、一方で、そのうちの３６.３％に当たる約８万９,０００人は専門的支援を受

けられていなかったと公表されております。本町における小中学校の不登校児の現

状及び支援状況についてお聞きいたします。 

○教育長（穗園正幸君） 不登校児童・生徒の現状とその支援状況についてお答えいた

します。 

令和５年７月の段階で不登校の児童・生徒は小学校で３名、中学校で１５名おり

ます。不登校の原因は様々で、人間関係のトラブルや学校生活に対する無気力など

があります。支援状況といたしましては、担任による定期的な家庭訪問や電話連絡、
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スクールソーシャルワーカーによる見守り、スクールカウンセラーの活用などを行

っているところでございます。 

不登校の子どもの中には、鹿屋市にあるフリースクールなどに３名通っていたり、

自宅でアプリやＡＩドリルを使った自宅学習をする子もおります。学校から様々な

学びの場を提供し、できる限りの学習の保障を働きかけているところでございます。 

また、中学校におきましては、平成２９年度からスクールソーシャルワーカーに

よります不登校生の家庭を訪問したり、あるいは教育相談室において学級不適応生

の学習支援や相談、教職員への助言、保護者からの相談受付や福祉制度などの情報

提供、行政、福祉施設等との連携、連絡調整など幅広く活動をしていただいている

現状でございます。 

以上でございます。 

○４番（平田慎一君） 誰一人取り残さない学びの保障に向けた不登校対策をですね、

ＣＯＣＯＬＯプランですよね、これが文科省から本年３月に通知されておりますが、

それらの対策はどうなっているのか。これは４つの項目がありましたが、その中で

も公的な不登校支援については不登校特例法や教育支援センターなどがあるといわ

れているが、教育長が鹿屋のほうに行っていますというような答弁もございました

が、そういう施設等が本町にあるのかないのか。なければですね不登校対応の校内

教育支援センターを学校内の空き教室に新設することで教員や指導員が児童・生徒

に合ったペースで生活や学習ができるよう支援する授業を考えてはどうかと思いま

す。 

これにつきましては、予算に関してもですね不登校対応として国が新設自治体へ

フォローするというふうに明記されています、この前出てましたけど。予算も出ま

すので、そういったものを活用して取り組むべきだと考えますが、御見解をお示し

ください。 

○教育長（穗園正幸君） 今、議員がおっしゃいましたように、本年３月にＣＯＣＯＬ

Ｏプランというのが出されておりまして、この中に先ほどありましたが、校内の教

育支援センター、こちらは現在、スクールソーシャルワーカーが専任でおりまして、

校内の教育支援センターは大崎中学校の１室にございます。 

それから、教室以外の学習の成果の適切な評価は、先ほども申し上げたとおり、

自宅におけるアプリ、ＡＩドリルによる学習の評価を行っているところでございま

す。 

それから、不登校児童・生徒の保護者への支援という観点では、大崎中学校学校

運営協議会が、今、保護者と地域の方々で不登校生をどうにか見守っていけるよう

な活動をしていこうということで協議をされまして、検討を開始されているところ
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でございます。 

あと、早期発見・早期支援のための福祉部局と教育委員会の連携では、町の要保

護児童対策地域協議会が令和５年度に設置されまして、福祉課と教育委員会と個別

のケース会議で参加をしていこうとしております。 

以上でございます。 

○４番（平田慎一君） 行われているということで理解いたしました。 

最後に、障害児支援の現状と今後の方向性についてお示しいただきたいんですけ

れども、これは特別支援学校も含めてなんですが、大隅地域で唯一、本町だけなか

った児童発達支援事業、６月にやっと大崎にインター付近に開設されました。その

一歩目が踏み出されたことに対して、町長のガバナンスと担当課、そして職員の御

努力に感謝申し上げます。副町長も一生懸命頑張っておられましたけど、今いませ

んけども。その必要性を踏まえて、本会議でも当初より質問、御指摘しました。最

初の指摘から４年ほどかかりましたが、先般、担当職員とも見に行きましたが、利

用者は定数に近く、２３名の利用、高速インターも近いので志布志市や鹿屋方面か

らも来られているようでした。児童発達支援施設「はぐはぐ」ですね。課題として

は、前の一般質問でもいいましたが、早期発見、早期療育、早期支援、そして各セ

クションの連携が重要です。事業者や幼保、学校行政、親御さんが連携し、子ども

たちへの切れ目ない支援や連携、情報提供が必要であると考えます。今後の障害児

支援の方向性も含め、また、県の特別支援学校が旧曽於地域に来るとのことですが、

その現状も合わせて、最後にお示しください。 

○議長（富重幸博君） 暫時休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後２時０２分 

再開 午後２時０３分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） 再開します。 

○町長（東 靖弘君） 失礼いたしました。 

心身に障害または発達の遅れがある子どもを対象に、通所などにより養育・訓練

等の支援を行う児童福祉法に基づく障害児通所支援につきまして、これまで大崎町

には事業所がなく、近隣市町の事業所を利用しておりましたが、本年６月に大崎町

井俣に児童発達支援事業と放課後等デイサービスの２つの事業を行う事業所、児童

発達支援放課後等デイサービス「はぐはぐ」が開設されました。 

８月末時点のこの事業所の利用状況でございますが、児童発達支援７名、放課後

等デイサービス１６名の合計２５名。うち、大崎町内の方９名、児童発達支援２名、
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放課後等デイサービス７名が利用者契約をされております。 

今後の受入れ状況ですが、２学期を迎えたこともあり、児童発達支援放課後等デ

イサービスともに、ほぼ受入れが難しい状況であると聞いております。町の今後の

方向性としましては、現事業所の利用状況や近隣市町での事業所の設置状況、対象

者の動向を注視しながら、新たな方向性を検討してまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

○教育長（穗園正幸君） 特別支援学校の件につきましてですが、特別支援学校はこれ

まで養護学校と呼ばれておりましたが、本年４月から名称変更となりまして、大隅

地区の児童・生徒は鹿屋の特別支援学校と牧ノ原特別支援学校に通っている現状で

ございます。 

現在、大崎町においては、鹿屋特別支援学校のほうへ、小学部から高等部まで、

計１２名が通学しているところでございます。 

今回、特別支援学校の分置推進につきましては、現在、志布志市の児童・生徒は

牧ノ原特別支援学校へ通学しておりますが、非常に遠距離通学であり、児童・生徒

への負担も大きいことから県へ要望書を出された経緯がございます。令和５年２月、

鹿児島県特別支援学校等教育環境改善検討委員会における提言におきまして、今回

の分置推進につきましては、曽於地区、伊佐・湧水地区、姶良地区の３地区が検討

されているところでございます。中でも、曽於地区が分置を検討する地域の最優先

順位となっております。このようなことから、県ではまずそれぞれの地区である市

町において、分置に適した候補地を協議し、さらにそれをもって県、地区で検討し、

分置の設置に向けて推進していくこととなります。 

支援学校の分置の設置要件につきましては、校舎、運動場、体育館、作業学習関

連施設の設置に必要十分な敷地を要するほか、地域の医療、保険、福祉、労働等の

関係機関との連携が取れること、そして、地域の人との関わりながら学習できるこ

と、地域の学校等との交流及び共同学習が充実することなど、設置に向けた要件が

多数ございます。県への報告も急がれることから、本町でも早急に教育委員会をは

じめ、各関係機関による委員会を設置し、本町における公有地、例えば旧大崎第一

中学校跡地、あるいは旧菱田中学校跡地を検討したところでございますが、結果と

いたしまして、設置に必要な敷地面積、あるいは現状、地域の医療、保健、福祉、

労働等の関係機関との連携が十分取れることや、地域や学校との交流及び共同学習

が充実することなど様々な要件を満たし、早急な取組を図っていくことには困難で

あるということから、本町としては候補地を見送ったところでございます。県も支

援学校の分置推進に向けてスピード感を持って取り組んでいくことと思われること

から、今後の計画につきましては、地区及び県での協議を十分重ねながら設置計画
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の推進が図られていくものと考えております。 

以上でございます。 

○４番（平田慎一君） 以上で、私の質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（富重幸博君） ここで、暫時休憩いたします。約５分ほどということで、ちょ

っと中途半端でございますが午後２時１５分から再開いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後２時０７分 

再開 午後２時１５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

次に、１番、藤田香澄君の質問を許可いたします。 

○１番（藤田香澄君） 皆さん、お疲れ様です。私は、通告いたしましたとおり、有機

農業の推進についてと女性の活躍促進事業の進捗についての２点についてを御質問

させていただきます。 

まず、皆さん、御承知のとおり、農林水産省では緑の食糧システム戦略を２０２

１年度に策定をし、その中で２０５０年までの目指す姿ととして、耕地面積に占め

る有機農業の取得面積の割合を、２０２０年度時点の０.６％から２５％に拡大す

るということをうたっています。加えて、鹿児島県では北海道に次いで有機農業が

盛んな県でありまして、有機ＪＡＳ認証取得面積は北海道に次いで２位になってお

ります。全国の有機ＪＡＳを取得している圃場のうちの７％を鹿児島県が占めると

いう状況になっております。 

そして、鹿児島県は２０２１年に策定された県の有機農業推進計画のほうで２０

３１年度までに有機農業の取得面積を現状９９９ヘクタールを、約２倍の２,００

０ヘクタールにまで広げるということを掲げています。つまり、全国的に見ても有

機農業を推進する土壌が、この鹿児島県、そして鹿児島県に位置する本町でも推進

の可能性は大いにあるというふうに見ております。 

町長は御自身の１０項目の公約においても有機農業を推進することを掲げていら

っしゃいます。そこで、私の１つ目の質問として、本町において有機農業を推進す

るに当たっての課題をどのように認識し、整理されているのかお伺いしたいと思っ

ております。先ほどの一般質問にもございましたが、今回は課題を今日までにどの

ように整理されているかというところをお伺いできればと思っております。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

有機農業を推進にするに当たっての課題とのことですが、生産をされる農業者に

とりましては収益性の問題が非常に大きいと考えております。また、売り先、販路
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先確保、害虫や雑草などの対策に慣行農法に比べて手間がかかることや、地域条件

に応じた技術の確立が不十分にあることなどが課題としてあると認識しているとこ

ろでございます。 

○１番（藤田香澄君） 今、課題として、売り先の確保などといったことを上げていた

だきましたが、こちらは具体的に調査を行っての結果なのか。もしくは、実際に有

機農業や観光農業を行われている方から、実際にそういった声から見えてきている

課題なのかどうかを教えてください。 

○町長（東 靖弘君） 私自身が有機農業をしておられる方々と意見交換をしながら課

題を捉えたというわけではありませんが、先ほども岐阜県白川町、あるいは徳島県

東徳島といったＮＨＫのそういった情報の最初の段階でやはり手間がかかると放送

されておりましたけれども、本格的に取り組んでいらっしゃる方はごく少数である

と思っておりますが、収益性の問題とかそういったところが低いのではないのか、

また、販路も同じように確保が難しいのかなという感じを持っておりまして、こう

いう課題として捉えたところでございます。 

○１番（藤田香澄君） 本町の現状で、有機農業を既に取り組まれている方だけではな

く、慣行農業をされている方からも、仮に有機農業を検討する場合にどういった課

題とか懸念があるかをしっかりと調査していくべきではないかなと考えております。 

町長は公約で有機農業の推進に向けて組織づくりなど調査・研究を進めていきた

いと、令和４年度の目標として掲げていらっしゃるというふうに認識をしておりま

す。そちらに関して、改めてそれを明言された意図と、実際にその調査・研究結果

が出ているのかお答えいただきたいと思います。 

○町長（東 靖弘君） 有機農業を実践していくということで公約に掲げております。

これは、藤田議員もよく御存知のように、ＳＤＧｓということにあると思っており

ます。地球の温暖化対策に対して対処を取っていく中で緑の食糧システムが構築さ

れてきて、その中で一応目標年次を置きながら農業においては農業部門における目

標年度とかいろいろ示されておりますけれども、農地から発生される地球温暖化の

減少とか農業が占める割合が非常に多い。そして、国の中ではそれを２０５０年で

２５％、１００万ヘクタールという方向性を見いだしているわけであります。そう

いった今後の環境の問題を捉えたときに、有機農業の推進は取り組んでいかなけれ

ばならないという考えのもとで有機農業の推進と掲げております。 

実際内容を調べてみると、なかなかそう簡単にいくものではないということが挙

げられますので、昨年度も有機農業を推進するという話はしてまいりましたけれど

も、今年度から本格的に有機農業の推進に向けての取組を開始したいと思っており

ます。 
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先般、本町の課長が先進地に行っていろいろと勉強をしてきておりましたので、

そういった方々を講師として招いて、そこから認定農業者の方、あるいは、ごく普

通の家庭菜園等を営んでおられるような方々にも是非参加していただいて、有機農

業の推進の土台を築けるようなスタートを切っていくということで考えているとこ

ろであります。 

組織づくり、調査・研究というところでありますので、そういったところも兼ね

ながら実際の難しさ、肥料等の配分の仕方や農薬の使い方、農薬は減農薬でしょう

けれども、そういった基礎的なことを勉強することに時間を割いていければという

ことから組織づくりをスタートさせていくという考え方でおります。 

○１番（藤田香澄君） ありがとうございます。 

つまり、まだ具体的な組織づくりや有機農業に対して具体的な調査、研究の結果

というのは出ているわけではなく、現状としては事例の調査ということで本町の職

員が行かれて調査をされているという認識でよろしいでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） そのとおりでございます。 

○１番（藤田香澄君） 是非、取り組むと言ったからには是非進めていっていただきた

いなと思っております。 

緑の食糧システム戦略では様々な施策を掲げていて、それぞれ調達・生産・加

工・流通・消費という、農産物が回る一連の流れに沿ってそれぞれ施策を整理され

ています。ここからは、そういった整理のもと、幾つか質問をしていこうと思いま

す。 

まず、調達に関するところなんですけれども、先ほどの一般質問でも少しあった、

町内の有機質系のもの、いわゆるバイオマスと呼ばれるものなんですけれども、そ

ういったものがどのくらいあるか可視化していくべきではないかなと考えておりま

す。本町が、既に２０１５年に大崎町バイオマス活用推進計画を出されているかと

思います。調査も含めて行われていて、そこにおいて町内で発生するバイオマスの

有効利用可能量が実際に整理、試算されているというふうに認識をしております。

非常に興味深い調査結果ではあるなと思っていて、例えば牛糞であったり豚糞、鶏

糞などの家畜糞尿が最も利用可能量としては量が多いと明記はされてあるんですけ

れども、とはいえ、現状もしっかりと明記されてあって、今出ている家畜糞尿は、

各畜産農家さんが自分たちで堆肥にされて、それをロールをつくるための圃場に撒

いているということで、現状取れる量は全体の町内で出るうちの約１割程度なんじ

ゃないかと、余る量ですね、が１割程度なんじゃないかとしっかりと明記されてあ

ります。それだけ具体的に調査が行われていて結果も出ているというのが本町の現

状だと認識をしております。 
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その調査結果はバイオマス発電の可能性を見越しての調査結果ではあるんですけ

れども、ここからは提案ということで、そこからさらに踏み込んでいろいろと調査

をしていっていただきたいなと思っております。先ほどの一般質問でもありました

ように、そういった町内で発生する有機質資材がどのぐらい今余っているのか。あ

るいは、お金をかけて処理されているかというところをしっかりと調査をして、そ

れを有機農業業や、町内のまずは慣行農業から始めていくというところでもあると

思うんですけれども、そういったものに回せないか、その可能性を是非可視化して

いっていただきたいなと思っております。そこに関して、そういった調査を行う可

能性に関して、今、町長の中でどのようにお考えか教えていただきたいです。 

○町長（東 靖弘君） 家畜糞尿の活用はどの方々もおっしゃるわけであります。本町

は牛であり豚であり大規模農家が多かったりしているところであります。現状の段

階で、普通の認定農業者の方々が畜産をやっておられる場合は、自己の所有地の畑

地還元ということで耕種農家の方々はそれで賄ってきているということがあります。 

現在認定農業者の方々がやっておられる中で、量がどれぐらい余っているかとい

うところは調査はやっておりませんが、恐らく畑地還元ができている。そのほかに、

本町においても大型の農業法人の畜産がありますので、そういったところの堆肥が

どれぐらい販売されているのか、どれぐらい余っているのかについての調査は、私

自身はまだそういったところを認識していないところでありますが、先般の打ち合

わせの中でもそういったところはやはり把握しないといけないのではないかという

ことが１点はあります。 

それと、あともう１つ、バイオマスの推進計画のお話があったところで、我々も

バイオマスを活用しながらということでいろいろと計画をやっておりますので、こ

ちらの進捗は、必要であれば担当課長のほうから答弁をさせていただきたいと思っ

ております。まず、有機農業の源となる肥料等について、有機堆肥を活用していく

こと、そして、今一番求められているのはペレット化だと思っております。ペレッ

ト化について、どういうふうに対応していくのか、個人がするのか、行政が関わる

のかということがありますが、畜産の分野ではまだそこまで把握しておりませんけ

れども、私が一番やりやすいと思ったのは、有機堆肥を有機工場でつくっておりま

すので、こういったところでペレット化していくということは一番有機農業として

取り組みやすいのではないかと思います。先般、農政会議において、これらの補助

事業があるのかと県のほうにお伺いいたしましたら、堆肥にしても家畜糞尿にして

も、有機物使用についてもペレット化に対する事業はあるという返事でありました

ので、一番本町が持っているものを、できるものをまずやっていくことが必要では

ないのかと、今、ただ考える段階でありますが、発言したところを今お話ししたと
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ころであります。こういったところをもとにして、どういう作物を作付けしていく

という計画を少しずつ高めていくことが必要であるのではないかと思います。 

以上です。 

○環境政策課長（松元昭二君） バイオマス活用計画は、議員のおっしゃるとおり、当

初、バイオマス発電、木材による発電を念頭に置きながら計画が立っているところ

でございます。議員がおっしゃるとおり、その中に細かく調査をした経緯が残って

おりますので、そこあたりをもう一回しっかりと見直しながら、今後の有機物の活

用にも使えていけたらいいのかなとは考えているところでございます。農林振興課

等も連携をしながら、環境政策としても一緒に考えていきたいと考えております。 

町長が話をされたペレット化といったところも一緒に考えていけたらと、こちら

のほうでも検討していきたいと考えております。 

以上です。 

○１番（藤田香澄君） ありがとうございます。 

調査の行われた年度が２０１５年なので８年前ということで、状況は変わってい

るとは思うんですけれども、この中にも明記されてあったのが、今、牛糞などを堆

肥にするときの堆肥舎などが老朽化しているなどの理由で産業廃棄物として出され

ている方もいらっしゃる可能性があると明記されてあったので、そういったものが

現状どうなっているかというところであったりとか、家畜糞尿以外にも竹の可能性

が、利用可能量としては家畜糞尿に次いで、次に多い、利用可能量のトン数で次に

多いという結果も出ているようですので、家畜糞尿に限らず、町内出ている様々な

バイオマスの現状を是非調査していたただきたいなと思っております。 

そして、次に、生産に関するところに移っていくんですけれども、大崎町は現状、

今、慣行農業が主であって、仮に減農薬や土づくりから始めていくところをやって

いくに当たって、なかなか有機農業に適した土地が少ないというのも現状なのかな

と認識をしております。 

そこで、１つ提案としては、実験的に取組を始めやすいように一定期間慣行農業

が行われていないような場所を有機農業の実践エリアとして指定をして、実験的に

取り組む農家さんを募集したり、それは町内、町外限らず募集をして行っていただ

くモデル事業のようなものを進めていけないかなと考えております。その点に関し

てはどうお考えでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 本日も耕作放棄地の畑地等の利用とかいろいろ出てきたところ

でありますけれども、先般の新聞に大隅ＪＣが遊休地を使って大崎町と志布志市で

作物をつくったと、それを食するという形で、農業のプロでない方々がそれを実践

しているということで新聞で拝見いたしました。聞いてはいたんですけれども、実
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際収穫までこぎ着けているということで、こちらも荒れ地を開墾して使いながらや

ってきたという新しい取組方の事例が出ておりましたことと、それから、皆さん御

存知のように、本町には広島県庁から田中さんが大崎町に来ているところでありま

すが、他県の持つ有機農業というところで乳酸菌を豊富に含んでいる竹を活用する

ということで竹炭をつくるところを大崎町内の１集落をモデルにしながらやってこ

られて、非常に大きな成果を上げられました。それは竹炭を使いながら社会福祉法

人で作物を栽培して、それをもとにして干し芋をつくっていくという形で実績を上

げてこられて、竹炭を使いながら、あるいは竹の青いものといいましょうか、そう

いったものを使いながら土づくりを行いながら取り組んでいくということで、これ

も続けていくと有機農業としてのカライモの生産は非常に魅力が生まれてきたのか

なと思います。堆肥と落ち葉を使って農業をやっておられるところが世界農業遺産

になりましたけれども、それを見ながら竹炭を改めて考え直した、そういった農業

の展開が必要であったり、そうすると農薬が飛散しないような場所を設定すること

もありますので、芋の場合は早植え、早い収穫が適しているかと思いますが、この

２つはすごく我々の地域において、もしかしたら可能性が高いのではないかと思っ

たところであります。 

実験的に取り組むというところでありますが、遊休地も多いことでありますので

そういった地域も考えていったり、水稲栽培で有機農業を展開しておられる方もお

られるわけでありますから、そういった方々をモデルにしながら、集団化すること

によって水源が確保されたり、農薬が飛散しなかったりといったことのモデルはや

はり欲しいという思いがあります。そちらについては全然進んでいるわけでもあり

ませんし、今、提言いただいたところで思ったことをお話したところでありますけ

れども、是非、そういう方向性も含めながら、一番取り組みやすいのが何なのかと

いうこともやっていきたい。 

もう１つは、先ほど有機工場の堆肥のペレット化をお話しいたしましたけれども、

本町においては既にひまわりをつくったり、菜種をつくったり、企業においてそう

いう有機農業を展開しているところもありますので、そういったところの収益性を

お伺いしながら、できるものであればまとめて栽培を推奨していくことは考えられ

ると思います。 

○１番（藤田香澄君） 新大隅ＪＣの皆さんが取り組まれた耕作放棄地に有機農業と慣

行農業の２種類のやり方でサツマイモやカボチャを育てるということをしてどうだ

ったかという実験結果を私も見させていただいたんですけれども、実際に耕作放棄

地であっても、何年以上耕作放棄地になっていると少しずつ土壌の環境が、微生物

が戻ってくる、増えてくるような環境になっていたり、あるいは慣行ではなく、そ
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こに対して有機農業を施すことによって、より微生物の多様性が生まれてきたとい

う結果が出たと伺っているので、是非、そういった地域で行われている新しい取組

であったり種というものを大事にして、モデルのような取組として推進していって

いただけたらなと思っております。 

冒頭、有機農業の課題というところで収益化が課題なんじゃないかとありました

けれども、様々な形で世の中ではスマート農業や高付加価値をいかに狙っていくか、

いろんなことが検討されていると思うんですけれども、その中でも例えば、事例と

して共有させていただくと、営農型太陽光発電ということで下が農地で、その上に

屋根のように太陽光パネルを設置する太陽光発電と農業を両立させてやっていくと

いう仕組みがあります。そうすることによって、農業生産の収益だけはなく太陽光

の売電による有益、あるいは太陽光発電の自家利用によって使用する化石由来の燃

料が減るということで収益性の担保が見込めるんじゃないかという取組で推進され

ています。そういったものも是非検討していただいて、せっかく実験的なところか

ら始めるので様々なことに挑戦してやっていっていただきたいなと考えております。 

次に移るんですけれども、生産、流通、消費に関することで、私がデータで持っ

てきたのが農林業センサスの２０２０年の状況なんですけれども、実際、大隅半島

においても大崎町はほかの地域と比べて有機農業、これは有機ＪＡＳを取得してい

なくても本人が申告すれば頭数にカウントされるんですけれども、そういったもの

を実践されている経営体数、作付面積が、大崎町はほかの周辺自治体に比べてもち

ょっと割合として低いところが見えているかなと思います。そういった中で、大崎

町単体で取組をしていくよりは、既に周辺の地域に事例があるとは思うので、そう

いったところと連携をすることによって有機農業の需要喚起や有機作物の販路を広

げていく方向で検討できないか考えております。その点に関して、ほかの周辺自治

体と学びながらやっていく、あるいは販路を一緒に探りながらやっていくことがで

きないかということに関して、町長の御意見をお伺いできればと思います。 

○町長（東 靖弘君） 周辺と連携してということでありました。近辺で有機農業をや

っている、鹿児島県で一番有機農業を進めているところは、調べてみましたら霧島

市と湧水町、それとお隣の志布志市だったんです。志布志市がどういった有機農業

をやっているかというと、お茶であります。近くにもお手本になるところがあるわ

けでありますから、そういったところから勉強していくことはとても重要性がある

と思っております。 

流通、販売というところがどうしても素人の中ではそこまで結びつけていくとこ

ろが難しいですので、長けたところの方々にはいろいろ勉強しながら教えいていた

だきながら共に進めることができればということになりますが、本町において現在
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有機農業をやっている方々は少量多品目を栽培しているという状況で、特定の箇所

に販売していたり、あるいはあすぱるといった物産館に納めていたりとか、その程

度の有機農業でありましたので、それで生計を維持できるような状況にもっていく

までには相当かかると思いますけど、先進地に学びながら、連携しながらというこ

とは当然必要であると捉えておりますので、そういう方向性を持って担当課とも一

生懸命取り組んでいきたいと思っております。 

○１番（藤田香澄君） 勉強をしていくということで、先ほども講師を招いて有機農業

に関する勉強会を、農家さんであったり家庭菜園をされている方をお招きしてやっ

ていくということだったんですけれども、是非、農家さんだけではなく一般町民に

対しても、これは広く声かけをしていっていただきたいなと思っております。 

実際に住民の声を伺っていると、オーガニック野菜の選択肢が大隅半島で非常に

少ないという声が実際にあります。そういった方々に少し深く聞いていくと、やっ

ぱり子育てをきっかけに子どもたちがどういったものを口にするのかということに

対してすごく考えるようになった、その結果、行き着いたのがオーガニックだとお

話されている親御さんもいらっしゃいました。せっかく、今回、有機農業に対して

町全体で学んでいくという方向でやっていくかと思うので、是非、家庭菜園を現在

されている方だけではなく、ごく普通の消費者である一般町民の方々に対しても、

こういった場に参加してもらえるようにしていただきたいなと思っております。 

次年度以降、そういった勉強会での結果であったり反響を踏まえて、具体的に次

年度、何をしていくか検討されるかと思うんですけれども、次年度に向けて、改め

て町長の有機農業推進に対する思いや、具体的にどういったところから着手してい

きたいか、あるいは、もっといえば予算編成にどういったことを盛り込む予定なの

か、最後にお伺いできればと思います。 

○町長（東 靖弘君） 有機農業の御質問でありますが、今、私たちの国の現状を見て、

今、我々の地域の日常生活における野菜の物価高騰を見たときに、皆さん、高いと

いうことでいろいろ聞いたりするわけでありますが、今、御指摘がありましたよう

に、小さな面積でもいいので、子育て中の皆さん方が野菜の栽培に入る、夏野菜は

とても難しいんですけど、秋から冬にかけての野菜は割とできますので、そういっ

たことを働きかけられたらということが、ひとつは私の思いがあります。 

実際、有機農業の中で、野菜１つとっても、虫を捕りながらということがありま

すので、そういった小さな面積の中で自分の家庭で食する。そのためにはそういっ

た野菜の栽培をやってみたい人たちがたくさん集まってくれたら大成功じゃないか

と思います。それから少しずつ広げていくことが必要であると思いますし、実際、

我々も家庭において有機栽培に近い状態でやっておりますけど、虫を除去すること、
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化学肥料をできるだけ使わないこと、そういうお話を営農という立場から、県の技

術員の方々がおりますので、そういった方々に指導していただいたりして小栽培で

できる有機農業をやれたらいいということと、それから、さっき言いましたような

職業として成り立つような農業、学校給食にということで、一番最初に手を付けて

いきたいことが、やはり学校給食に向けての水稲の有機栽培があります。こちらは、

大崎町の水質の環境から見ると可能性が非常に高いので、ＪＡＳ認定まで行くには

かなりかなと思いますけれども、そういったものが取り組めたらと思っております。

先ほど申し上げたようなことをモデルケースとしてやっていければと思っておりま

すので、有機農業は、それこそ２０３０年、２０４０年、２０５０年を見据えたＳ

ＤＧｓ、社会経済環境が共に成長する過程の中で地球の環境を守っていくという大

義名分がありますので、それぞれにそういうことも理解していただきながら取り組

んでいけるようにやっていきたいと思います。 

○１番（藤田香澄君） 今年の３月には本町でも脱炭素ロードマップを策定されたかと

思います。今回の冒頭にもありましたように、地球温暖化への対策ということで有

機農業が効果的なんじゃないかと町長もおっしゃっていましたけれども、実際に農

水省のほうでは日本で排出されるＣＯ₂排出量のうちの農林水産関係は４.４％と試

算をしています。少なくは全然なくて、国内の食糧自給率が３７、３８％ぐらいで、

それ以外は海外に頼っている、つまり、ＣＯ₂排出量を海外にお願いして日本は存

続をしているという状況だとは思うんですけれども、そういった意味でなるべく国

内で、かつ脱炭素に貢献できるような取組を是非進めていっていただきたいなと思

います。 

先ほどもありましたように、是非、環境政策課と農林振興課と連携をしながら、

情報共有を行いながら進めていっていただきたいなと考えております。 

それでは、次の質問に移らせていただきます。女性の活躍推進事業の進捗につい

てなんですけれども、第２期大崎町総合戦略では女性の社会進出をサポートする起

業支援事業を行うと明記があって、かつ、２０２５年３月までに起業創業セミナー

参加者を５０人を目指すという目標を立てられています。また、男性育児参加応援

モデル事業も取り組むと明記があって、２０２５年３月までにはモデル事業所を整

備と目標を掲げていらっしゃいます。それ以外にも、第２次大崎町男女共同参画基

本計画においても女性の人災育成とキャリア形成支援を掲げていらっしゃるかと思

いますが、是非、それぞれの今の進捗を教えていただきたいと思います。特に前半

の部分は２０２５年までということで、あと１年半程度かと思うので、その間、何

をやるかを教えていただきたいと思います。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 
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女性の活躍推進事業に係る進捗状況についての御質問でございます。第２期総合

戦略における女性の社会進出をサポートする起業支援事業、起業創業セミナー参加

者につきましては、目標５０人に対し、現在までの実績で、女性１７人となってお

ります。また、男性育児参加応援モデル事業につきましては、現在のところ、該当

がない状況でございます。 

次に、第２次大崎町男女共同参画基本計画における女性の人材育成とキャリア形

成支援についてでございます。こちらは、審議会等における女性の登用、並びにキ

ャリア形成の分野でございますが、町の審議会等への女性委員の登用率は目標の４

０％以上、６０％以下に対し、令和５年５月末時点で２６.８％という状況でござ

います。なお、令和５年７月２０日の農業委員会の臨時総会で委員の互選によって

二見さち子氏が農業委員会の会長に選任されました。また、農業委員会の委員定数

１１名中、４名が女性の農業委員として農業委員に就任されておられます。また、

農地最適化推進委員の中にも１１名の定員中、３名が女性委員という形で占められ

ておりまして、女性の登用が徐々に上がってきているのではないかと捉えておりま

す。 

また、キャリア形成支援につきましては、女性に限られた制度ではございません

が、計画期間から令和５年度までの女性に係る産業育成の人材育成事業補助金実績

は該当がないところでございます。 

以上です。 

○１番（藤田香澄君） 最初の、女性の社会進出をサポートする起業支援事業のセミナ

ーは、これまでに何回開催されて１７人参加だったのでしょうか。 

あと、男性育児参加応援モデル事業のモデル事業所整備は該当がないということ

なんですけれども、具体的に何を行う予定なのでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの御質問につきましては、担当課長のほうで説明させ

ていただきます。 

○商工観光課長（竹本忠行君） 女性の社会進出をサポートする起業支援事業、起業創

業セミナーについてでございますけれども、大崎町と鹿児島県で合同で鹿児島県よ

ろず支援拠点定期相談会を実施いたしております。これは、個人事業主、小規模事

業者、中小企業への経営支援体制強化、経営課題の解決のため、アドバイザーによ

る無料相談を受け付ける事業でございます。 

相談内容等につきましては、創業支援であったり起業アドバイス、経営改善等で

ございます。 

実績につきまして、１７名の内容でございますけれども、令和５年度の参加者１

４名、１４事業所ございまして、うち、女性が８名でございます。４年度が２５事
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業所のうち、女性は９名の相談を受けている状況でございます。 

以上でございます。 

○企画政策課長（渡邊正一君） 御質問の、男性育児参加応援モデル事業の件でござい

ますが、こちらは次世代育成支援対策推進法の法律に基づきまして次世代認定マー

クがございます。通称クルミンと呼ばれる制度でございますけれども、こちらを取

得し、子育てを支援する企業として認定を受けた企業を計画として掲げてございま

す。例えばでございますが、具体的には男性の育児休業取得率が例えば１０％以上

であったり、男性の育児休業と育児目的の休暇取得率が２０％以上といった基準が

あるようでございます。 

以上でございます。 

○１番（藤田香澄君） ありがとうございます。 

起業創業セミナーに関しては、今後もよろず支援に参加する人数を足し合わせて

いって最終的に５０名を目指すという認識でよろしいでしょうか。また、クルミン

の取得も、事業所の整備というふうにあるんですけど、これは既存の事業所でクル

ミンを取得するところを応援していくというような取組になるという認識でよろし

いでしょうか。 

○商工観光課長（竹本忠行君） 今、議員のおっしゃるとおり、起業創業セミナーにつ

きましては、今後も引き続き続けていきたいと考えております。 

また、町では別な取組といたしましては、よろず拠点定期相談会のほかに、町と

商工会、それから、今ありました県よろず支援拠点の合同におきまして、異業種交

流会というのを本年７月に実施いたしたところでございますので、そこにつきまし

ても初めてでしたので、７事業者参加していただきまして、うち、女性が３名の御

出席がありました。これにつきましても、今後とも、また進めていきたいというふ

うに考えております。 

以上でございます。 

○企画政策課長（渡邊正一君） 引き続き、男児育児参加応援モデル事業のことでござ

いますが、これは御質問からありましたように、既存の事業所を応援していくとい

うスタンスで考えてございます。 

応援と申しますのが、あらゆる企業との交流する機会がございますので、そうい

った中で普及・啓発を積極的に図ってまいりたいと考えております。 

以上です。 

○１番（藤田香澄君） ありがとうございます。 

６月の一般質問では行政の中での女性の活躍推進を質問させていただいて、今回

は町において働く女性であったり事業所で働いている女性の方々をどう応援してい
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くかというところをいろいろと御質問したかったんですけれども。町長にお尋ねし

ます。先ほども様々な委員会などで女性の登用が進んで、変わってきているという

ことだったんですけれども、登用が進むことによる具体的な効果、町への波及効果

をどのようにお考えているか、あとは女性の活躍推進における課題点、現状考えて

いらっしゃる課題点をお伺いできればと思います。 

○町長（東 靖弘君） 女性の活躍推進における課題としては、政策決定の場や自治会

組織など、方針決定の場に女性の感覚が少ないことがあると認識しております。住

民意識アンケート等から、性別による役割分担や性差別の意識があること、役職等

については男性がなるものだという意識が依然として残っていることなどが考えら

れます。 

また、自身のキャリアアップを希望しながらも、家庭、子育てとのバランスの取

り方に悩まれるケースもあるのではと推測しております。 

また、まちづくりへの効果につきましては、多角的な視点やアイデア、豊富なコ

ミュニケーション力が加わることで総じて地域全体の活性化につながるものと考え

ております。 

具体的には、地域や組織における意志決定、課題解決、サービスの向上、にぎわ

いの創出、地域経済への寄与などの効果があると認識しております。 

以上です。 

○１番（藤田香澄君） 今、町長からありましたように、私ももちろん多角的な視点と

いうところはそうだなと思っていますし、地域経済への貢献であったり、ちょっと、

ここから私の考え方を述べさせていただくと、人口減少対策にもつながっていくん

じゃないかなと考えております。総務省が平成３０年なんですけれども、出してい

る情報通信白書によると、今、人口減少によって生じている課題としては、少子高

齢化の進展であったり、生産年齢人口の減少により国内需要の減少であったり経済

規模の縮小、労働力の不足、国際競争力の低下、医療・介護費の増大などの社会保

障制度の給付と負担のバランスの崩壊などいろいろと上げているんですけれども、

人口減少に生じる課題として生産年齢の人口が減っているというところが１つポイ

ントかなというふうに思っております。 

本町でも生産年齢人口を一定人数どう確保していくかというところが非常に重要

な点かと思うんですけれども、そこで、女性の活躍であったり働き手が増えること

によって、この課題というものに対して少し寄与できるのではないかというふうに

考えております。実際に就業率データがあると思います、生産年齢人口のうち総量

のうち実際に就業している、これは正規、非正規雇用関係なく就業している人の割

合で、これを男女ひとくくりに見てしますとそれまでなんですけれども、少し深掘
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りして男性と女性と分けて割合を見てみると、これは２０１５年の全国のデータな

んですけれども、生産年齢人口のうち、男性は就業率が８１.８％、それに対して

女性が６４.６％と、約１７％の開きがあります。２０１５年のデータを持ってき

た理由として、本町の人口、国勢調査で２０１５年の結果が詳しく出ているという

ところもあるんですけれども、仮に大崎町の、２０１５年の女性の生産年齢人口が

３,５２５名でした、仮にその方々が、あと１７％の女性が働く、みんな働くとい

うのはなかなか難しいかもしれなんですけれども、仮に男性と同じ水準の女性が働

くことになれば、単純に計算をして約６００名の働き手を確保することができると

認識しております。 

昨日も町長のほうからありました技能実習生の働き手を確保したいということだ

ったと思うんですけれども、現状、技能実習生４００名いて、１,０００名まで、

約５００,６００名増えるとみていると思うんですけれども、それと同等の、それ

に匹敵するほどの労働力を、仮に女性が男性と同じ水準で働けたら確保することが

できるんじゃないかと、個人的な計算ではありますけれども、そのように考えてお

ります。 

ただ、一方で、男女共同参画基本計画で大崎町の調査結果でもあるように、女性

は男性よりも家事、育児、介護等で割かれる時間が多いという結果も出ているので、

そういったところに対して両立を図っていくという女性が非常に多いと思っていま

す。実際に、私の周りにいらっしゃる女性方、働いている方々とお話もして、福祉

系の仕事に従事される方も多いんですけれども、やっぱり日中は家事とか子どもの

面倒を見て、どうしても夜勤でしか働く選択肢がないという女性の声もいただいて

おります。 

そういった状況の中で、女性の皆さん、いかに両立させていこうか、あるいは両

立させる中で少しでも自分のやりたいことをどう実現していくかとというところを

常に考えている方々もいらっしゃいます。そういった方々は、非常に大崎町の発展

にとっても貴重な、ストレートにいうと労働力という言い方もできますし、貴重な

人材になってくるので、そういった女性の力を最大限活かしていけるように、是非、

大崎町として女性の新しいチャレンジを応援する、働く女性を応援する取組を、是

非していただきたいなと考えております。 

そこで、質問にも書かせていただいたんですけれども、提案の１つとしては、や

はり女性のキャリア形成を支援する機会を設けていただきたいなと考えております。

施策としては、講師の方々をお招きしたワークショップであったり、女性のチャレ

ンジを応援する性質の支援メニューの設置等が考えられると思っております。先ほ

ど商工観光課長からもありましたとおり、人材育成事業補助金（産業育成補助金）
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の女性の使用率がこれまでになったということだったと思うんですけれども、実際

に、そもそも情報が届いていないというところもあるとは思うんですけれども、実

際に女性が取得したいと思う資格が現状あるかどうかといったら、ちょっと足りな

い部分があるかなと思っているので、そこに関して、是非、様々な資格であったり、

いろんなことにチャレンジしたい方を応援するような資格の追加も是非御検討いた

だきたいなと思っております。ちょっとこちらからお話ししてしまったんですけれ

ども、今の点に関して、働く女性であったり、キャリアを積んでいく女性を応援す

ることによって人口減少対策につながるんじゃないかというそういった考えに対し

て、町長のお考えをお伺いできればと思います。 

○町長（東 靖弘君） 女性のキャリア支援に関する質問でございますが、本町では地

域の活性化を図るため、女性に限らずキャリア形成の支援に努めておりますが、ま

だまだ十分でないという認識を持っております。 

また、女性が持つ多様な能力、知識、スキルなどを引き出すためには自信を持っ

て活躍できる環境づくりが必要であろうと考えております。このため、御提案があ

りました、講師をお招きしたワークショップの実施やチャレンジを応援する性質の

支援メニューの設置などは非常に有効なアイデアであると考えられますので、前向

きに検討してまいりたいと思います。 

具体的に、都市圏からの専門家やキャリアを持つ人材をお招きしキャリアアップ

経営等に関するノウハウを習得できるような機会の提供を考えております。また、

人材育成事業補助金、産業育成について、指定された資格一覧に女性が希望する資

格を追加する御提案でございますが、今答弁しました趣旨からも前向きに検討して

まいりたいと思っております。 

いろいろと御意見を述べていただいたところでございますが、女性のキャリアア

ップ、社会進出といった側面から、そういったところで活躍するできる女性をたく

さん輩出していく、あるいはそういう状況をつくっていくということは、これから

の大崎町のことを考えると重要なことでありますので、そういったところについて、

また勉強を重ねながら取り組んでまいりたいと思います。 

○１番（藤田香澄君） 是非、よろしくお願いいたします。 

こういった制度や仕組みをつくっていく、つくる側としても、どうしても制度設

計にどういった境遇の人、どういった性別の方が関わるかによっても、できる制度

の性差はどうしても生まれてきてしまうかなと思います。是非、本町から、前回の

一般質問でもありましたけれども、本町の女性の活躍というところも含めて、行政

の中ですね、行政の活躍というところも含めて進めていくことによって、より町民

に寄り添った、住民に届きやすい内容の政策もつくっていけるのかなというふうに



 

－ 145 － 

認識をしております。 

最後になるんですけれども、次年度に向けて、女性の人材育成であったりキャリ

ア形成支援、あるいは男女共同参画基本計画をしっかりと進めていくに当たって、

具体的にどのような形で進めていきたいお考えなのかをお伺いしたいと思っており

ます。 

男女共同参画基本計画に盛り込まれた内容は、非常にどれも重要なことだと認識

をしております。書くだけじゃなくて、是非、実行というところも考えてやってい

っていただきたいと思います。最後に、町長のお考えをお伺いできればと思います。 

○町長（東 靖弘君） 女性の委員会に占める割合が高くなってきているというお話を、

農業委員の事例を踏まえて説明させていただきました。また、今の段階では、いろ

いろと土地改良区の女性委員の登用といったことも県においても提案がなされてお

りますし、また、我々の地域においてもそういう状況で、次の改選期には女性委員

を登用しながら多様な意見を聞く社会をつくっていくということが、既に理事会に

おいてもなされておりますので、これから先、そういった女性の持つ視点、感性、

そういったところを尊重しながらいろんな組織の中で反映させていただくというこ

とは、これからは本当に必要なことだと捉えております。 

また、本町においていろんな組織もあったり、また会社に勤務されたりしている

わけでありますが、日常生活をいかに乗り切っていくかということもとても大切で

あるし、男性の育児支援、家庭支援も特に今の中では男女共同参画社会の中では求

められることでありますので、そういったことの意識啓発も十分に取り組めるよう

に進めていきたいと考えております。 

○１番（藤田香澄君） ありがとうございます。 

以上で、私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（富重幸博君） 以上で、本日の一般質問は終了いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） 以上をもって、本日の日程の全部を終了いたしましたので、本

日はこれをもって散会いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後３時１２分 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） これより、本日の会を開き、直ちに開議いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（富重幸博君） 日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、６番、稲留光晴君、及び

７番、神﨑文男君を指名いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 議案第２９号 令和５年度大崎町一般会計補正予算（第４号） 

○議長（富重幸博君） 日程第２、議案第２９号「令和５年度大崎町一般会計補正予算

（第４号）」を議題といたします。 

本案について、総務厚生常任委員長の報告を求めます。 

○総務厚生常任委員長（神﨑文男君） ただいま議題となりました議案第２９号、令和

５年度大崎町一般会計補正予算（第４号）について、総務厚生常任委員会における

審査の経過と結果の報告をいたします。 

本議案は、８月２８日の本会議において当委員会に付託されたもので、８月２９

日に、全委員出席のもと委員会を開き、担当課長及び関係職員の出席を求め、補足

説明を受け、審査いたしました。 

この補正予算は、歳入歳出予算の総額に、それぞれ２億３,７０２万９,０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１２４億４,４４５万３,０００円とする

ものであります。 

補正予算の内容については、本会議において説明がなされておりますので、委員

会での主な質疑について報告いたします。 

歳出の款２、項１、目１０企画費、節１８負担金，補助及び交付金のワーケーシ

ョン推進実行委員会補助金６００万円について、このワーケーション事業は、個人

の移住のみを対象とするのかとの問いに対し、個人の移住のみが対象ではなく、企

業の移転等の可能性も視野に入れているとの答弁。 

さらに、委員から、移住体験希望者の要望に沿えるように、宿泊地は海に近い場

所や山間部など３箇所ほどを選定し、宿泊施設にはテレワーク等に必要なインター

ネット環境の整備や家具・家電の配備について検討するよう要望した。 

次に、歳出の款２、項２、目２賦課徴収費、節１３使用料及び賃借料の預貯金照

会電子化システム使用料１５万３,０００円について、預貯金情報といった個人情

報の取り扱いは、どのような管理・対策をとっているかとの問いに対し、預貯金デ
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ータについては、担当職員以外は閲覧することができないように保管している。預

貯金情報に限らず、税務資料については施錠可能な書庫等での保管が必要であると

の答弁。 

次に、歳出の款５、項１、目５農業振興費、節１８負担金，補助及び交付金の農

業公社運営負担金４,２９７万４,０００円について、農業公社において購入するト

ラクターなど農作業用機械の費用を補助するものであるとの説明であったが、トラ

クターを入札する場合、国内メーカーだけでなく、外国メーカーでも対象とするの

かとの問いに対し、導入後のメンテナンスを考慮すると国内メーカーが望ましいた

め、入札の際は国内メーカーに絞って入札をかけたいとの答弁。 

次に、歳出の款５、項１、目１１土地改良事業費、節１３使用料及び賃借料の機

械借上料９３０万円について、グリーンロードの岡別府から西井俣に向かう途中の

陸橋の手前部分は、以前、部分的に路面補修を行ったようだが、また路面がかなり

傷んできている。このようなことから、町道等も含め、補修箇所については十分点

検を行い、再度補修が必要な箇所は、早急に対処するよう要望した。 

次に、歳出の款６、項１、目４新型コロナウイルス感染症対策事業費、節１８負

担金，補助及び交付金の大崎町事業者支援交付金３,６８６万４,０００円について、

対象事業者に対しては交付金の案内を郵送するとのことだが、送付漏れがないよう

にすることと、わかりやすく丁寧な説明文書にし、申請を受け付けるよう要望した。 

次に、歳出の款８、項１、目２非常備消防費、節１７備品購入費のデジタル簡易

無線機４１０万３,０００円について、財源については一般財源のみとなっている

が、石油交付金は加味されていないのかとの問いに対し、無線機を購入する場合も

石油交付金の対象となるが、例年、本町が受け取っている交付額は４８０万円程度

であり、本年度に導入する水槽付消防ポンプ自動車に全額充当することになってい

るとの答弁。 

次に、歳出の款９、項２、目１学校管理費、節１０需用費の消耗品費２１万８,

０００円について、各小学校の消火器の入れ替えに必要な購入費との説明であった

が、消火器は使用期限を過ぎても噴射可能な場合もあるため、処分前に消火器訓練

を実施することはできないかとの問いに対し、消火器の委託業者や学校とも相談し、

学校内で消火器訓練を実施できるよう検討したいとの答弁。 

次に、歳入の款１６、項２、目７教育費補助金、節１教育総務費補助金の地域ス

ポーツ・文化活動推進事業補助金１０万円について、中学校部活動移行検討委員会

の委員の出会に伴う経費に充てるとの説明があったが、この検討内容は非常に大き

な問題と捉えているが、この程度の予算で事足りるのかとの問いに対し、今回は検

討委員会ということで、まずはこの委員会を進めるための予算であり、大きな予算
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が伴うとすれば、今後のことであるとの答弁でありました。 

以上で、質疑を終結し、討論に入りましたが、討論もなく、採決の結果、議案第

２９号、令和５年度大崎町一般会計補正予算（第４号）は、原案のとおり可決すべ

きものと全出席委員の意見の一致をみた次第であります。 

以上で、総務厚生常任委員会における審査の経過と結果について報告を終わりま

す。 

○議長（富重幸博君） これより質疑に入ります。 

議案第２９号「令和５年度大崎町一般会計補正予算（第４号）」の委員長の報告

に対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 

議案第２９号「令和５年度大崎町一般会計補正予算（第４号）」について、委員

長の報告は原案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第２９号「令和５年度大崎町一般会計補正予算（第４号）」は、原

案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第３ 議案第３２号 令和５年度大崎町公共下水道事業特別会計補正予算 

（第１号） 

○議長（富重幸博君） 日程第３、議案第３２号「令和５年度大崎町公共下水道事業特

別会計補正予算（第１号）」についてを議題といたします。 

本案について、文教経済常任委員長の報告を求めます。 

○文教経済常任委員長（平田慎一君） ただいま議題となりました議案第３２号、令和

５年度大崎町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）について、審査の経過と

結果の報告をいたします。 
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本議案は、去る８月２８日の本会議において文教経済常任委員会に付託されたも

ので、８月２９日に委員会を開催し、水道課長並びに関係職員の出席を求め、審査

いたしました。 

この補正予算は、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ５１３万１,０００

円を追加し、総額を２億４,３２９万８,０００円とするものであります。 

補正予算の内容については、本会議において説明がなされておりますので、委員

会での主な質疑について御報告いたします。 

委員から、歳出の款１、項１、目２維持管理費、節１０需用費の修繕料５００万

円について、マンホールポンプ場の修繕工事とのことだが、ポンプの故障原因は何

かとの問いに対し、ポンプの故障原因については、始動時の振動や地質的に軟弱地

盤であるため、ポンプの底盤を固定するアンカーに緩みが生じ、劣化が進行し、折

れて吹き飛んでいたためであるとの答弁でありました。 

さらに、委員から、今後のマンホールポンプ場の安定した運用及び対応・対策に

ついて、他の自治体の先進事例を研究するなどの対応策を検討されるとともに、機

器の故障等の早期発見や定期的な点検体制の構築のため、水道課職員の人員の増を

人事担当課へ要求されるよう、全委員の意見一致のもと要望いたしました。 

その後、討論に入りましたが、討論もなく、採決の結果、議案第３２号、令和５

年度大崎町公共下水道事業特別会計補正予算(第１号）は、原案のとおり可決すべ

きものと全委員の意見の一致を見た次第であります。 

以上で、文教経済常任委員会における審査の経過と結果について報告を終わりま

す。 

○議長（富重幸博君） これより質疑に入ります。 

議案第３２号「令和５年度大崎町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）」

の委員長の報告に対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 
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議案第３２号「令和５年度大崎町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）」

について、委員長の報告は原案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第３２号「令和５年度大崎町公共下水道事業特別会計補正予算（第

１号）」は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第４ 議案第３３号 こども家庭庁設置法の施行に伴う関係条例の整備に関する

条例の制定について 

○議長（富重幸博君） 日程第４、議案第３３号「こども家庭庁設置法の施行に伴う関

係条例の整備に関する条例の制定について」を議題といたします。 

本案について、総務厚生常任委員長の報告を求めます。 

○総務厚生常任委員長（神﨑文男君） 議案第３３号、こども家庭庁設置法の施行に伴

う関係条例の整備に関する条例の制定について、総務厚生常任委員会における審査

の経過と結果の報告をいたします。 

本議案は、去る８月２９日に委員会を開催し、担当課長並びに関係職員の出席を

求め、審査いたしました。 

まず、担当課長から補足説明がありましたが、その内容については、本会議での

説明のとおり、本案は、こども家庭庁が設置されたことに伴い、関係する法令を一

括して改正するために制定されたこども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備

に関する法律に従い、本町の関係条例の整備をするものであります。 

条例の各条項の内容につきましては、本会議での説明がありましたので、委員会

での主な質疑について報告いたします。 

委員から、新旧対照表の第１４条第２項の改正案では「家庭的保育事業者等は、

家庭的保育事業所等において感染症又は食中毒が発生し、又は蔓延しないように、

職員に対し、予防及び蔓延の防止のための研修並びに訓練を定期的に実施するよう

努めなければならない」とあるが、この研修等の実施状況について、本町としては

どのように把握・調査を行うのかとの問いに対し、ここ数年は、新型コロナウイル

ス感染症の影響により書面による審査を行っていたが、本年度からは、現場におい

て確認を行い、安全基準等に適合しているかなどの指導を行っていきたいとの答弁。 

さらに委員から、上位法である法律等の改正に伴い、本町の関係条例の整備する

ことはこれまでも度々行われてきたが、条例を改正する際は、単に自治体名を変更

するだけではなく、不要な文言を削除するなど、本町に即した条例を制定すること
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を要望するとの意見がありました。 

以上で質疑を終結し、討論に入りましたが、討論はなく、採決の結果、議案第３

３号、こども家庭庁設置法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定につい

ては、原案のとおり可決すべきものと出席委員全員の意見の一致を見た次第であり

ます。 

以上で、付託案件に対する総務厚生常任委員会の報告を終わります。 

○議長（富重幸博君） これより質疑に入ります。 

議案第３３号「こども家庭庁設置法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の

制定について」の委員長の報告に対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。お諮りします。議案第３３号「こども家庭庁設置法の

施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について」について、委員長の報告

は、原案可決であります。委員長の報告のとおり原案可決することに御異議ありま

せんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第３３号「こども家庭庁設置法の施行に伴う関係条例の整備に関す

る条例の制定について」は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第５ 報告第２号 令和４年度大崎町健全化判断比率の報告について 

○議長（富重幸博君） 日程第５、報告第２号「令和４年度大崎町健全化判断比率の報

告について」を議題といたします。 

町長より報告を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 

本案は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、

令和４年度大崎町健全化判断比率を監査委員の意見を付して報告するものでござい

ます。 

実質赤字比率及び連結実質赤字比率でございますが、実質赤字は生じておらず、
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実質赤字比率は該当ございません。 

次の実質公債費比率でございますが、本町は７.３％となっております。これは、

一般会計等が負担する元利償還金及び純元利償還金の標準財政規模に対する比率の

３か年平均でございます。 

次に、将来負担比率でございますが、これは一般会計等が将来負担すべき実質的

な負債の標準財政規模に対する比率でございまして、本町は０％となっており、該

当なしという結果が出ております。 

監査委員の意見書によりますと、すべての比率が早期健全化基準を下回り、良好

な状態にあるとの評価をいただいておりますので、今後とも健全な財政運営に努め

ていく所存でございます。 

以上で報告を終わります。 

○議長（富重幸博君） これで報告は終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第６ 報告第３号 令和４年度大崎町資金不足比率の報告について 

○議長（富重幸博君） 日程第６、報告第３号「令和４年度大崎町資金不足比率の報告

について」を議題といたします。 

町長より報告を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 

本案は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定により、

令和４年度資金不足比率を監査委員の意見を付して報告するものでございます。 

水道事業会計、公共下水道事業特別会計とも資金不足を生じておらず、資金不足

比率は該当ございません。 

監査委員の意見書によりますと、良好な状態にあるとの評価をいただいておりま

すので、今後とも健全な財政運営に努めていく所存でございます。 

以上で、報告を終わります。 

○議長（富重幸博君） これで報告は終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第 ７ 認定第１号 令和４年度大崎町一般会計歳入歳出決算認定について 

 日程第 ８ 認定第２号 令和４年度大崎町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

認定について 

 日程第 ９ 認定第３号 令和４年度大崎町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認

定について 

 日程第１０ 認定第４号 令和４年度大崎町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定

について 
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 日程第１１ 認定第５号 令和４年度大崎町水道事業会計決算認定について 

 日程第１２ 認定第６号 令和４年度大崎町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認

定について 

○議長（富重幸博君） 日程第７、認定第１号「令和４年度大崎町一般会計歳入歳出決

算認定について」、日程第８、認定第２号「令和４年度大崎町国民健康保険事業特

別会計歳入歳出決算認定について」、日程第９、認定第３号「令和４年度大崎町後

期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について」、日程第１０、認定第４号「令

和４年度大崎町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について」、日程第１１、

認定第５号「令和４年度大崎町水道事業会計決算認定について」、日程第１２、認

定第６号「令和４年度大崎町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について」、

以上６件を一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 

認定第１号、本案は令和４年度大崎町一般会計歳入歳出決算認定についてでござ

います。認定第２号、本案は令和４年度大崎町国民健康保険事業特別会計歳入歳出

決算認定についてでございます。認定第３号、本案は令和４年度大崎町後期高齢者

医療特別会計歳入歳出決算認定についてでございます。認定第４号、本案は令和４

年度大崎町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定についてでございます。認定第

５号、本案は令和４年度大崎町水道事業会計決算認定についてでございます。認定

第６号、本案は令和４年度大崎町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定につい

てでございます。それぞれ６つの案件につきまして、法に基づき決算を行い、監査

委員の審査に付しましたので、監査委員の意見書を添付して、議会の認定をお願い

するものでございます。 

内容につきましては、それぞれの主管課長から説明申し上げますので、御認定賜

りますようよろしくお願い申し上げます。 

○総務課長（上橋孝幸君） それでは、一般会計の歳入歳出決算について御説明いたし

ます。 

はじめに、歳入の主なものについて御説明いたしますので、決算書の１ページを

お願いいたします。まず、款１町税でございますが、収入済額１４億５,９２４万

８,０１２円は、前年度に対しまして１.０％の減となっております。不納欠損額８

４９万８,８２９円は、時効完成等によるものでございます。収入未済額５,６７５

万５,１６１円は、現年度分と滞納繰越分を含めた未済額でございます。 

下から３つ目になります。款１１地方交付税でございますが、収入済額２９億８

２４万８,０００円は、前年度に対しまして５.４％の減となっております。なお、
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内訳は、普通交付税が２７億１,３５６万円、特別交付税が１億９,４６８万８,０

００円となっております。 

２ページをお願いいたします。款１５国庫支出金でございますが、収入済額１６

億９,３５４万２,１３１円は、前年度に対しまして１１％の減となっております。

収入未済額８２５万１,０００円は、公共土木施設災害復旧事業に係る繰越明許費

でございます。款１６県支出金でございますが、収入済額８億１,０９９万８,６１

３円は、前年度に対しまして２.２％の減となっております。収入済額４,３４５万

３６７円は、産地パワーアップ事業、中心経営体等施設整備事業及び農林水産施設

災害復旧事業に係る繰越明許費でございます。款１８寄附金の収入済額４２億５,

８６８万９,２００円は、主にふるさと納税寄附金でございますが、前年度に対し

まして１０％の減となっております。款１９繰入金でございますが、収入済額８億

３,８９７万３,１０７円は、基金からの繰入金で、前年度に対して９１.６％の増

となっております。款２１諸収入でございますが、収入済額は７,９４８万４７０

円でございます。収入未済額は６,４９２万６,１０４円となっておりますが、主な

ものは、住宅新築資金等貸付金償還金や地域経済循環創造事業交付金返還金の未済

額でございます。 

歳入合計でございますが、収入済額１３２億５,３７０万６,３５０円。不納欠損

額８５８万５,７０９円。収入未済額１億８,０９９万６,４３２円となっておりま

す。 

これで歳入を終わりまして、次に歳出の主なものについて御説明いたしますので、

３ページをお願いいたします。款２総務費の支出済額１５億５,８３７万１,８２５

円は、前年度に対しまして７.３％の減となっておりますが、企業版ふるさと納税

の実績に伴うＳＤＧｓ推進協議会負担金の減が主な要因でございます。款３民生費

でございますが、支出済額１８億１００万１,７８３円は、前年度に対しまして９.

３％の減でございます。これは、令和３年度に実施した住民税非課税世帯や子育て

世帯等に対する臨時特別給付金事業が完了したことが主な要因でございます。款４

衛生費でございますが、支出済額１２億８,９４５万１,１４０円は、前年度に対し

まして１.３％の減となっております。款５農林水産業費の支出済額６億２,４７５

万９,１６０円は、前年度に対しまして８.３％の増となっておりますが、主な要因

は農地耕作条件改善事業や林地崩壊防止工事の事業実績に伴うものでございます。

款６商工費でございますが、支出済額４５億５,０１２万４,５９１円は、前年度に

対しまして５.１％の減となっておりますが、ふるさと納税促進事業の減が主な要

因でございます。款７土木費の支出済額５億４,８１４万３４６円は、前年度に対

しまして１９.１％の増となっておりますが、道路改良事業及びふれあいの里公園
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の多目的広場内に設置いたしました公衆トイレに係る建設工事の増が主な要因でご

ざいます。 

４ページをお願いいたします。款９教育費でございます。支出済額６億１,８５

１万１,５６５円は、前年度に対しまして１７.８％の増となっておりますが、研修

センターの解体工事が増の主な要因となっております。款１０災害復旧費でござい

ますが、支出済額５億５,５７８万７,８３２円は、前年度に対しまして７.３％の

減となっております。歳出合計でございます。支出済額１２７億５,３７９万３,１

２０円、翌年度繰越額は６,９５２万３,０００円でございますが、繰越事業の主な

ものは、災害復旧事業及び産地パワーアップ事業でございます。なお、不用額は１

億７,８３７万８８０円となっております。 

５ページをお願いいたします。一般会計の総括でございますが、歳入合計額１３

２億５,３７０万６,３５０円。歳出合計額１２７億５,３７９万３,１２０円。歳入

歳出差引額４億９,９９１万３,２３０円となっておりますが、このうち基金繰入額

が２億５,０００万円ございますので、翌年度への繰越額は２億４,９９１万３,２

３０円となっております。 

以上で説明を終わります。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） 続きまして、令和４年度大崎町国民健康保険事業特別

会計歳入歳出決算につきまして、御説明いたします。はじめに、歳入の主なものに

ついて御説明いたしますので、決算書の１ページをお願いいたします。 

まず、款１国民健康保険税でございますが、収入済額２億７,９１２万８,５６８

円は、前年度に対しまして５.４％の減となっております。不納欠損額は１,００６

万８,３９０円、収入未済額は６,８９９万４,８７５円でございます。款４県支出

金の収入済額１３億１,１２４万８,０８３円は、前年度に対しまして１０.７％の

減となっております。款６繰入金の収入済額１億３,９６１万８,７３７円は、前年

度に対しまして４.４％の減となっております。款８諸収入の収入済額は３５８万

２,５５９円でございます。主に、一般被保険者の延滞金及び第三者以降に伴う納

付金でございます。歳入合計でございますが、収入済額１７億６,２６９万２,４５

９円、不納欠損額１,０１４万５,５９０円、収入未済額６,９３３万３,５７５円と

なっております。 

これで歳入を終わりまして、次に歳出の主なものを御説明いたしますので、２ペ

ージをお願いいたします。款２保険給付費の支出済額１２億６,１６４万１,８０７

円は対前年度に対しまして１１.２％の減となっております。款３国民健康保険事

業費納付金の支出済額４億３,３４２万８,０７２円は、前年度に対しまして０.

２％の減となっております。款５保健事業費の支出済額２,３５１万７,５３７円は、
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前年度に対しまして３.４％の増となっております。款８諸支出金の支出済額は１,

２８９万６,５３７円でございますが、これは主に、過年度保険給付費等の確定に

伴う返還金でございます。歳出合計でございますが、支出済額は１７億３,７２５

万５,１４２円となっており、前年度に対しまして８.１％の減となっております。

なお、不用額は６,４６７万６,８５８円となっております。 

３ページは、総括でございますが、歳入合計額１７億６,２６９万２,４５９円。

歳出合計額１７億３,７２５万５,１４２円。歳入歳出差引額２,５４３万７,３１７

円となりますが、このうち基金繰入額が１,０００万円ございますので、翌年度へ

の繰越額は１,５４３万７,３１７円となっております。 

以上で説明を終わります。 

続きまして、令和４年度大崎町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算につきまし

て御説明いたします。はじめに、歳入の主なものについて御説明いたしますので、

決算書の１ページをお願いいたします。 

款１後期高齢者医療保険料でございますが、収入済額１億２,５０２万８,１８０

円は、前年度に対しまして９.１％の増となっております。不納欠損額は７,１００

円、収入未済額は９４万８,９２０円でございます。款３繰入金の収入済額８,３０

０万５,３００円は、前年度に対しまして３.５％の増となっております。款５諸収

入の収入済額は１９万８,３８６円でございます。これは主に、県後期高齢者医療

広域連合からの還付金でございます。歳入合計でございますが、収入済額２億１,

２９０万６,９０８円、不納欠損額は７,４００円、収入未済額９５万３,４２０円

となっております。 

これで歳入を終わりまして、次に歳出の主なものについて御説明いたしますので

２ページをお願いいたします。款１後期高齢者医療広域連合納付金の支出済額２億

７７１万７,４８０円は、前年度に対しまして５.９％の増となっております。款２

諸支出金の支出済額は１９万８,７００円でございますが、これは主に後期高齢者

医療保険料の還付金でございます。歳出合計でございますが、支出済額は２億７９

１万６,１８０円となっており、前年度に対しまして６.０％の増となっております。

なお、不用額は１４１万５,８２０円となっております。 

３ページは総括でございますが、歳入合計額２億１,２９０万６,９０８円、歳出

合計額２億７９１万６,１８０円。歳入歳出差引額は４９９万７２８円となってお

り、全額翌年度へ繰り越すものでございます。 

以上で説明を終わります。 

続きまして、令和４年度大崎町介護保険事業特別会計歳入歳出決算につきまして

御説明いたします。はじめに、歳入の主なものについて御説明いたしますので、決
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算書の１ページをお願いいたします。 

款１保険料でございますが、収入済額３億２,３４４万８,３４７円は、前年度に

対しまして０.４％の増となっております。不納欠損額は６４万４,１５０円、収入

未済額は１４７万８,６５０円でございます。款３国庫支出金の収入済額４億８,６

８６万７,７５６円は、前年度に対しまして２.８％の減となっております。款４支

払基金交付金の収入済額４億７,８７２万６,０００円は、前年度に対しまして１.

８％の増となっております。款５県支出金の収入済額２億７,８０３万８,７５４円

は、前年度に対しまして３.８％の増となっております。款６繰入金の収入済額２

億６,５６５万６００円は、前年度に対しまして１.１％の増となっております。款

８諸収入の収入済額は４４万４,７６７円でございますが、主に第三者行為に伴う

損害賠償金でございます。歳入合計でございますが、収入済額１９億４,３６３万

５,５５４円、不納欠損額６４万９,１５０円、収入未済額１４９万８,９５０円と

なっております。 

これで歳入を終わりまして、次に歳出の主なものを御説明いたしますので２ペー

ジをお願いいたします。款２保険給付費の支出済額１７億４,９０４万３,７１７円

は、前年度に対しまして３.０％の増となっております。款３地域支援事業費の支

出済額４,４４３万８,３００円は、前年度に対しまして８.９％の減となっており

ます。款６諸支出金の支出済額は２,９７９万８,９６５円でございますが、これは

主に過年度介護給付費等の実績に伴う返還金でございます。歳出合計でございます

が、支出済額は１８億２,３６９万１,３４１円となっており、前年度に対しまして

１.９％の増となっております。なお、不用額は１億５７５万８,６５９円となって

おります。 

３ページは総括でございますが、収入合計額１９億４,３６３万５,５５４円。歳

出合計額１８億２,３６９万１,３４１円。歳入歳出差引額１億１,９９４万４,２１

３円となっており、全額翌年度へ繰り越すものでございます。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○水道課長（本松健一郎君） それでは、認定第５号令和４年度大崎町水道事業会計の

決算説明について御説明をいたします。 

決算書１ページをお願いいたします。大崎町水道事業決算報告でございます。

（１）収益的収入及び支出の収入でございますが、決算額と予算額との比較を申し

上げていきたいと思います。第１款水道事業収益の全体が決算額２億３,６４１万

５,２１０円で、予算額と比べまして６７３万３,２１０円の増となりまして、対前

年比３.１７％の増でございました。この内訳は、第１項営業収益の決算額２億７

２８万３,６９０円で、予算額と比べまして１３７万４,６９０円の増で、対前年比
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では１.８１％の減となっております。これは、水道料金と手数料金でございます。

次に、第２項営業外収益が決算額２,９０８万５０円で、予算額と比べまして５３

１万５０円の増となりました。主なものは、雑収益で、落雷被害によります損害保

険金及び、預金利息と簡易水道企業債償還利息等の補助金、また、そのほかは、過

去に補助事業により取得した財産で、当年度において収益化した長期前受金払戻入

れがこれに当たります。次の第３項ですが、特別利益が決算額５万１,４７０円で、

予算額と比べまして４万８,４７０円の増でございました。過年度損益修正益と貸

倒引当金及び賞与引当金等として計上いたしました経費の残額を収益化して計上し

たものが、これに当たります。 

２ページをお願いいたします。支出でございます。決算額と不用額を申し上げた

いと思います。第１款水道事業費用は決算額１億９,９６２万１,７７９円で、不用

額は２,０９５万４,２２１円となりました。対前年比８.０９％の増でございます。

その内訳は、第１項営業費用が決算額１億９,２１５万３,９２８円で、不用額は１,

７５８万３,０７２円でありました。これは、水源地や配水施設等の維持管理に必

要な修繕費、人件費等がこれに当たります。第２項でございます。営業外費用が決

算額７４６万１,６１１円で、不用額９７万７,３８９円でございました。これは、

企業債の償還利息が主なものでございます。第３項です。特別損失が決算額６,２

４０円でございました。これは、過年度水道料金の還付金が主なものでございます。

第４項です。予備費は執行がございませんので、不用額はそのまま２００万円でご

ざいました。 

詳細につきましては、２５ページ以降に水道事業収益費用明細書を添付してござ

います。こちらのほうは消費税抜きの金額でございますので、御留意の上、御参照

願います。 

続きまして、（２）資本的収入及び支出の収入でございます。第１款資本的収入

は、決算額２８９万８７３円で、予算額と比べまして６８万８,１２７円の減とな

りました。対前年比４８.８５％の減でございます。この内訳としまして、第２項

負担金が、決算額１２９万２,５００円で、予算額と比べまして６８万７,５００円

の減でございます。第３項補助金は、決算額１５９万８,３７３円で、６２７円の

減でございました。これは、簡易水道補助事業の起債償還に当たる元金分の一般会

計からの補助金でございます。 

４ページをお願いいたします。支出でございます。決算額と不用額を申し上げた

いと思います。第１款資本的支出、決算額８,７２８万１,１９３円で、不用額は７

１５万９,８０７円でございました。対前年比５４.７％の減でございます。この内

訳は、第１項建設改良費が決算額８,４３２万４,４４７円で、不用額が２１５万９,
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５５３円でございました。第２項企業債償還金が決算額２９５万６,７４６円で、

不用額は２５４円でございました。第３項予備費は執行がございませんので、その

まま５００万円の不用額となります。 

５ページ以降には損益計算書、９ページ以降に貸借対照表、キャッシュフロー計

算書、事業報告書、収益費用明細書、固定資産明細書及び企業債明細書を添付して

ございますので、こちらのほうもまた御参照ください。なお、事業報告書の建設改

良工事の概要以外は、いずれも消費税抜きの金額でございますので、そのへんもま

た御留意をしていただきたいと思います。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

引き続きまして、認定第６号令和４年度大崎町公共下水道事業特別会計歳入歳出

決算について説明をいたします。１ページをお願いいたします。 

最初に歳入でございますが、款で説明をさせていただきますのでよろしくお願い

いたします。款１分担金及び負担金、収入済額１５０万円、不納欠損額１０万５,

１００円、収入未済額０円でございました。これにつきましては、接続戸数につい

て、１０件分に当たる金額になります。款２使用料及び手数料の項１使用料ですが、

収入済額４,３７８万７,５００円で、対前年比７.３７％の増でございます。不納

欠損額２４万２,４８０円、収入未済額１９７万５,８１０円となりました。増にな

った要因としましては、激変緩和措置におきまして１トン当たり１０円ずつ引き上

げをしているのが主な要因かと思っております。款３繰入金の項１他会計繰入金で

すが、収入済額１億３,５５５万９,０００円でございます。款４繰越金の項１繰越

金ですが、収入済額６６０万８,５８６円でございました。款５諸収入の項１預金

利子が主なものになりますが、収入済額３７２円でございました。昨年度からする

と極端に落ち込んではいるんですが、昨年は消費税の還付があった関係で、昨年の

金額は今年と比較した場合、差が出ているということでございます。款６町債の項

１町債ですが、収入済額１,７６０万円となりまして、合計で収入済額２億５１１

万９,０５８円。不納欠損額３５万５,２８０円。収入未済額２０３万４,０１０円

となっております。 

２ページをお願いいたします。歳出のほうを説明させていただきます。款１公共

下水道事業費、項１公共下水道事業費、支出済額６,８８２万９,９９４円、不用額

２２３万５,５０６円でございます。款２公債費、支出済額１億２,９１４万７,６

０６円、不用額１８万３９４円でございます。款３予備費、予備費は当初１００万

円を計上しておりましたが、緊急修繕によります維持管理費に９０万１,５００円

を流用したことから、残り９万８,５００円が不用額となっているところでござい

ます。歳出合計で、支出済額１億９,７９７万７,６００円、不用額２５１万４,４
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００円となっておりまして、３ページをお願いしたいと思います、歳入合計額２億

５１１万９,０５８円、歳出合計額１億９,７９７万７,６００円、歳入歳出差引額

７１４万１,４５８円となりまして、全額翌年度へ繰り越しているところでござい

ます。 

なお、４ページ以降に事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調書

が添付してございますので御参照していただきたいと思います。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（富重幸博君） これより質疑に入ります。まず、認定第１号について質疑はあ

りませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 質疑なしと認めます。 

次に、認定第２号について質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 質疑なしと認めます。 

次に、認定第３号について質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 質疑なしと認めます。 

次に、認定第４号について質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 質疑なしと認めます。 

次に、認定第５号について質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 質疑なしと認めます。 

次に、認定第６号について質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 質疑なしと認めます。 

全般を通して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま、議題となっております認定第２号、認定第３号及び認定第４号は、会

議規則第３９条第１項の規定により、総務厚生常任委員会に付託いたします。 

次に、認定第５号及び認定第６号は、会議規則第３９条第１項の規定により文教

経済常任委員会に付託いたします。 
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次に、認定第１号の審査方法についてお諮りします。本案は、１０名を定数とす

る決算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査いたしたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、認定第１号については、１０名を定数とする決算審査特別委員会を設置

して審査することに決定しました。 

重ねてお諮りします。決算審査に際し証書類は認定の対象にならないとされてお

りますが、審査の過程において書類の提出や証人等の出頭証言を求める必要がある

場合を考慮して、地方自治法第９８条の検査権並びに同法第１００条の調査権を委

託して付託いたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、総務厚生常任委員会、文教経済常任委員会及び決算審査特別委員会に対

し、地方自治法第９８条の検査権並びに同法第１００条の調査権を委託して付託す

ることに決定いたしました。 

さらにお諮りします。ただいま付託いたしました認定第１号、認定第２号、認定

第３号、認定第４号、認定第５号及び認定第６号は、閉会中の特定審査案件として、

総務厚生常任委員会、文教経済常任委員会及び決算審査特別委員会に、次の議会ま

で継続審査に付することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって認定第１号、認定第２号、認定第３号、認定第４号、認定第５号及び認定

第６号は、閉会中の特定審査案件として次の議会まで継続審査に付することに決定

いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１３ 議案第３６号 令和４年度大崎町水道事業剰余金の処分について 

○議長（富重幸博君） 日程第１３、議案第３６号「令和４年度大崎町水道事業剰余金

の処分について」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

暫時休憩いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時５９分 

再開 午前１１時００分 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） 再開いたします。 

○町長（東 靖弘君） 失礼いたしました。 

御説明いたします。 

本案は、地方公営企業法第３２条第２項の規定により、令和４年度大崎町水道事

業剰余金の処分について議会の議決を求めるものでございます。地方公営企業会計

制度の新会計基準移行による未処分利益変動額８億９,９８５万８,７３５円を除く

当年度未処分利益剰余金２,０１４万４,６２６円のうち、２,０００万円を建設改

良資金へ、１４万４,６２６円を翌年度へ繰越しするものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（富重幸博君） これより質疑に入ります。何か質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第３６号は、会議規則第３９条第１項の規定

により文教経済常任委員会に付託いたします。 

さらにお諮りします。ただいま付託いたしました議案第３６号は、閉会中の特定

審査案件として、次の議会まで継続審査に付することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第３６号は、閉会中の特定審査案件として、次の議会まで継続審査

に付することに決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１４ 選任第４号 令和４年度大崎町一般会計歳入歳出決算審査特別委員会委

員の選任について 

○議長（富重幸博君） 日程第１４、選任第４号「令和４年度大崎町一般会計歳入歳出

決算審査特別委員会委員の選任について」を議題といたします。 

お諮りします。特別委員会委員の選任については、委員会条例第７条第４項の規

定により、１番、藤田香澄君、２番、草原正和君、３番、岡元修一君、４番、平田

慎一君、５番、児玉孝德君、６番、稲留光晴君、７番、神﨑文男君、９番、吉原信

雄君、１０番、中山美幸君、１１番、中倉広文君、以上１０名の諸君を指名いたし

たいと思います。これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 
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よって、ただいま指名いたしました１０名の諸君を、令和４年度大崎町一般会計

歳入歳出決算審査特別委員会委員に選任することに決定いたしました。 

これより、特別委員会の委員長及び副委員長の互選をしていただきます。委員会

条例第８条第２項の規定により、特別委員会の委員長及び副委員長は、特別委員会

において互選することになっております。さらに、同条例第９条第１項の規定によ

り、委員長及び副委員長が共にいないときは、議長が委員会の招集日時及び場所を

定めて互選を行わせることになっておりますので、これより特別委員会の委員長及

び副委員長の互選を、議員控室でしていただきます。 

これより暫時休憩いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時０３分 

再開 午前１１時０８分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

ただいま特別委員会において互選されました委員長及び副委員長の氏名を報告い

たします。委員長に１１番、中倉広文君、副委員長に７番、神﨑文男君が選任され

ました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１５ 諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

○議長（富重幸博君） 日程第１５、諮問第１号「人権擁護委員の推薦につき意見を求

めることについて」を議題といたします。 

町長の説明を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 

人権擁護委員の推薦につき、人権擁護委員法第６条第３項の規定に基づき議会の

意見を求めるものでございます。 

本案は、現在人権擁護委員であります上檔利春氏が、令和５年１２月３１日で任

期満了となりますことから、引き続き同氏を推薦しようとするものでございます。 

氏の住所は、大崎町永吉１１７番地１で、昭和２６年４月２９日生まれの７２歳

でございます。氏は、平成２４年３月に大崎町役場を定年退職され、退職後は鹿児

島県交通安全協会志布志地区協会に４年間勤務され、現在、人権擁護委員として地

域のために積極的に貢献されておられます。人望も厚く、人格識見ともに高く、広

く社会の実情に精通し、適任と思われますのでよろしくお願いいたします。 

任期は３年間で、今回３期目をお願いするものであります。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 
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○議長（富重幸博君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれを持って終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております諮問第１号は、会議規則第３９条

第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、本件は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。諮問第１号「人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについ

て」については適任である旨、答申したいと思いますが、これに御異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、諮問第１号「人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」は

適任である旨、答申することに決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１６ 同意第１４号 教育委員会委員の任命について 

○議長（富重幸博君） 日程第１６、同意第１４号「教育委員会会委員の任命につい

て」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 本案は、現在教育委員会委員の溝口信男氏が、令和５年９月３

０日を持ちまして任期満了となることに伴い、後任を任命する必要があることから、

引き続き同氏を任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条

第２項の規定により議会の同意を求めるものでございます。 

氏の住所は、大崎町持留２２０番地２０下持留自治公民館で、昭和２４年８月５

日生まれの７４歳でございます。 

氏は、昭和４３年３月に鹿児島県立岩川高等学校卒業後、昭和４５年５月に株式
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会社ジャパンファームに入社され、主に総務部教育担当として勤務しておられまし

た。その後、平成１７年１２月に同社を退職され、平成１８年１月から平成２６年

１２月までは有限会社大隅環境肥料センターに入社し、取締役の要職に就かれてお

りました。また、氏は、平成２３年１０月から本町教育委員会委員に任命されて以

来、３期１２年、精力的に活動されており、その手腕を遺憾なく発揮されていると

ころでございます。氏は、人格識見ともに高く、大崎町教育委員会委員として適任

と思われますので、よろしく御審議賜り、御同意くださいますようお願い申し上げ

ます。 

○議長（富重幸博君） これより質疑に入ります。 

何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております同意第１４号は、会議規則第３９条第３項の規定

により委員会付託を省略いたしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論の御希望はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより、同意第１４号について採決いたします。 

採決は、無記名投票をもって行います。 

議場を閉鎖いたします。 

［議場閉鎖］ 

○議長（富重幸博君） ただいまの出席議員数は１１人であります。 

会議規則第３２条第２項の規定により、立会人に１番、藤田香澄君、２番、草原

正和君、３番、岡元修一君を指名いたします。 

投票用紙を配付いたします。 

念のため申し上げます。本案を可とする諸君は賛成と、非とする諸君は反対と記

載願います。 
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［投票用紙配付］ 

○議長（富重幸博君） 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 配付漏れなしと認めます。 

投票箱を改めます。 

［投票箱点検］ 

○議長（富重幸博君） 異状なしと認めます。 

これより投票に移ります。 

職員の点呼に応じて順次投票を願います。 

点呼いたします。 

○事務局長（宮本修一君） それでは、議席番号、氏名の順で読み上げます。 

１番、藤田香澄議員、２番、草原正和議員、３番、岡元修一議員、４番、平田慎

一議員、５番、児玉孝德議員、６番、稲留光晴議員、７番、神﨑文男議員、８番、

宮本昭一議員、９番、吉原信雄議員、１０番、中山美幸議員、１１番、中倉広文議

員。 

［投票］ 

○議長（富重幸博君） 投票漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 投票漏れなしと認めます。投票を終了いたします。 

開票を行います。１番、藤田香澄君、２番、草原正和君、３番、岡元修一君、立

会いを願います。 

［開票］ 

○議長（富重幸博君） 投票の結果を報告いたします。 

投票総数１１票。有効投票１１票。無効投票０票。 

有効投票中、賛成、１１票、反対、０票。 

以上のとおり、賛成が多数であります。 

よって、同意第１４号は同意することに決定しました。 

議場の閉鎖を解きます。 

［議場開鎖］ 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１７ 議員派遣の件 

○議長（富重幸博君） 日程第１７「議員派遣の件」を議題といたします。 

お諮りします。 

別紙のとおり、本町議会議員を派遣したいと思いますが、これに御異議ありませ
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んか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、別紙のとおり、本町議会議員を派遣することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１８ 閉会中継続審査・調査申出書 

○議長（富重幸博君） 日程第１８「閉会中継続審査・調査申出書」についてを議題と

いたします。 

委員会の決定に基づき、お手元に配付してある写しのとおり、４委員長から申出

があります。 

お諮りします。 

４委員長の申出のとおり決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、４委員長の申出のとおり、閉会中の継続審査及び調査は可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） 以上をもって、本日の日程は全部終了しました。会議を閉じま

す。令和５年第３回大崎町議会定例会を閉会いたします。お疲れ様でした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉会 午前１１時２２分 
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